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第三話　約束のカケラ





　世界が崩壊した二十年を、のちに人々は“〝嘆きの時代”〟と呼ぶ。



　何が原因であったかはもうわからない。気がつけば、ありとあらゆる国々が互いに憎しみあい殺しあって、世界は狂気の戦争へと突入していた。大国の民は小国を蹂じゆう躪りんし、小国の民は暴徒と化して大国へ攻め入り、そして共々に戦火に焼き尽くされて滅んだ。

　戦う力すら失って人々が争いをやめた時、世界はもとの姿をとどめてはいなかった。かつての大都市は消し炭と化し、国家と呼べるものはすでにどこにも存在しなかった。

　次に暗黒がやってきた。文字どおりの、夜の世界。長い間、分厚い膜のように空を覆おおった雲から太陽がのぞくことはなく、身を守る手段も知識も失った人間たちを凍らせた。

　その次に、絶望的な飢き餓がと原因不明の病やまいが襲ってきた。世界はまた、おびただしい数の死者の骸むくろで埋め尽くされた。

　そして最後に、『神』がこの世界に降り立った。



『神』は人間たちに光と食べ物と薬を与え、秩序と共通の言語とを与えたという。

　争いを禁じ、武器を持つことを禁じ、人間がふたたび愚かな奢おごれる力を手にすることがないように、古き時代に関する一切の記憶を消し去ってしまったのだという。

“〝嘆きの時代”〟より以前の記録は抹消され、かつての文明の痕こん跡せきは徹底的に取り除かれ、封印された過去に触れることは『神』に背く大罪となった。

　そうして、『神』とその代弁者を名乗る『教団』の支配のもとに、この“〝揺よう籃らんの時代”〟がはじまる。



　今、この世界には二種類の人間が存在する。

『神』の庇ひ護ごを受け、神の地と呼ばれる土地に住むことを許された人間と。

『神』に見捨てられ、辺境と呼ばれる地に住む人間と――。
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　そこは海辺の小さな漁師町だった。

　日が暮れてまだ間もない時刻に、一軒の家の戸が激しく打ち鳴らされた。

　何事かと顔を出したその家の主人は、扉のむこうに立っていた男たちの姿を一目見るなり、「ひっ」と悲鳴をあげた。

　見知らぬ顔だ。いずれも物々しい制服を着込んでいる。

　灰色を基調にして、部分的にあしらわれた臙えん脂じ色の配色。胸元のバッチには教団の紋章。実物を見るのは初めてだが、話にくらいは聞いていた。

（宣せん教きよう隊たい!?）

　教団によって辺境に送り込まれた兵士たちである。

（どうして、こんなところに）

　一瞬にして彼らにまつわる身の毛もよだつような噂うわさの数々を思い出し、主人はどっと冷や汗が噴き出すのを感じた。

　いわく、宣教隊は治安を守るという名目で殺さつ戮りくを繰り返す血も涙もない人殺しの集まりであり、隊の兵士たちは餓えた獣のように冷酷で残忍で、逆らう者はたとえ女子供であろうと容よう赦しやはしないのであり、昨日どこかの村が宣教隊に踏み込まれて血の海になったという話を聞いたかと思えば、明日には別の街で屍しかばねの山が築かれたという噂が飛び交うという具合に、普段は神とも教団とも無縁のこんな小さな町にも、その悪名はあますところなく知れ渡っていた。

（こ、殺される）

　主人は蒼そう白はくになって震えながら思った。

　おしまいだ。何が目的かは知らないが、宣教隊が来たからにはこの町の人間全員、皆殺しにされるにきまっている。

　その彼の後ろでは、食事をしていた妻や子がテーブルから立ち上がって、やはり怯おびえた目で、戸口に立つ兵士たちを見ていた。子供たちは母親にしっかりとしがみついている。

「食事中に悪いと思うが、こっちもちょっと急いでいるもんで。あんたらに訊ききたいことがある」

　そういえば、運悪く宣教隊に出会ってしまった時の対処法というのも、噂うわさで聞いたような気がする。主人はダラダラと冷や汗を流しながら、必死で考えた。確か、金を渡せば見逃してもらえるとか、死んだフリをすれば助かるとか。

　しかし金などないし、今から死んだフリをしても遅い。

「お尋ね者を捜している。二人連れだが、けっこう目立つ取り合わせなんで見かけたならわかると思う……って、聞いているか、おい？」

　いきなり目の前でひらりと手を振られて、主人は飛び上がった。

「ひいぃ、命ばかりはお助けくださいぃ！」

「……いや、命はいらんから。そいつらを見たかどうか教えてくれ。さっさとしないと俺がどやされちまう」

「は？」

　予想外に気さくな口調で言われて、主人は震えながらも目を丸くした。

　それでようやく、目の前にいる相手が、宣教隊の兵士という先入観念を取っ払えばどこにでもいそうな青年の顔をしていることに気づいた。

　年は二十代の半ばくらいだろうか。制服の上着のボタンをだらしなく外し、袖そでもまくりあげている。いかにも適当な着方だが、そもそも制服自体が似合っていない。そのへんのガキ大将がそのまま大きくなったような、不思議に気安げな風ふう貌ぼうの男だ。

　一番不思議だったのは、戸口からの明かりに浮かび上がった、赤みの強い髪の色であった。長い間潮風にさらされ、浜の強い陽ひ射ざしに灼やかれて色が抜けてしまった――自分たち漁師と同じ髪をしている。

「一人はバカでかい男で、黒いマントを着てフードで顔を隠している。もう一人は女の子だ。肩の下くらいまで髪を伸ばしていて、縁ふちのない大きな帽子をかぶって、年は十一歳だか十二歳だか……、ああ、ちょうどその子くらいだな」

　赤毛の兵士がひょいと家の中をのぞきこんで指差したとたん、当の娘が母親の腕の中でしくしくと泣き出した。

「………………えーと？」

「ああ～、副隊長が子供を泣かしたぁ。また隊長に怒られる～」

　すぐ後ろに立っていた兵士が、ケケケ、と素すっ頓とん狂きような笑い声をあげた。こちらは小柄で、年も幾分若いように見える。特徴といえば、トンボのように大きくてレンズの厚い眼鏡めがねをかけていることだ。

「俺か？　今のは俺が悪いのかっ？」

「誰が見たってそうでしょぉ～？」

「俺の何が悪かったんだ」

「頭と顔」

「なあぁぁにいぃ――！」

　赤毛がトンボ眼鏡めがねの襟えり首くびを掴つかんで締め上げたとたん、その場に鋭い声が飛んだ。

「ハル！　ライ！　何をしている!?」

　驚いたことに、兵士たちを背後から押しのけてあらわれたのは、若い女だった。赤毛の男と年はたいして変わらないように見える。長い黒髪と、ほっそりとしなやかな肢し体たい。美しい女だが、切れ長の目はその口調同様に鋭い。冷たく硬い表情は、まるで血の通わない精巧な人形のようだ。

「あ、ナツキ」

　赤毛の副隊長は、トンボ眼鏡から手を離すと、露骨に気まずい顔をした。

「隊長と呼べ。――一体何ごとだ」

　ナツキと呼ばれた女は、泣いている子供のほうに顎あごをしゃくった。

「揉もめごとは起こすなと言っておいたはずだぞ、ハル」

「何もしてないって。いやホント『神』に誓って、怖がらせるつもりはぜーんぜんなかったんです、ハイ」



    

  
    
      



    

  
    
      　ナツキはじろりと彼を一いち瞥べつしてから、家の主人と向き合った。

「部下に非礼があったのならば詫わびよう。我々は今、教団のお尋ね者を追跡している途中だ。すでに聞いたと思うが、該当する二人連れがこのあたりに立ち寄ったかどうかを知りたい」

「は、はあ……」

　問答無用で殺されることだけはなさそうだが、安心はできない。どれだけ印象がズレていようが、相手は宣教隊だ。とにかく従順にふるまうのが一番とばかり、主人はおそるおそる口を開いた。

「二人連れというのは、見てはおらんのですけど……」

「ここへは来なかったのだな？」

「いえでも、……フードをかぶった身体からだの大きな男とうちの娘くらいの女の子なら、見たような気がするというか……」

「見たのか？」

「はぁ、いえ、しかし」

「どちらだ。見たのか見なかったのか」

　要領を得ない主人の言葉に、ナツキの形のよい眉まゆが険をおびてしかめられた。

「ええ、ですからその……三日前に浜を通りかかったよそ者がいて……いえ、このあたりによそ者が立ち寄るのは珍しいもんで、確かに目立つ風体でしたし、それがそうじゃないかと思わんでもないのですが……しかし二人連れを見たわけではなく……」

「どういう意味だ？」

　いっそうきつい口調で問われ、主人はしきりに冷や汗を拭ふきながら、しどろもどろに言った。

「もう一人、一緒に少年が」

　つまり、見たのは三人連れだったわけで。



　片っ端から扉を叩たたいて聞いて回った後に、部隊は町を引き揚げた。結果は、家族の誰かしらがお尋ね者らしき人間を見たと答えた家が十四軒、知らないと答えた家が六軒、なぜかいきなり死んだフリをした家が二軒。

「だからなんで死んだフリ……？　俺たちってどんなことを言われているわけよ？」

　報告を聞いて、ハルがぼやく。

「どうしてこう、どこへ行っても嫌われるかねぇ」

「嫌われるだけのことはしている。我々に関しての噂の一部は、尾ひれではなく現実にあったことだ」

　ナツキは部下に西へ進む指示を出した。漁師たちから得た証言から、お尋ね者がむかったと思われる方角である。

　確かそちらには、港で栄えた大きな街があったはずだ。

「キダニという街だったな。すぐにむかうぞ」

「夜なんだけど、休みなし？」

「あと三時間歩いたら眠らせてやる」

　やれやれと、ハルは赤い髪の毛をかきまわした。

「なあ、ナツキ」

「何度も言わせるな」

「はいはい、隊長。――あの召しよう喚かん師のおチビさんは、今度こそ捕まるかな」

「捕まえるために追っている」

　先ほどまで日没の光を残していた空も、今はすっかり夜の色をしている。暗い海辺から波の音が響いていた。ハルは漁師町の灯火を振り返った。

「さっきの町、あんたの故郷によく似ていたよ」

　返答はわかりきっていた。そのわかりきった答が、氷の棘とげを含んで返ってきた。

「記憶していない」

　すみませんね、よけいなことを言って。口の中で呟つぶやいて、ハルはわざとらしく話を戻した。

「それにしてもどうよ、その三人目って。お尋ね者は今や三人連れだ。ちょっと目を離しているすきに、おチビさん、どこでお友達を拾ったんだか」

「友達？」

「まだガキらしいぜ？　子供どうしが欲得ずくでくっついて一緒に旅をするってのは、あまりないんじゃないの？」

「甘くみるな。子供だって薄汚い欲得で動くことはある」

「そうか？　で、そいつもどうにかする気？」

　出発の合図をすると、ナツキは副隊長を振り返って、言った。

「言っておくが、他人に非難されることや子供を殺すことが嫌なら、いつでもやめてかまわないんだぞ」

「やめない」

　肩をすくめて、ハルは笑った。

「あんたが隊をやめないかぎり、俺もやめない」

「――」

　睨にらみつけたのは一瞬だ。ナツキは無言で踵きびすを返すと、先を行く部下たちを追って足早に歩き出した。
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　そもそも報酬の額を聞いた時に気づくべきだった。

　死者を鎮めるだけで相場の五倍の礼金をもらえるなんて、そんなオイシイ話が簡単に転がっているわけがない。もし本当なら、とっくに他の鎮魂しずめ屋やが解決している。解決していないということは、今まで誰もその仕事を引き受けなかったか、引き受けても成功しなかったかだ。

　それくらい、ちょっと考えればわかりそうなものなのに。

　成功報酬が多けりゃ多いだけ相手が手強い、というのは鎮魂屋であろうがなかろうが、子供にだってわかる理屈だ。金につられてそんな話にとびつくのは、実力も実績も世の中の経験も不足しているうえに、懐ふところ具合がかなり気になる、なりたてホヤホヤの新米くらいなものである。

　ラクして儲もうかる話なし。依頼の内容は事前にしっかり確認しましょう。

　これからは、どんなに地味で報酬が安くても、身の丈にあった仕事をこつこつと真面目まじめにこなしていこう、とトキは決心した。

　もう遅いけれども。



「っていうか、だいたいこれ、死者じゃないじゃんっ。そりゃ、きっちり死んでるけどさ……！」

　ブンンモオォォォ――！

　くぐもった咆ほう哮こうが森の中に響きわたる。つづいて、ドガガ、バキッ、メキッと、激突された樹木が無む惨ざんに折れて倒壊した。

　かなりイヤなのは、その咆哮が真っ直ぐに自分のほうにむかってくることだ。

　ブモッ、ブモモ――ッ！　ドガッ！　バキバキ！

「うわわ、タマ、もういいっ！　やめろ、それもう振らなくていいから、これ以上挑発するな――！」

　頭上で赤い布をひらひらと振っている彼の相棒――名前はタマ、別名『叡えい智ちの右手』。人間の右手の部分だけのくせになぜか生きてて動いていて空中に浮かんだりなんかもして、しかも性格がかなり悪い――にむかって、トキは声をかぎりに叫んだ。

　ちなみにタマが掴つかんでいる赤い布は、この仕事を紹介した『斡あつ旋せん屋』がくれたものだ。

『街の近くの森にタチの悪い霊がいてね、街道を通る人間を襲ったりするもんだから、みんな困っちゃってるのよ。アンタ、鎮魂屋ならなんとかしてくれない？　もちろん、お代ははずむわよ、ほらこの金額で。……え、やる？　あらよかった。だったらついでにこれ、サービスしちゃう。この布を見せれば、どこにいたってヤッコさんすぐに出てくるから。いちいち捜す手間が省けるから、とっても便利よ～』

　じゃ頑張ってね～と軽いノリで送り出され、半信半疑で森までやって来て、もらった赤い布をカバンからひっぱりだしたとたん、本当に出た。

　牛が。

　白黒斑まだらの大きな牛だった。普通の牛の一・五倍増しの巨体に見える。道を歩いていて、こんなものがいきなり飛び出してきたら、そりゃ通行人はたまらないだろう。

（……でもなんでこんなところに牛？）

　確かに生きている相手ではない。自覚があるかどうかは知らないが、立派に死霊となり果てている。その点で『斡あつ旋せん屋』は嘘うそを言っていない。ものすごく意図的に説明が足りなかっただけで。

　とにかくこれで、赤い布の意味だけは理解できた。

　ブモモモモ――！

　布を振るのをやめても、牛の突進はとまらない。樹木をなぎ倒し、地響きをたてて、走ってくる。世の中には狂暴な霊体というのはわりといるものだが、こうなるともうバケモノのレベルだ。

（し、死霊になったっていうことは、何か心残りがあるんだろうけどっ）

　焼肉にされたことで人間を恨んでいるとか？

　牛の事情はよくわからない。

　そもそも亡者を死界に送る方法は知っていても、亡牛をどうやって祓はらうかなんて誰も教えてくれなかった。説得しようにも、言葉の通じる相手じゃないし。

「うっわあぁぁ――!?」

　バキィッ！

　トキのすぐ後ろに生えていた樹が、亡牛の猛攻を受けて根っこからひっくり返った。寸前、一か八かで横っ飛びに地面に身を投げて、本人はギリギリ無事。そのまま地べたに張りついた格好でホッと息をつく。

「し、死ぬかと思った。……って、なんでまた戻ってくるわけ――っ!?」

　猛スピードで駆け抜けていった牛が、くるりと方向転換してこちらにむかってくるのが見えた。

「どどどど、どうしよう!?」

　跳ね起きた彼の目の前に、タマが字を書きつけた石盤をさっと掲げた。

『死んだフリ』

　とっくに死んでいる相手に、死んだフリが果たして通用するのか？　それ以前に、

「牛に死んだフリしたって役に立たないっての――っ」

　やれやれというようにタマは石盤を投げ捨てると、ごそごそと今度はカバンから一冊の本を取り出した。

　故郷を出る時に、独立祝いに必ず一人一冊手渡される、一族の方術指南書だ。鎮魂しずめ屋やの心構えやら、過去の事例やら、死者を鎮めるための呪じゆ文もんの数々が記載されている。

「……今、これを読めって？」

（あ、でも）

　効き目のありそうな呪文をひとつ、思いついた。タマから本をひったくって、大急ぎでページをめくる。

「あった、これだ」

　死霊を呪じゆ縛ばくして、自分の思い通りに操る呪じゆ文もん。腕のいい鎮魂しずめ屋やである父やデキのいい兄たちが使っていたのを見たことがある。かなりハイレベルの呪文なので、トキ自身はまだマスターしていない。というか、この本にある呪文の大半を、トキはまだ使えない。みそっかす、と一族の者に笑われる所以ゆえんである。

（だけど俺だって、もしかしたら）

　本を片手に、トキは意を決して立ち上がった。

　ここまで危険のさし迫った状況ならば、もしかしたら火事場のバカ力というヤツが発動するのでは……！

　ドゴゴゴゴ、と地響きが腹にくる。障害物を粉砕し踏み潰つぶし、角を振り立て泡を飛ばして、亡牛が突進してくる。

　うわこれはやっぱり逃げたほうがいいかも……と心の片隅をよぎった理性の声を無視して、トキは死霊にむかって手をかざした。

　大きく息を吸って、呪文を唱えた。



「おかえりなさい、どうだった～？　……って聞くまでもないわね、その格好じゃ」

『斡あつ旋せん屋』は戻ってきたトキの姿を一目見るなり、「あらぁ」と片手を自分の頬ほおにあてて肩をすくめた。

「まあ、見事にボロボロになっちゃって」

　期待はしていなかったし、こうなると思っていた、という心の声がはっきりと聞こえてきそうな口調だった。

　ところでこの『斡旋屋』、男である。それも巨体で筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう、頭は剃そり上げてツルピカという、けっこういい年の親父だ。それでなぜおネエ言葉なのかが、よくわからない。

「…………あれを鎮めたいんだったら、鎮魂屋でなく牛飼いか調教師に言ってください」

　トキはへろへろと、「受付」の札のかかったカウンターにもたれかかった。ハゲマッチョ親父の言うとおり、泥だらけの擦り傷だらけ。

　もちろん除霊は失敗、闘いの結果は亡牛の完全勝利である。トキの放った呪文は、まったく役に立たなかった。怯ひるむどころかますます怒り狂った牛が凄まじい勢いで突っ込んできた瞬間、タマが彼の襟えり首くびを掴つかんで明後日の方角に放り投げてくれたおかげで、助かった。そうでなければ、蹄ひづめに踏み潰つぶされるか角に串刺しにされるか、いずれにしても今頃トキ自身が死者の仲間入りを果たしていたに違いない。ちなみに泥と擦り傷は、相棒に投げられて頭から薮やぶの中に墜落した時のもの。

　あとは一目散にその場から走って逃げ出した。

「せめて相手がどんなヤツかくらい、前もって教えてくれたって」

「だって牛だって言ったら、みんな仕事を断るんだもの」

　そりゃそうだろう。人間の霊ならなんとかできても、相手が別の生き物ではベテランでも二の足を踏む。失敗すれば命取りになるような相手なら、なおのことだ。悪いが鎮魂屋というのは、華々しい武勇伝とは無縁の地道な職業なのである。

「やっぱりあの辺の道に、看板でも立てておくほうがいいかもしれないわねぇ。『牛、飛び出し注意』とか『ちょっと待て、その赤い色がケガのもと』とかなんとか……」

　ハゲマッチョは吐息まじりに言った。

　危険防止対策にはそのほうが有効だろう。あれはもはや、霊害というより災害のレベルだ。

「とにかく悪かったわよ。お詫わびというか、余力があるなら別のもっとラクな仕事を回すけど？」

　言いながら、もう手元の帳面を広げている。いくらしなをつくっても、指を舐なめながら紙をめくるところが年相応におっさんぽい。

「熊やイノシシの霊だったら遠慮しときます」

「あらヤダ、心配しなくても今度はちゃんと人間だってば」

　うふふと笑ってから、ハゲマッチョは「そういえば」とカウンターごしに身を乗り出してきた。

「アンタの連れのお嬢ちゃん、誰か人を捜しているの？」

「え？」

「ほら、初日に一緒にいた娘よ。ちょっと風変わりな帽子をかぶった……」

　もちろんマユのことだが、その時は確か召しよう喚かん師の仕事を紹介してもらうために来ていたのだ。

「さあ、そんな話は聞いてないけど……」

　首をかしげたトキに、ハゲマッチョはまるで秘密を共有するように声をひそめて言った。

「あの娘さっきもここへ来て、今度は情報屋を教えてくれって言ってたわよ。それもこの街の住人やら出入りしている商人やら、そういう情報に詳しい人間を頼むってことだったから、人捜し以外にないじゃないの」

「はあ」

「ほんと正直言って、どうしようかと思ったわよ。情報屋なんてどっちかっていうと裏っかわの商売だし、けっこう危ない橋を渡っている連中が多いから。ここじゃ表向き、取り扱っていないことになっているの。……まあ、そういう意味では召喚師だって同じようなものだけど」

　トキはちょっと唇くちびるを噛かんだ。

　裏っかわというのは要するに、教団のさだめた法に触れる職業やそれに携わる人間――犯罪者の世界のことだ。

　でも、中には生まれ持った能力によって、生まれながらにしてその世界に属することを余儀なくされた人間もいる。

（たとえば……マユみたいな召喚師とか）

　かつて人類は、その奢おごりたかぶった知識によってすべてを燃やし尽してしまったのだという。『神』はそれを悲しみ、二度と人間たちが過ちを犯さないよう、それまでにつくりあげた文明の記録も、人々が持っていた知識も、すべて消し去ってしまったといわれている。

　この世界が滅びという惨さん禍かを迎えた“〝嘆きの時代”〟。

　それはすでに伝説だ。人類を救うために世界に降り立った『神』の慈悲深さと、人間の愚かさを語り伝えるためにだけある、この世界の始まりの伝説。それ以前に人々がどのように生きていたのか、今となっては誰一人知る者はいない。

　だから。

　過去の記録を掘り起こす作業は、『神』に背く大罪である。ましてや過去の時空から物体を呼び寄せることができる召しよう喚かん師は、『神』に忠実な下げ僕ぼくたれと人々に説く教団から見れば、許し難い犯罪者ということになってしまう。

　そうしてたくさんの召喚師が、これまで教団によって狩られて殺された。

「それで、マユに情報屋を紹介したんですか？」

「したわよ」

　ハゲマッチョは肩をすくめた。

「表向きはって言ったでしょ。この街じゃ、そういう話も金になるの。法に触れる取り引きが目的でやって来る連中だって大勢いるんだから。こっちも昨日今日悪事に手を染めたような素人さんは見ればわかるから、ヤバイと思ったら何も知りません存じませんで押し通すんだけどさ」

　言って、ふぅとため息をつく。

「あの娘はそのテの素人じゃあない。……考えてみればあのお嬢ちゃんは、あんなに小さくても、そういう連中と関わっていかなきゃ生きていけないんだものね」

「――」

　こういう時、トキには何も言えない。

　マユと出会って、一緒に旅をはじめて、でも時々こんなふうに自分の生きてきた世界が彼女のそれとはまったく違うことを思い知らされる。

　カウンターに頬ほお杖づえをついて、『斡あつ旋せん屋』はしげしげとトキを見つめた。

「で、アンタはそのテの素人ですらないわけだけど、どうしてあの娘と一緒にいるの？」

「それは、あの……一ヶ月ほど前に知り合って、……なんか放っておけなくて」

　つい、しどろもどろになる。

「放っておけない!?」

　案の定、呆あきれたような声が返った。トキは赤くなりながら、言い訳のようにもごもご言った。

「だってやっぱりほら、小さな女の子だし……」

「あーらら。まあいいけどね。――でも一言、言っておくわよ」

　トキを見る目がチラと鋭い光をおびた。

「引き際は心得なさい」

「え……？」

「一緒にいて、彼女の事情に巻き込まれる覚悟があるのならかまわないけど。アンタ、まだ本当に怖い目にあったことないでしょ」

「――」

　あらやだ、とハゲマッチョは声をあげて笑った。カウンターから身体からだを離して、もとの商売人の顔に戻る。

「アタシとしたことが、ちょっと深入りしちゃったわねえ。今言ったことは忘れてちょーだい」

　自分から言い出したくせに、『斡あつ旋せん屋』はしれっと片目をつぶって見せた。オヤジのウィンクってちょっとコワい。

「ここじゃ客がトラブルにあっても責任はとらないし、面倒ごとには知らんぷりを決め込むのがルールなのよ。それこそ客の事情に巻き込まれて、教団ににらまれるなんて真っ平だもの。仕事がすめば、アンタもあの娘もここの店とは一切関係なし。――というわけで、この仕事はどうかしらあ？　危険はないし、ラクなわりに報酬もいいし」

「はあ」

「じゃ、決まりね」

　目の前に差し出された帳面には、一行、こう記されてあった。

『ジャンケン幽霊』。

「ジャン……!?」

　なんだろう、それは。
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　キダニはこの地方でもっとも大きな港をもつ商業都市だ。

　人口が多く、街は活気にあふれている。きれいに舗装された道路の両脇には石造りの大きな建物が並び、金持ちの家とわかる瀟しよう洒しやな豪邸もそこここに見られる。市場で売られている品物の数も豊富で、中にはよそではお目にかかれないような高級品や珍品も混じっていたりする。港近辺には商店や露店がところ狭しと並び、朝な夕な買い物客でごった返していた。

　トキがマユたちとともにこの街に着いたのは、三日前のことだ。

　ところでキダニのように規模が大きく人間の出入りの激しい場所には、よそにはないような商売がいろいろとある。

　そのひとつが『斡旋屋』である。

　働き口を求めて界かい隈わいからこの街へ流れて来る人間に、仕事を紹介して手間賃をとる。『斡旋屋』に行けば、わざわざ足を棒にして仕事先を探して回る必要はないし、扱っている仕事は日雇いから長期の雇用に至るまで各種とりそろえてあるので、利用する者は多い。

　というわけでトキも『斡あつ旋せん屋』の扉を叩たたき、鎮魂しずめ屋やの仕事を紹介してもらったわけなのだが――。

「本当に大丈夫なのかな、この仕事？」

　紹介してもらった仕事先の住所やら依頼人の名前を書きつけたメモを握りしめ、店をあとにしたトキは、歩きながら大きく首をかしげた。

　今度こそ祓はらう相手は人間だし、礼金も悪くないしラクな仕事だというけれど、でもジャンケン幽霊って何なのさ？

　しかしまあ、今日はもう時間も遅い。そろそろ夕刻だ。

　一度宿に戻って、明日出直したほうがいいかもしれない。今日はさんざんな目にあって疲れたし、服の泥も落とさなければいけないし。

（そういえば、マユはもう帰ってきているかな）

　夕食を一緒に食べる約束になっていたのを思い出し、トキは手にしたメモをポケットに突っ込むと、急ぎ足で宿の方角へと歩き出した。



　こういう大きな街のいいところは、そこそこ安く泊まれる宿の数が多いことだ。しかもありがたいことに、新鮮で安い食材が流通しているおかげで、安宿でも食事はうまい。

　どこの宿も一階は食堂兼飲み屋になっているので、夕食時ともなると一杯ひっかけにやって来る客でテーブルは満席になる。

「あ、トキさん！」

　食堂に入ったとたん、奥のテーブルから伸び上がるようにして、マユが手を振っているのが見えた。

　食事の時には行儀よく帽子は脱いでいる。夜のような黒い髪と、同色の大きな瞳。小さくて華きや奢しやで、少女と呼ぶにもまだあどけなくて可愛らしい顔をしていて、その顔がトキを見つけてパッと輝くような笑顔になったのは嬉しいけれども、飲み屋の客の中にいると否応なくその姿は目立ってしまう。飲み屋どころか食堂にだって一人で出入りするのがおかしい年齢だ。本人はいっこうに気にしていないようなのだが。

（おまけに、隣にいる連れがあれだし）

　ヒューゴは相変わらず、黒衣と見まごうような濃い色のマントとフードで全身を覆おおい隠している。しかし何といっても目を瞠みはるような長身だし体格もいいし、つまり一言で言えば規格外にデカい男が黙って身じろぎもせずにそこに座っているわけで、別の意味で目立ちまくりだ。

　他の客たちの好奇心丸出しの視線に身を竦すくめながら、トキはマユと同じテーブルについた。

「遅くなってごめん。……先に食べててくれてよかったのに」

　テーブルの上に水差しとコップしかないのを見てとって、トキは慌てて言った。

「でも、みんなで一緒に夕食を食べようって約束しましたから」

「もしかして、すごく待った？」

　マユは首をふる。

「大丈夫です。私も今、戻ってきたところ。トキさん、お仕事はどうでしたか？」

　そこで初めて気がついたように、マユは目を丸くした。

「どうしてそんなに服が汚れているんですか？」

「え？　あ、ああ、うん、これはえーとその」

　うまいタイミングで店主が注文をとりにきた。メニューにある料理を適当に注文して、ほっと息をついたのも束つかの間ま、隣の椅い子すに置いたカバンがごそごそと動き出したのを見て、トキはぎょっとした。

（うわ、まずい）

　とっさに拳こぶしをかためて、ガツンと一発殴りつける。それでどうにか、カバンは静かになった。

　マユがくすくすと笑った。

「タマさん、外に出たがっているんですね」

「冗談じゃないよ。こんなところでこいつが出てきたら、どんな騒ぎになるか……」

　何しろ生きて動く「人間の右手」だ。知らない人間が見たら、肝を潰つぶす。普段からこの相棒をどうやって人目から隠すかでこっちは頭を悩ませているというのに、本人（？）は素知らぬ顔（？）でのこのことカバンを抜け出して遊びに行ってしまうのだから、困ったものだ。

「でも、トキさんが羨うらやましいです」

　小鳥のように小首をかしげて、マユは言った。

「羨ましいって、どうして？」

「ヒューゴもタマさんくらい小さければ、いつでもポケットに入れて持ち歩けるのに」

「……」

　その光景を想像しようとしてみたが、脳みそが拒絶反応を起こしたらしく、うまくいかなかった。

（ていうか、なんでそういう発想になるわけ？）

　マユの思考回路には、時々ついていけない。この大男を持ち歩きたいとは思わんだろう、普通は。

　トキは横目で、マユの傍らにいる男を見た。ヒューゴはもちろん無言だ。彼は口をきくことができないし、対外的なことにはほぼ無反応である。マユに関すること以外は。

　察するに、キダニに来てから外出する際にはヒューゴをいつも宿に残していかなければならない、ということが原因なのだろう。これだけ人の多い街で、この男を伴って歩くのはさすがに人目につきすぎる。

　そうこうしているうちに、料理の皿がテーブルに運ばれてきた。港街だけあって、魚がメインの料理が多い。中でもこの店の名物は、切り身を香辛料のタレにつけて油で揚げたカラ揚げだ。舌が痺しびれるほど辛いので、客は一度食べたらやみつきになるか、懲こりて二度と注文しないかのどちらかだ。ちなみにトキは後者である。

「ねえ、マユ」

　しばらく食べることに専念したあと、トキは思い切って口を開いた。

「もしかして、誰か捜している人がいるの？」

　マユはきょとんとして彼を見た。

「ごめん、なんか『斡あつ旋せん屋』がそんなことを言っていたから」

　実は訊きいていいのかどうか、ちょっと迷っていたのだ。秘密にしておきたくてマユは黙っていたのかもしれないとか、何か特別な事情があるのかもとか。

　ところがマユは、拍子抜けするほど明るく、はいとうなずいた。

「そうなんです。ずっと捜しているのに、その人見つからないんです」

「へ、へぇ。そうなんだ。……どういう人？」

「遠くが見える人」

「は？」

「そのせいで宣せん教きよう隊たいに追われていて、姿を隠しているみたいなんです。私もまだ一度も会ったことがなくて、どうしても会いたいって思っているんですけど、どこにいるか全然わからなくて」

「あ、あっそ」

　知り合いとかではなく、噂か何かでその相手のことを知ったということらしい。

（だけど、遠くが見えるって……どういう職業？）

　というか、宣教隊に追われているってことは、どう考えてもお尋ね者か犯罪者。堅気でないことは確かだ。

「ここくらい大きな街なら何かわかるかなって思ったんですけど、ダメでした」

「だけど、どうしてその人に会いたいの？」

　少女は可愛らしい笑顔のまま、無邪気な仕草で指を自分の唇くちびるにあてて見せた。

「それはまだ内緒です」

「う……」

　結局、秘密にされてしまった。

（もしかすると俺、信用されてないかも……）

　それともやっぱり関係ないと思われているんだろうか。そう考えるとちょっと落ち込む。

　トキはため息をついて、ふたたび料理を口に運ぶ。それからふとマユの手元を見て、精一杯重々しいしかめっ面をして見せた。

「こら。そういうことをしちゃダメだって、言ってるだろ」

　というのは、マユが自分の皿のわきにフォークでせっせと、嫌いなものをよりわけていたからだ。

「だってタコは食べられません」

「だーめっ。何でも残さないで食べるの。……あ、タマネギも食べてない。栄養があるんだから、ちゃんと食べる」

「タマネギ、嫌いなんです」

　叱しかられた小犬のように、マユはしょんぼりとする。

　マユは案外好き嫌いが多い。野営の時の食事係をかってでているトキにとっては、少しばかり頭の痛い問題だった。

「嫌いなものを、いつもヒューゴにこっそり食べてもらっているの、知っているんだからな。今日という今日は、出されたものを全部食べるまで席を立つのは許しません」

「そんなのヒドイです」

　ちょっとベソをかきそうな顔。

　しかしここで甘やかしてはいけない、とトキが心の中でぐっと拳を握った時だった。

「――いいじゃねぇかよ。食べたくないって言ってんだから、無理に食わせなくたってさ」

（この声！）

　いきなり後ろから聞こえた声に、トキはぎくりと固まった。

（……ど、どうしてあいつがここに!?）

「あ、キィラさん」

「よっす。久しぶり、でもないっか」

　振り返ったトキの目の前で、赤みがかった金色の三つ編みが揺れた。酔っ払いをかきわけて突然あらわれた賞金稼ぎの少女は、トキを見て「ふん」と小さく鼻を鳴らした。

「おまえ、まだマユにくっついてんのか？」

「なんだよ、まだって。そっちこそ、なんでこの街にいるわけ？」

「バーカ。あたしはこいつらの命を狙ってんだ。地の果てまでもおまえらを追っかけるって言っただろーが」

「……つまり、ずっと俺たちのあとをつけていたってこと？」

「当然だろ。この“〝三日月のキィラ”〟から逃げられると思ったら、大間違いだ」

　それでどうしてこんな場所で親しげに声をかけてくるのか、そのあたりがトキには今ひとつわからない。

　ちなみに彼女の名前は、背中に背負った得物――三日月型に湾曲した二振りの刀――に由来するものと思われる。

「キィラさんもお食事をしに来たんですか？」

「まぁな」

　マユにうなずいて、キィラは皿のわきによけてあったタコの切り身を、立ったままぽいと口に放り込んだ。それを見て、助け船とばかりマユはいそいそと皿をキィラのほうに押しやった。

「どうぞ、これ全部食べていいですよ」

「こらマユ、そういうことしないの！　好き嫌いせずに食べないと、ちゃんと大きくなれないんだからな」

　とたん、キィラはじろりと剣けん呑のんな視線をトキにむけた。

「何が大きくならないって？　あぁ？」

「………………背丈」

　間違ってもここで「胸」などと口にしてはいけない。

　十七という年齢のわりには童顔で、よくいえば細身だが正直にいうと身体からだの線にメリハリの足りない賞金稼ぎの少女は、今度は「ふんっ」と大きく鼻を鳴らした。

　このあとどんな因縁をつけられるかと思い切り身構えたトキだったが、キィラはしかし何も言わず、片手に持っていた酒のグラスをテーブルに置くと、手近な椅い子すを引き寄せて腰を下ろした。

「おい」

　指先で招き寄せられ、トキとマユは身を乗り出して彼女に顔を近づけた。

「宣せん教きよう隊たいが近くまで来ているぞ」

「えっ」

　思わずマヌケな声をあげたトキの頭を、キィラはぽかりと殴りつける。



    

  
    
      



    

  
    
      「バカ、デカい声だすんじゃねえ」

「ご、ごめん」

「ここへ来る途中で聞いたんだ。連中、この街のすぐ東まで来ている。狙ねらいはおまえだぜ、マユ」

「私ですか？」

　マユは目を瞬かせた。

「ああ。例によってナツキの部隊だ。だったら決まりだろ」

　ヒソヒソと小声で言うキィラに、マユは納得したようにうなずく。

「あ、ナツキさんなら、そうですね」

「……あのさ。もしかして、その人知り合いか何か？」

　相手を知っている二人の口振りに、おそるおそるトキが訊きくと、キィラはうんざりと顔をしかめた。

「知り合いなもんかよ。ずっと前から、マユに狙いを絞って追跡している部隊があるんだ。ナツキってのは、そこの隊長。あたしもマユを追っかけているから、何度か鉢合わせしててさ」

「へ、へぇ」

「ツンと取り澄ましてて、いけすかねえカンジの女だぜ。下にいる連中も、宣せん教きよう隊たいってわりにアホ面だしな。――このぶんだとあいつら、明日にでもこの街にやって来るぞ。こんなところでのんびりしてたら、おまえらヤバいんじゃねぇのか？」

　はい、とマユはうなずいた。

「明日の朝、ここを出ます。あ、でもトキさんはまだお仕事が残っているんじゃないですか？」

「一件、引き受けた仕事があるけど……」

　どうしようか。もう一度『斡あつ旋せん屋』に会って断ってきたほうがいいかもしれない。どうも緊急事態のようだし。ちょっと迷って、トキが口を開きかけたとたん、マユに先をこされた。

「じゃあ駄目ですね。引き受けたお仕事はちゃんとやらないと」

「……えーと」

「置いていけばいいじゃん、こんなヤツ。どうせ頼りにならねぇんだし」

　キィラがけらけら笑って言う。

「勝手なこと言うなよっ」

　そりゃ頼りないけど。役に立っていませんけど。

「でもトキさんがいなかったら、野宿した時においしい食事が食べられません」

「だけど好き嫌いでガミガミ言われることもなくなるぜ？」

「あ……、それはそうですね。うーん」

　そのレベルで悩まないでほしかった。

　とにかく、とキィラは自分のグラスを手にして立ち上がった。

「知らせるだけは知らせたからな。あばよ」

「もう行っちゃうんですか、キィラさん」

「これ以上おまえらと一緒にいるところを見られて、ナツキに引っ張られでもしたら面倒だからな」

「でもさ、キィラはどうして、こんなことを教えに来てくれるわけ？」

　マユがタコの切り身の乗った皿をそっとヒューゴのほうに押しやるのを目ざとく見つけ、それを元の位置に戻しながら、トキは訊ねた。「めっ」と目でマユを叱しかる。

「決まってるだろ。こいつらがナツキに捕まったりしたら、今までのあたしの苦労が水の泡じゃねえか。宣せん教きよう隊たいなんかに横取りされてたまるかよ。こいつらの首にかかっている賞金は、あたしのものだ。……ま、おまえは金にならないから、どうでもいいけどな」

「悪うございましたねっ」

　賞金首になりたいわけではないが、なんかちょっと悔しい。

「ああ、そうだ。こいつもわかっていると思うけどな――」

　そのまま立ち去るかと思いきや、キィラは勢いよく振り向いた。はずみで三つ編みの先にひっぱたかれそうになり、トキは思わず仰け反った。

　かまわず、金髪の賞金稼ぎはぶっそうな笑みを見せて、言った。

「宣教隊が動くってことは、賞金首やお尋ね者がその先にいるってことだ。耳のいい賞金稼ぎなら、先回りしにかかるぜ。おまえらの命を狙ねらうヤツが、それこそ虫みたいにぞろぞろたかってくる。あたし以外のヤツに殺されねぇよう、気をつけろよ」



　翌朝早く、マユとヒューゴは街を出た。

　トキのほうは引き受けた仕事を片づけてから街の外で二人と落合うことになり、（もしかして本当にこのまま置いていかれちゃったら、どうしよう）という情けない心配と、（これからは好き嫌いのことで、マユにうるさく言うのはやめよう）というもっと情けない決意を胸に、依頼主のもとへむかった。

　結論から言おう。

「ジャンケン幽霊」というのはたんにジャンケンが好きな幽霊という、ひねりも何もないオチだった。

　依頼主によれば、「自分の家の倉庫の扉が、鍵もかけていないのに数ヶ月前から開かなくて困っている」「どうも霊害らしいとわかって鎮魂しずめ屋やを何人か呼んだが、誰も解決できなかった」「倉庫の中にある魚の味噌漬けがそろそろ食べごろなので、なんとかしてくれ」ということだ。

　なるほど問題の倉庫に行ってみると、扉の前で死者の黒い影が通せんぼをしている。トキを見たとたん、「さあ勝負！」とばかりにグーチョキパーを繰り出してきた。

　最初の三十分でトキはあっさりと敗退、代わって相手になったタマに対して死者は俄が然ぜん闘志を燃やし、白熱した勝負がつづくこと五時間。

　確かに『斡あつ旋せん屋』が言ったとおり、ラクな仕事ではある。忍耐力がつづけば、の話だが。これまで他の鎮魂しずめ屋やが逃げ出したのも無理はない。

　結果は五二三四勝二二二四敗一四六七引き分けで、タマの圧倒的勝利。「叡えい智ちの右手」の名はだてではなかったらしい。

　ジャンケンを心おきなく、というか心残りなく堪たん能のうしたらしい死者は、そのあと素直に死界へ送られて、とりあえずこの一件は無事に解決した。

　それにしてもなぜ、ジャンケン幽霊はそこまでジャンケンにこだわっていたのか。

　理由は誰にもわからない。



　　　　　４



『亡牛注意』の看板があちこちに立てられていた。

　仕事が早い。ハゲマッチョが自分でやったのか、誰かを雇ったのかは知らないが。

　看板を横目で見ながら、トキは街道を急いだ。依頼主から礼金をもらって、その足でキダニを出たのだが、ジャンケン勝負に時間がかかりすぎたのはちょっとした誤算だった。

（うわー、まずい）

　昼時をとっくに過ぎている。マユと落合う場所は、街道沿いにある宿だ。このぶんだと到着するのは多分夕刻、マユたちをだいぶ待たせることになる。

　はじめのうちは荷馬車や商人たちでごったがえしていた街道も、街から離れるにつれて人影が途絶えるようになった。港が賑わうのは朝と夕刻、今は街に出入りする人間が一番少ない時間帯ということもある。

　つんつん、とタマが――人目がなくなったとみるや、こいつは大いばりでカバンから這はい出してきた――うしろから上着の裾すそをひっぱった。

「なんだよ」

　振り向くと、右手は「あっち」というように街道沿いの林の中を指差した。

「あっちに何かあるのか？　あ、こら、ダメだよタマ！　今はそれどころじゃないって、早く待ち合わせの宿に行かないと……おい戻ってこい、ターマ！」

　聞く耳もたぬ（もともと持っていないが）という風情で、タマはひょいひょいと空中を飛んで、あっという間に林の奥に消えてしまった。

「ああもうっ、この忙しい時に！」

　何を考えてるんだあいつ、とぶつくさ言いながら、トキが相棒の消えた方角に足をむけようとした時である。

　林の中から、銃声が響いた。



　ひゅっと鋭い音をたて、何かが空気を裂いて飛来した。木漏れ日を弾いて一瞬の閃せん光こうと化したそれは、大人の指ほどの長さの針だ。

「ちっ――！」

　カン！　キイィン！

　針は五本。正確に両腕両腿、それと眉み間けんを狙ねらっている。そのすべての軌跡を見切って、大きく湾曲した三日月の刃がひるがえった。弾き返された針が、地面に落ちる。

　つづけざまに閃せん光こうが放たれた。

　今度は左右斜め上方、二ヶ所から同時だ。

　敵は地上にいない。樹木の枝から枝へ、まるで猿のような身のこなしで、目まぐるしく跳ちよう躍やくし、攻撃を仕掛けてくる。

「くそっ」

　キン！

　赤みがかった金色の長い三つ編みが、宙に踊る。さすがに双方から撃ち込まれた針の全部は叩たたき落とすことができず、キィラは横っ飛びに跳ねた。直後、彼女の立っていた地面に針が一列に突き立った。

　相手は二人いる。どちらも吹き針使いだ。針を仕込んだ細い筒を口にくわえ、獲物に吹きつけて殺傷する。腕のいい者が使えば、かなり威力のある武器となる。

　この敵は間違いなく腕ききであった。

　ざあっと樹々の枝が揺れる。二つの影が梢こずえを跳んで、生い茂る葉の中にその姿をひそませた。

「おい、デカ男っ、何やってるんだ!?　撃てよ！　早くこいつらを撃ち殺せ！」

　キィラは両手に握った刃を十字に交差させて身構えると、叫んだ。

　その彼女の後方で、ヒューゴは地に膝ひざをつき、身を屈めるようにして拳けん銃じゆうをかまえていた。親鳥が雛ひなをかばうように、黒いマントの下の左腕がしっかりとマユを引き寄せ抱き込んでいる。数分前、最初に撃ち込まれた針からマユを守った、その体勢のまま。マユを襲ったはずの三本の針を同じ左腕に残したまま。

「ヒューゴ？」

　マユが不安げに彼の顔を見上げた。

　様子がおかしい。キィラに言われるまでもない。いつものヒューゴなら、たとえ相手が樹の上でも、どんなに動きが速くても、あっという間に仕留めているはずだ。

「ヒューゴ、ねえ、ヒューゴどうしたの？」

　マユはぎゅっとヒューゴの服を掴つかんだ。

　聞こえてくる息遣いが、なぜこんなに荒いのだろう。なぜこんなに唇くちびるまで青ざめて、苦しそうなのだろう。

　なぜ、拳銃を持つ手が痙けい攣れんしたみたいに震えて、こんなに銃口が揺れているのだろう。

「ヒャーッハッハッハ！　そいつはもう、おしまいだぜえ！」

　甲高い笑い声が頭上から響いた。

「俺たちのはなぁ、そんじょそこらの吹き針とはわけが違うぜ！　たーっぷりと毒に浸してあるんだからよお！」

　同じような口調の、同じように甲高い声が、今度はまったく別の方角から聞こえた。

「即効で心臓が止まる毒じゃなくて、よかったなぁ？」

「いやいや、そのほうがラクだったかもしれないぜえ？」

「そりゃそうだ、じわじわとこれから苦しんで死ぬよりかはな」

「なぁに、俺たちは親切だからよ、すぐに息の根を止めてやるよお」

　枝が揺れるたび、声の位置が変わる。まるで四方を十人もの敵に取り囲まれているような錯覚におちいる。

「毒針だぁ!?　――ああ、思い出したぜ。てめぇら、“〝風船割りのカザ兄弟”〟だな！」

　油断なく刃やいばをかまえたまま、キィラは歯ぎしりした。

「おや、俺たちを知っているらしいぜ、兄貴」

「そりゃ光栄だなぁ、弟」

　ゲラゲラと耳障りな笑い声が上から降ってきた。キィラは鼻を鳴らす。

「認めたかねぇけど、一応同業者だからな。仲間の間でも有名だぜ、曲芸師あがりの、兄弟そろっておつむのイカレた毒針使いってったらな！」

　紙一重の連中だ。一歩間違えれば追う側ではなく、追われる側にいてもおかしくはない。カザ兄弟がこれまであげた賞金首で、生きたまま捕らえられた者はいないという。この毒針使いどもは、殺す必要がなくても殺す。殺すことが目的なのだ。陰湿な手段で相手を追いつめ、いたぶりながら命を奪うそのやり口には、同じ賞金稼ぎでも眉まゆをひそめる者は多い。



    

  
    
      



    

  
    
      　狙ねらった相手との駆け引きや、ギリギリの命のやりとりそのものを楽しむことが賞金稼ぎの美学と考えるキィラとは、根本的に相あい容いれない。

「ご挨あい拶さつだねえ」

「こっちも思い出したぜえ。おまえ、“〝三日月”〟だろう。伝説の賞金稼ぎと言われた、ナナイの秘蔵っ子」

「伝説というだけあって、とっくにカビの生えちまった老いぼれだがなぁ」

「てめぇら――！」

　声の出所を見切って、キィラの刃が飛んだ。鉄色の三日月が樹上の茂みを疾はしりぬけたあとに、粉砕された枝や葉がばらばらと地面に散った。しかし、毒針使いの姿はすでにない。

　刃の片側につないだ縄を巧みに操り、得物を手元に引き戻すと同時に、キィラは握っていたもう一つの刃で、撃ち込まれた針を薙なぎ払った。針が一本でも刺されば、いや、かすめただけでも命取りだ。

「おぅい、“〝三日月”〟。おまえ賞金稼ぎのくせに、なんでそいつらかばって、俺たちとやりあってんだあ？」

「今ならまーだ見逃してやってもいいぜ。俺らに泣いて謝るのならなぁ」

「ふざけんな！　こいつらはあたしの獲物だ。てめぇらみたいな下げ衆す野郎どもにくれてやるつもりはねえんだよ！」

「ウヒャァ、愉快愉快」

「だったら邪魔してくれた礼に、まずはおまえから遠慮なくぶち殺してやるよ。俺らと会ったのが不運だったな、“〝三日月”〟よお」

　飛来する針と、縦横にひるがえる三日月の刃。

　その攻防の最中に、ヒューゴがついに引き金をひいた。

　ダン、という炸さく裂れつ音。

　渾こん身しんの力をこめ、震える指先をなだめて撃った弾は、しかし狙いをまったくさだめていなかった。直後、拳けん銃じゆうが地面に滑り落ちる。ヒューゴはがくりと地面に手をついた。

　トキが聞いたのは、この銃声だった。



　駆けつけたトキは、その場の光景に仰天した。

（あ、あれ？　えっとこれ、どうなってんの？）

　敵の姿も攻撃してくる武器も見えないので、状況がよくわからない。

「あのさ、宿で待ち合わせってことになってなかったっけ!?　とっくにもうむこうに着いてると思っていたけど……？」

　肩で息をつきながらも猛々しい戦意を噴き上げて刃をかまえていたキィラが、その場に棒立ちになっているトキに、一瞬、視線を投げた。一瞬だけでも、ものすごくうんざりしたような目つきだった。

「てめぇ、これ見て最初に言うことがそれかぁ――っ？」

「え、えーとえーと、それじゃ、どうしてキィラがここにいるの？」

「その質問もあとにしろ――っ!!」

　とんとん、とタマがトキの肩をつついた。「あれ」と指差した先で、黒い人影が枝から枝へと跳ちよう躍やくしたのが見えた。次の瞬間、きらりと空間を疾はしった細い光を、キィラの得物が鋭い音をたてて弾き返した。

　ようやく事態が呑のみ込めた。

「もしかして襲われてるわけっ？」

「見てわかれ、それくらい！　あいつら賞金稼ぎだ、てめえなんか役に立たねぇんだから、逃げるか隠れてるかしてろ！」

　怒鳴りながらキィラは地を蹴って跳んだ。放たれた三日月の刃が、ガッと樹木の梢こずえを抉えぐって宙を舞う。だが相手の動きのほうが速い。

　呆ぼう然ぜんとするトキの腕を、タマが掴つかんだ。「逃げるぞ」とばかり、ぐいぐいと後ろにひっぱる。

「え、ちょっと待てよ。……だってこのままじゃ、キィラがやられちゃうよ!?」

　相手が一人ではないことは、トキにもわかった。どう見たってキィラのほうが不利だ。樹の上にいて動き回る敵に、ほとんど防戦をしいられている。

（マユは？　それにヒューゴはどうしちゃったんだ……？）

　こんなことになるはずはない。以前にトキは目撃している。マユを狙ってあらわれた賞金稼ぎを、ヒューゴは瞬時に銃で撃ち殺した。だから、ヒューゴがいればこんな状況になるはずが……。

　地に突っ伏すような姿勢で、ヒューゴはもがいていた。両手を地面につき、なおも立ち上がろうとしているのか、肩のあたりが大きく上下している。まるで途方もない重力に逆らおうとしているみたいだ。その傍らで、マユが拳けん銃じゆうを胸の高さにかまえていた。小さな手に握られたそれは、ひどく重そうに見える。両手で持ち上げて引き金をひこうとする彼女の手を、身体からだを傾がせながらヒューゴが掴んだ。撃つなというのだろう。マユは激しく首をふり、ヒューゴの手を振りほどこうとした。駄々っ子のようで、いつものマユらしくない。

　そこまで見てとるまでに、数秒。

（あ……）

　キィラを狙ねらったのと同じ細い光が、マユに襲いかかった。その瞬間に、ヒューゴはマユを突き飛ばし、自分も地に伏す。彼の身体をわずかにそれて、光が地面に突き立った。

　針だ。

「死にてぇのか、バカ！　とっとと逃げろ！　あいつらが使ってんのは毒針だ！」

　キィラがトキに叫ぶ。

（ど、毒針……!?）

　遅かった。敵はすでに、その場にうかうかとあらわれた四人目を獲物と認識していた。

　立ち尽くしたままのトキを目がけて針が撃ち込まれた――その一瞬前。

「どわぁ!?」

　タマがむずと彼の襟えり首くびを掴つかみ、思いっきり遠くへぶん投げた。



「あだだだだ……」

　背中から地面に落っこちた痛みにうめきながら、それでもどうにか身体からだを起こしたトキの目の前に、看板があった。

『注意一秒ケガ一生、その赤い色が牛を招く』。

　こんな林の中にまで看板を立てて、一体誰が読むというのだろうか。ハゲマッチョのおそるべき執念を感じる。

「あの牛、こんなところにまで出るんだ……」

　守備範囲はけっこう広いようだ。

（なんてことを感心している場合じゃなくてっ）

　慌てて立ち上がった。戦いはまだつづいている。マユが襲われて、ヒューゴが反撃できず、キィラが二人を守ろうとしている。

（何とかしなくちゃ）

　針が飛んでこないところをみると、敵はおそらくトキを視界に入れていない。戦力にもならないどシロウトの相手など、目の前の獲物を片づけたあとで十分ということなのだろう。――悔しいけど、その通りだ。

（武器もないし、毒針使いなんてどうやって相手にしていいかわからないし。だいたい俺、ケンカしても勝ったことなんていっぺんもないしっ）

　だけど彼一人がここから逃げ出すわけには、絶対にいかない。

（できることできること、今俺にできることっていったら……あっ）

　一か八かの考えが閃ひらめいた。

　トキは急いでカバンの中をあさって、『斡あつ旋せん屋』にもらった赤い布を取り出した。捨てないでとっておいて、本当によかった。

　一メートル四方ほどのその布を掴んで、バサリと広げる。

「タマ！」

　呼ぶと、相棒は頭上からぽんと落ちてきて、トキの頭にのっかった。

「行くぞ！」



　気でも違ったのかよあいつ――。

　真っ赤な布を振り回しながらトキがいきなり飛び出してきたのを見て、キィラは呆あつ気けにとられた。

　ひらひらと赤い色がたなびきながら、彼女の視界の端から端を全速力で駆け抜ける。と思ったら、すぐさま引き返してきた。

（何やってんだ？）

　確か鎮魂しずめ屋やとか言っていた。とするとこれは、鎮魂屋の怪しい儀式だろうか。怪しいというよりも、すでにかなり不気味だが。

　敵も同じことを考えたらしい。トキのこの突拍子もない行動の意味がわからず、わからない以上うかつに手出しをしたものかどうか、とっさに判断がつかなかったのだろう。

　攻撃が途切れた。

「……おい」

　その怪しい儀式の二往復めで、たまりかねてキィラは口を開いた。

「一体何の――」

　つもりだ、まで言い終えることができなかった。

　ズドドドドドド……！

　地響きが近づいてきた。

　その場の複数の視線が、いっせいにそちらを見る。

　ブンモモモ――――ッ！

　目の前の樹木をなぎ倒し押し倒し、泡を吹いた亡牛がそこに出現した。



（よし、うまくいった！）

「行け、タマ！」

　トキはすかさず持っていた布を相棒に渡した。樹上にいる敵をぴしりと指差して、叫んだ。

「牛を誘導しろ！　目標は毒針使い！」

　まかせておけとばかりに親指を立てると、タマは布をひるがえして空中に飛び上がった。一直線に、敵の隠れる枝へとむかう。

「キィラ、早く。逃げるよ！」

　トキが駆け寄ると、金髪の賞金稼ぎは呆ぼう然ぜんと亡牛を見つめたまま、口をぱくぱくと動かしていた。刃の先で指し示すと、「なななな、なんだよあれっ」

「牛の幽霊」

「霊って、だってあんなにハッキリ見えてるぞ？　あたしだけじゃねえだろ、アレが見えるのって!?」

　死者が見えるのは、鎮魂屋ばかりとはかぎらない。たまにキィラみたいにわずかでも見る力を持つ人間はいる。

　が、あの牛のように霊体としてのエネルギーがとんでもなく強い場合、誰にでもその姿が見えてしまう場合もあるのだ。

「そんなのいいからっ。早くマユとヒューゴを連れて、今のうちにあいつらから逃げるんだ！」

　その必要はなかった。

　ドッカン、バキィ！

　赤い布を追って、亡牛が暴走した。角を振り立て、そのまま毒針使いの潜む樹の幹に激突する。

「げえっ!?」

　思わぬ伏兵の猛攻に、さしもの毒針使いも仰天した。ついでに言えば、布を振って飛び回っているのが「空飛ぶ人間の右手」であることにも、度肝を抜かれていた。優勢であることに慣れている人間というのは、こういう予想外の事態にはわりと脆もろい。

　半ば恐慌状態で枝から枝を蹴り、それでも果敢に反撃を試みたが、いくら毒針を撃ち込んだところで効果はなかった。相手はすでに死んでいるのでこれ以上死にようはないという、いわば不死身である。その間にもタマは赤い布をひるがえして執しつ拗ように兄弟を追い回し、猛り狂った亡牛はブモブモ吼ほえながらさらにそのあとを追いかけた。

「うわあぁぁ――!?」

　ついにカザ兄弟の片割れを捉とらえた。牛になぎ倒され大きく傾いだ樹の枝から、兄だか弟だかがたまらず転がり落ちた。なるほど猿のように身軽なだけあって、顔まで猿に似た痩やせて貧相な小男だ。

　タマはすいっと、男の頭のすぐ上まで降りてくると、「ほらほら」とばかりに布をひらひらさせた。容よう赦しやない。

　そうして牛はもちろん、地響きをたててそこへ突っ込んだ。

「ひいぃ！」

　毒針使いは一瞬、もう一度樹の上に駆け上るべきか、それともこのまま地上を走って逃げるべきかで、迷ったらしい。どちらを選ぶ暇いとまもなく、バネのように跳ね起きると、牛の角にひっかけられる寸前にくるりと背中をむけて一目散に駆け出した。

「兄貴ぃ！　待ってくれ、おいていかないでくれよぉ！」

　出だしの威勢もどこへやら、とり残されたほうが、情けない声をあげてそのあとを追う。

　もちろん待たなかった。すぐ後ろにごうごうと荒い鼻息と蹄ひづめの音がせまっているのだから、待てと言われても無理な話だ。死にもの狂いで逃げるカザ兄弟（兄）、その頭上を悠然と布を振りながら飛行するタマ、を追う亡牛、をさらに追うカザ兄弟（弟）。地響きと樹木が粉砕される派手な音とともに、奇妙な追っかけっこの集団はあっという間に彼方へと遠ざかっていった。



　毒針使いたちをどこかの崖がけから海へと文字どおり突き落として、タマが戻ってきたのはそれから三時間ほどあとのことである。

　その日を境に、キダニの周辺で亡牛が暴れることはぱったりとなくなった。かわって、はるか西の方角にある崖沿いの樹海で、時おりブモーッという奇怪な怪物の雄叫おたけびが聞こえるという噂うわさがまことしやかに旅人たちの間で囁ささやかれるようになったが、真偽のほどは不明だ。



　　　　　５



　どうしよう、どうしよう、どうしよう。その言葉だけが、頭の中を繰り返し通り過ぎてゆく。

　誰かが何か話しかけてくるけれども、聞こえない。耳元で鐘を打つように鳴り響く自分の心臓の音しか聞こえない。まるで二年前のあの日に逆戻りしたみたいだ。たくさんの死体と視界に広がる真っ赤な血の色。死体の中にお父さんとお母さんがいた。わけがわからなかった。怖くて怖くて、心が凍りついた。

　どうしようどうしようどうしよう……。

　あの時と同じだ。頭の芯しんがぼうっとして、目の前が暗くなって、震えがとまらなくて息ができないくらい怖い。

　マユの頭をなでてくれた手。抱き締めてくれた大きな手。さっきからずっと握っているのに、暖めようとしているのに、いつまでたっても氷みたいに冷たい。一生懸命に名前を呼んでいるのに、目をかたく閉ざしたまま反応しない。青ざめた唇くちびるから、短くて激しい息が漏れている。こんな時にも声を出さない。苦痛に呻うめくことさえ彼はできない。

　汗に濡れた額ひたいに、濃い灰色の髪がはりついている。波のような痙けい攣れんが走って全身がのたうつたびに、マユは自分も息ができなくなるような気がした。

　このまま呼吸が止まってしまったら、どうしよう。

　死んでしまったら、どうしよう。

　また誰もいなくなる。また一人になってしまう。やっともう一度手に入れた、大事な大事な家族。もう彼しかいないのに。この世界で彼だけがマユのそばにいてくれて、温もりをくれて、愛してくれる人なのに。

　彼だけがいればいい。他には何もいらないと思っていた。

　その彼がいなくなったら。

　今度こそ、マユは一人ぼっちだ。



　要するにキィラの忠告は正しかったということだ。

　街を出た直後から、獲物を待ち伏せしていた賞金稼ぎたちが、ウンカのごとくマユたちの前に立ちはだかった。いずれもたいした敵ではなかったが、人通りのある街道で派手に応戦するわけにもいかない。仕方がないので林の中に誘い込んで撃退するということを繰り返しているうちに、予想外の時間を費やしてしまった。

　これではキリがないし、いつまでたっても先に進めない。街道では自分たちの姿が目立ってしまうから、林を通ってトキとの待ち合わせの宿へむかおうと、マユは考えたらしい。

　その矢先に、カザ兄弟の襲撃を受けた。

「それであんなところにいたんだ。……とっくに宿に着いていると思っていたのに」

　もう夕暮れである。トキは樹の根元に座り込んで、目の前の小さな焚たき火びの炎を見つめた。一握りの炭を燃やしただけの、心細いくらい弱々しい火だ。おまけに周囲を折り取った木の枝で覆おおっているために、ほとんど明かりの役には立たない。けれども襲撃者はまだ他にもいるのかもしれず、それどころか毒針使いたちがこれであきらめたという保証もない――亡牛に追われて二人そろってどこかの海に落っこちた、というのが戻ってきてからのタマの説明だ――ので、敵に見つからないために大っぴらに火を燃やすことはできなかった。

「キィラは街からずっとマユのあとをつけていたの？」

　炎のむこう側で、金髪の賞金稼ぎは布を一枚敷いただけの地面に、肘ひじ枕まくらで寝転がっていた。強がって見せているけれども、カザ兄弟との戦いで相当体力を消耗しているはずだ。その上、身体からだの大きなヒューゴをここまで運んでくるのは、かなり骨の折れる作業であったのだ。トキだってもうクタクタである。

「賞金稼ぎったって雑魚が相手なら、あのデカ男がいりゃ大丈夫だと思ったんだけどさ。万が一ってこともあるし、誰かに横取りされちゃたまんねえからな。しばらくはマユのあとにくっついて、様子を見ようと思ってたんだ」

「キィラがいてくれてよかった」

「バカ。あいつらのためじゃねえよ。あたしはまだ、デカ男と決着をつけてないからさ」

　ヒューゴは彼女には銃をむけない。どうやらヒューゴは子供は撃てないということらしく、ということは彼はキィラをその見た目から「子供」と思い込んでいるのであり、しかし十七ですでに成人しているキィラにとってそれは許し難い屈くつ辱じよくであり……。まあそんなことは、今はどうでもいい。

「それにあたしだって、すぐにキダニを出なきゃヤバかったし」

　よいしょ、とキィラは身体を起こすと、トキの背後にある野や営えい用のテントに視線を投げた。

「朝っぱらから、宣せん教きよう隊たいがもう街に入ってやがった。あのタイミングで出発してなきゃ、マユだって危なかったぜ。ほとんど入れ違いだったからな」

「宣教隊がっ？　うわ、本当に？」

「おまえ、街にいたんだろ？　連中を見なかったのかよ？」

「だって俺、ずっとジャンケンを見てて、……ってそれはいいんだけど、仕事先からそのままマユを追いかけたから」

「まあ、部隊ったってナツキのとこはせいぜい二十人かそこらだし。キダニくらい大きな街なら宣教隊が来たくらいで騒ぎにはならねえからな」

「じゃあやっぱり、キィラが昨日忠告してくれてなかったら、マユは今頃捕まっていたんだ……」

　賞金稼ぎはふんと鼻を鳴らした。

「デカ男がいるかぎり、そんな簡単に捕まらねぇよ。今までだって似たようなことは、いくらでもあったんだ。そのたびに逃げられてるのに、あの女も執念深いぜ」

「……」

　でも、もし今宣せん教きよう隊たいが襲ってきたら。

　そんなことを思って、トキはひやりとする。亡牛を出現させる手はもう使えない。キィラだって体力の限界だろう。ヒューゴがあの状態では、逃げることもできない。

（ダメだダメだ、そんなことを考えちゃ）

　悪いことを考えると、現実になりそうで怖い。

　トキは不吉な考えを振り払って立ち上がると、汲くんできた水を鍋に入れて火にかけた。中にちぎった干し肉と乾燥パンを砕いたものをせっせと放り込んだ。

「なんだそりゃ」

「スープ。火が弱いから他の料理はできないけど、せめて何か食べないと。……マユが、何も食べてないから」

　あの時――カザ兄弟をようやく追い払った時には、ヒューゴの意識はすでになかった。毒にやられた人間を無理に動かすことは危険だが、その場に留まることはもっと危険だった。引きずるようにしてヒューゴを運び、この川辺の窪くぼ地ちを探し出してテントを張った。ヒューゴを寝かせて、傷口に薬を塗り、気休めに薬草を煎せんじて飲ませたら、できることはもう何もなかった。

　せめて毒の種類でもわかれば、薬になりそうなものを探すことができるかもしれないのに。こうなったらあとは、ヒューゴの身体からだが毒に耐えることを願うしかないのだ。

「ねえ、キィラ。……あのさ」

　鍋の中をかきまわしながら、トキは唇くちびるを噛かむ。悪いことを考えまいと思っているのに、どうしてもそのことを考えてしまう。

「あの……もし、ヒューゴが」

　口にすることはできない。もし、ヒューゴが死んだら。

「そうしたら、マユは……、わぷっ!?」

　いきなり土を一掴み、顔に投げつけられた。

「スープに入ったらどうすんだよっ？」

「うるせえっ」

　キィラは彼を睨にらみつける。

「あいつがどうなるかなんて、知るか！　今だってもう正気の沙さ汰たじゃねえだろ！」

　マユは倒れたヒューゴのそばで、ずっと名前を呼びつづけていた。それから急に黙り込んで大粒の涙をぼろぼろとこぼして、それきり口を開かなくなった。

　今はテントの中で、ヒューゴの傍かたわらにずっと座って、そこを離れようとはしない。

　しゃべることも動くことも忘れて、壊れた人形みたいになってしまった。



「マユ、ほらスープつくったから。少しでもいいから食べたほうがいいよ」

　トキは湯気のたつ器うつわを片手に、テントの入り口をかきわけて中をのぞき込んだ。防水薬を表面に塗り込んだ布と立ち木を利用してつくるこのテントは、気候の良いこの時期にはあまり使わない。この中で眠るのは、雨かよほど冷え込みのきつい夜に、宿屋が見つからなかった時だけだ。もともとマユの持ち物で、独立して初めての冬を迎える前にトキも自分のテントを手に入れようと思っている。

「マユ？」

　返事があるとは思わなかったが、一応呼びかけて中に入ったとたん、何かを踏みつけた。しゃりん。ほぼ同時に、鈴の音が聞こえた。

　まただ、とトキは思う。思わずため息が出た。

　テント内部の空間は狭い。天井はトキの背丈で立って頭がつかえるくらい。地面の広さは大人二人が横になれる程度だ。今はそのほとんどを、横たわったヒューゴの身体からだが占めている。その傍かたわらに、こちらに背中をむけてへたり込むように座っているマユの小さな姿があった。

　テントの片隅に小さなランプが吊つるされていて、それで中はわずかに明るい。

　トキは足の下にあるものを見る。なんだかよくわからないガラクタだ。

　りん、とまた鈴が鳴った。

　マユは小さな鈴を幾つも結びつけた紐を手にしていた。召しよう喚かんの時に使う道具である。それを円を描くように振って空間を切り取り、別の時間の流れをそこにつなげて、過去にその場所に存在していた物を取り出すのが、彼女の召喚術だ。どういう仕組みでそんなことができるのかは、トキにはさっぱりわからないが。

　だけど今、マユは座ったままで紐ひもを振るかわりにそれで小さな輪をつくり、両端を手で持って揺らしていた。鈴の音が響くたび、輪っかの中で、空気が仄ほのかに白く光る。するとそこから振り出されるように、何かがころりと転がり落ちた。

　トキはそっと彼女のそばに近寄って、それを見た。

　石ころだった。

　マユがそんな方法で召喚をおこなうのを初めて見たけれども、その行動に意味があるとは思えない。なのに少女はまた同じ仕草を繰り返す。召喚用の紐でつくった輪を両手で持って、まるで水を張った皿でも持っているように慎重に揺らしている。あたりには、そうやって彼女が取り出したらしい大小の石ころやら、ガラスの瓶びんやら、草の切れ端やら、何に使うのかわからない様々なガラクタが転がっていた。

　自分が何をしているのかもわかっていないんじゃないか。トキは思う。ただ、何かしていないと一時も、一呼吸も、たまらなくて、やみくもに別の時空から取り出せるものを振り出しているみたいに見える。

　それとも、必死で探しているのだろうか。

　何でもいいから、今苦しんでいるヒューゴの役に立つものを。それが何かもわからずに。

　いつものマユじゃない。なんだかもう、普通じゃない。

　手にしている器のスープがゆっくりと冷めてゆくように、トキの胸も不安に冷えてゆく。

　――もしもヒューゴがいなくなったら。

　――その時にはマユは。

「あの、マユ。このスープ……」

　それ以上言えずにトキは唇くちびるを噛かんだ。

　ヒューゴの激しい息遣いがテントの中に響いている。耳をふさぎたくなるような音だ。

　しゃりん、とまた鈴が鳴った。



　あたりはもうすっかり夜の色に変わっていた。

「スープ、飲んだのか？」

　焚たき火びのそばで武器の手入れをしていたキィラは、戻ってきたトキを見て顔をしかめた。

「ううん。横に置いてきただけ。話しかけても返事しないし」

　トキはテントの中からかき集めてきたガラクタの山を、そこに投げ出した。キィラが舌打ちする。

「まだやってんのかよ、あいつは」



    

  
    
      



    

  
    
      　一時間ほど前にも、キィラがテントに様子を見にいって、同じようにガラクタを回収してきた。

「薬になるものを探しているんだと思う」

「そんなことをしたって、何の役に立つのさ」

　キィラはガラクタの中から白い丸薬の入ったガラスの小瓶を掴つかみあげた。

「げっ、封印文字だぜ。いつの時代まで遡さかのぼってんだよ」

　トキも別の瓶を手にして、焚たき火びの明かりにかざしてみた。なるほど瓶に貼はられた紙に、文字らしきものが記されている。多分“〝嘆きの時代”〟より以前に使用されていた封印言語だ。もちろん読めない。

「まったく、なんでこんなものばっかり。どうせ召しよう喚かんするのなら本当にちゃんとした薬を出しゃいいじゃねえか」

「……召喚した薬なんて飲ませちゃいけないんじゃないかな」

　トキは膝ひざを抱えて瓶を見つめたまま、ぼそぼそと呟いた。キィラが彼を見る。

「前にマユが、召喚した食べ物は人に食べさせちゃいけないって言っていたんだ。もともとこの世界に存在していないはずの物だから、そんなものを体内にいれたら身体からだがおかしくなってしまうって。……それ、薬も同じなんじゃないかな」

　何もない空間から好きなものを好きなだけ取り出せる。もし「召喚する」というのがそういうことならば、誰もが羨うらやむ夢のような能力だろう。

　でも現実はそうじゃない。そんないいものじゃない。やれないことも、やってはいけないことも、召喚師にはたくさんある。実際、召喚された食べ物を食べて餓死してゆく者たちを、トキは見たのだ。

　きっと、仮に毒を消す薬を別の時空から取り出すことができたとしても、それをヒューゴに飲ませることはできない。だからマユが今やっていることは、本当に無駄なのだ。そんなことはマユ自身、誰よりもよくわかっているはずなのに。

「ちっ」

　キィラは苛いら立だたしげに丸薬の入った小瓶を地面に叩たたきつけた。

　その時、トキは決意した。

「俺、今からキダニに戻って薬を探してくるよ」

「あぁ？」

「それしかないと思う。キィラ、昼間の賞金稼ぎが使っていた針を何本か拾ってたよね？　あれを見れば何の毒かわかって、薬を調合できる人間がいるはずだよ。キダニくらい大きな街なら、探せばきっと――」

「で？　宣せん教きよう隊たいに見つかってとっ捕まる気か？」

　キィラの声が、一気に冷たくなる。トキは思わず怯んだ。

「でも俺一人だったら気づかれずにすむんじゃ」

　顔を知られているマユやキィラはともかく。

「だからバカだってんだよ、おまえは。――おまえさ、やっぱり何もわかってねえんだな。マユと一緒にいるのが、どういうことなのか」

「え……」

　ドキリとした。

「ナツキは今頃全部調べ上げているぜ。おまえのことだって、バレてないわけがねえだろ。おまえだってもうあいつらに追われる側なんだよ。今さらのこのことキダニへ戻ってみろ。あの街でおまえがマユと一緒にいるところを目撃した人間は大勢いるだろうし、その中の一人でも宣せん教きよう隊たいにタレこめば、それで一巻の終わりだ。自分だけはいつまでも無事ですむだなんて、ムシのいいこと考えてんじゃねえよ」

　キィラの言葉は容よう赦しやなく、それに対してトキは言葉を失った。

　わかっていると思っていた。マユのそばにいるのなら、危険なことくらい当たり前だと。自分だけ安全なところにいていいわけはないのだと。頭では。

　――一緒にいて、彼女の事情に巻き込まれる覚悟があるのならかまわないけど。

　覚悟なんて簡単だ。誰かに言われるまでもない。うんと頑張って、マユが困った時にはちゃんと助けられる強い人間になればいい。そう思っていた。

　それなのに、キィラに言われてぎょっとしている自分がいる。彼自身が追われる立場になっただなんて、そんなことはありえないと思っている自分が、確かにいた。

「もしかして俺、たかが鎮魂しずめ屋やなのにお尋ね者になっちゃったってこと？」

「そんな上等なもんかよ。てめえなんか、せいぜいマユのおまけだ」

　キィラはバカにしたように鼻を鳴らした。

「けど連中にしてみりゃ、捕まえる価値はあるだろ。マユのことを聞き出すためにさ」

　やっぱり何も言えなかった。

　とどめにキィラは言った。

「今ならまだ間に合うぜ。捕まるのがイヤなら、マユから離れりゃいい。おまえ一人なら、それこそ宣教隊がどうこうする理由はねえからな」
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　ほんの少し眠るだけのつもりだった。

　いつの間にか、地面に寝転がっていたキィラが寝息をたてている。今日一日の疲れで身体からだが重い。焚たき火びを見つめているうち、気がつけばトキもうつらうつらと舟をこいでいた。

（ちょっとだけ、十分か二十分くらい）

　どのみち休まないと身体がもたないのだし、少しくらい寝てもかまわないだろう。

「タマ、何かあったら起こして」

　トキは横になると、枕がわりに頭の下に敷いたカバンをぽんぽんと叩たたいて目を閉じた。

　しかし、彼を叩き起こしたのは、相棒ではなかった。

「おい、起きろ！」

　いきなり襟えり首くびを掴つかまれて、がくがくと揺さぶられた。

「……うわ、キィラ？　なに、どうしたの？」

　目の前にキィラの顔があった。寝ぼけたまま、トキは目をパチパチとさせる。

　ついぐっすりと眠り込んでしまったらしい。焚たき火びが消えて、あたりは真っ暗だ。

「マユがいねぇんだよっ」

「ええ!?」

　一瞬で目がさめた。跳ね起きる。

「いないって、どうしてっ？」

「知るか。テントにもいないし、そのあたりを探してみたけど、どこにも姿がないんだ」

「だって、それじゃどこに……」

　言いながら、トキは慌ててカバンを逆さにして中身を地面にぶちまける。ランプと一緒に、タマが転がり出てきた。こちらもすっかり寝ぼけているらしい。「なんだ？」とばかりにふにゃふにゃと指を動かした。

「おまえはーっ、爆睡してんなよこんな時にっ」

「いいから早く火をつけろって」

　火壷からランプに火を移してかざすと、キィラも自分の荷袋をひっかき回していた。

「くそ。やっぱりだ。針がない」

「え……？」

　カザ兄弟が残していった毒針は、布で包んでキィラが袋の中にしまっていたはずだ。

　その針がないということは。

　トキは息をつめた。針に塗られた毒がわかれば、薬を調合できる。トキにもキィラにもそれはわかっていた。もちろんマユにも。

　まさか。

「あのさ……、まさかと思うけど、もしかしてマユは」

「そのまさかだっ」

　キィラはどさりとその場に座り込むと、頭を抱えた。

「あいつ、薬を探しに一人でキダニへ行ったんだ……っ！」



「俺、キダニへ行ってくるよ。マユを追いかける！」

　トキは地面にぶちまけた私物とついでに相棒も掴んでカバンに押し込むと、紐を肩にかけて立ち上がった。

「おいバカ、何言って――」

「放っておけないよ！　だってなんだかマユ、普通じゃなかったし。一人でなんて行かせられないから！」

　なぜこれくらいのこと、予想できなかったのだろう。キダニへ行けば薬が手に入るかもしれない。だったらマユが街へ戻るのは、わかりきったことだった。

「待てっての！」

　キィラは座ったままで自分の得物を掴むと、駆け出したトキの足下めがけて投げつけた。ガッと刃が地面に食い込んだ絶妙のタイミングで、ぴんと縄をひく。

　べしゃっ。

　足をひっかけられて、トキは見事に顔から地面にすっ転んだ。

「あたたた……、何すんだよ!?」

「おまえが行ったって仕方ねえだろ。ナツキにとっ捕まるのがオチだ。そう言ったろーがっ」

「だからってっ」

「くそ、あのバカ娘、よけいな手間をかけさせやがって」

　舌打ちしてキィラは立ち上がった。縄を振って刃を手元に戻す。

「あたしが行って、ひきずってでも連れ戻してやる。役立たずはここで留守番をしてな」

「ダメだよ」

　トキははりついていた地面から跳ね起きた。

「は？」

「俺、留守番してたって役立たずだからっ。誰か襲ってきたら、俺じゃヒューゴを守れないからっ」

「…………おまえ。きっぱりと胸を張って情けないこと言うなよ」

　呆あきれて言ってから、キィラは真顔になった。ランプの小さな明かりに、その目が猫のように細く光った。

「どうしても自分が行くっていうんだったら、おまえ、もう決めたんだろうな？」

「え？」

「これからもマユと一緒にいる気か？　一緒にいて、どんな目にあってもかまわないんだな？」

　トキはひとつ、大きく息をついた。

「かまわないかどうかなんて、その時になってみないとわからないよ」

「おいこら」

「だって、どんな目って言われたって、それが本当にどんな目にあうことなのか俺にはまだわからない。覚悟とかさ、他の人にも言われたけど、どうしたら覚悟したことになるのかだってよくわからないんだ。だから、今はまだ何か決めろって言われても無理」

「わかってからじゃ遅いんだよ。死ぬかもしれねぇんだぞ」

「キィラだって言ってたじゃないか。前に、ヒューゴがもし本気で銃じゆうをむけてきたらどうするのって、俺が訊きいた時。――そんなもの、その時になって考えればいいって」

「……」

　キィラは束つかの間ま考えてから、

「違う！　全然違う!!　あたしとおまえを一緒にするな！」

「心配なんだ！」

　トキは強い声で言った。自分でも驚くような。

「もしかしたらすごく怖いことなのかもしれないし、後悔するかもしれないし、でもそんなのはその時になってからでいいよ。逃げるか逃げないかって言ったら、逃げたくなんかないんだ。だって、今、マユのことが心配なんだから！」

　一瞬、キィラは呆あつ気けにとられた顔をした。

　それから舌打ちすると、どさっと地面に腰を落とした。

「だったら勝手にしろ。どうなったってあたしは知らないからな」

「うん。……ごめん、行ってくる」

　踵きびすを返したトキを、今度は止めなかった。

「何が、ごめんだ。俺にまかせろくらい言え、バカ」

　一人取り残されてキィラはぐしゃぐしゃと金髪をかきむしる。テントのほうにチラと目をむけて、ぼそっと呟つぶやいた。

「だいたい、なんであたしがこんなにあいつらの面倒を見なきゃならねぇんだよ？」

　実はけっこうお人好しであった。本人が気づいていないだけで。
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　街道に出て、街の明かりが目に入った時にはホッとした。

（マユはもう街に着いているはずだ）

　どこに行っただろう。薬が必要だから、薬屋だろうかやっぱり。

（だけどもう夜中だし、開いてる店なんてないはずだし）

　おまけに一軒一軒マユを探して走り回るには、キダニの街は広すぎる。

　誰かに訊ねるしかない。その相手というと、トキには一人しか心当たりがなかった。

『斡あつ旋せん屋』だ。

「よしっ」

　トキは深呼吸すると、街の明かりを目指して走り出した。

　――この時まだ、彼は知らなかった。

　お尋ね者らしき少女の姿が街中で目撃されたという情報は、この時点ですでにキダニに駐留していた宣せん教きよう隊たいのもとにもたらされていたのである。

　飲み屋帰りの酔っ払いが、こんな時間に一人で歩いている女の子を見て奇妙に思い、はした金欲しさに持ち込んだ情報だったが、年格好や服装の特徴が合致することから信しん憑ぴよう性せいは高いと判断された。

　トキが街にたどり着いた時には、追跡者たちはすでに動き出していた。



『斡旋屋』の店にはまだ明かりがついていた。

「すみません、マユを探しているんですけど、薬屋がどこにあるか教えてくださ――！　――!!」

　勢いよく扉を開けて店の中に飛び込んだトキは、そこでギョッと立ち竦すくんだ。

　店内には複数の人間がいた。真っ先に目に入ったのは、灰色と臙えん脂び色。同じ配色の同じ服を着た二人が、彼を振り返った。どちらも男で、一人は背が高く、別の一人は小柄な部類だ。背が高いほうは妙に赤い髪をしており、小柄なほうは丸い大きな眼鏡めがねをかけている。

　その二人のむこう、カウンターの奥で、なぜか可愛い水玉パジャマ姿のハゲマッチョが、顔をひきつらせていた。

「ええと、あの……先客？」

　単純に店の客かと思って訊きいたのだが、二人は別の意味にとったらしい。

「生あい憎にくと、そういうことだ」

　トキを見つめたまま、赤毛のほうが顎あごをしゃくる。小柄な眼鏡が素早く動き、トキの背後――入り口の前に回り込んで、退路を断った。

「今、マユって言ったよな。奇遇だな、俺たちも同じ名前の人間を追っているところなんだが」

　のんびりとした口調だが、赤毛の男はトキの頭の先から靴の先まで探るように視線を走らせて、目を細めた。

（こいつらは……）

　悪寒が走った。

　マユを追っている男たち。着ているものが制服だということに、なぜ見た瞬間に気づかなかったのか。

　トキは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……宣せん教きよう隊たい」

　まあな、とうなずいて、赤毛はハゲマッチョとむきあった。

「おい、おっさん。この坊主はどういうことだ？　あんた今、お尋ね者の召しよう喚かん師なんて見たことも、名前を聞いたこともないって言ったよな」

「ちょっと、そういう呼び方はやめてくれる？　人のことをおっさんだなんて、失礼じゃない」

　心は女なのに、とハゲマッチョ。

「……いや、反論するところはそこじゃないと思うんだが。とにかく、あんた確か、昼間に俺の部下が来た時にも、知らないって言い張ったんだよな？」

「ええそうよ。だって知っているなんて言ったら、面倒なことになるにきまってるんだもの」

　ハゲマッチョはヤケのように肩をすくめると、ちろんとトキを見た。

「アンタね、どうして戻ってきたりしたのよ。せっかくアタシがしらばっくれようとしてたのに、台無しじゃないの。トラブルはごめんだって言ったでしょ」

　赤毛はがしがしと頭をかいた。

「あのな、おっさん」

「せめて店主と言って」

「ああ、じゃ店主、あんたがしらばっくれたおかげで、こっちは二度手間で睡眠時間まで削られているわけなんだが」

「あらお気の毒。でも言っておくけど、仕事がすめば客とは一切無関係というのが、ここのルールなの。だから知らないって言ったのはあながち嘘うそじゃないのよ。訊きかれたくらいで簡単に客の情報を漏らすようじゃ、こっちの信用問題にも関わるでしょ？」

「なるほど、見上げた商人根性だ」

　赤毛の男――ハルの動きは無造作だった。次の瞬間には腰の銃を抜き、カウンターに両肘ひじをつくように身を乗り出して、銃口を『斡あつ旋せん屋』にむけていた。

「これなら無理矢理脅されたって言い訳もできるだろ。マユはここの客だな？」

　ハゲマッチョは小さく息を吸い込んで、目の前の銃を見た。

　やがて低い声で、「そうよ。うちで仕事を斡旋したわ」

「内容は？」

「召しよう喚かん師の仕事が一件。あとは、情報屋を紹介してくれって言われた。それだけ」

「最後にここへ来たのは」

「昨日、というよりもう一昨日かしら。そのあとのことは知らないわ」

　ハルは銃をおろすと、カウンターから離れた。

「なあ、おい？」

　声をかけられて、トキはびくっと肩を強こわ張ばらせた。

　宣せん教きよう隊たいの兵士は彼の前に立って見下ろすと、なるほどなと呟いた。

「おまえさんが例のガキか。このところお尋ね者の『召喚師』と『死神』にくっついていた三人目。……名前は？」

　トキはぐっと歯を食いしばる。

（何も言うもんか）

「名前はトキで、職業は鎮魂しずめ屋やだよね」

　口を開いたのは、扉の前に立ちふさがっている丸眼鏡めがねだ。ケケっと笑うと、

「意地を張っても無駄だよ。調べは全部ついているんだから～」

「そういうことだ。見た目の特徴も、聞いていたとおりだな。あのおチビさんと知り合ったいきさつやら、一緒に行動している理由やら、質問したいことはいろいろあるが、今はその時間がない。そいつはあとでゆっくり聞かせてもらうとしてだ――」

　世間話でもしているように、ハルは訊ねた。

「薬屋って言ったな。マユはそこにいるのか？」

　それこそ絶対に言うものか、だ。

　トキは相手を睨にらみつけた。本人は必死だが、必死で虚きよ勢せいを張っているのがまるわかりの睨みつけ方であった。

　やれやれと呟つぶやいて、ハルは銃を持ったままの手を動かした。

「だんまりは賢くないぜ？」

　銃口が真っ直ぐにトキを狙ねらっている。

　だから言ったでしょ、とハゲマッチョのため息まじりの声がした。

「引き際は心得なさいって」

　トキのことも全部バレている、というキィラの言葉は本当だった。『斡あつ旋せん屋』の忠告もなるほどこういう意味だ。

（うわー、今俺、どんな目にあうかとか覚悟とか、いろいろいっぺんにわかっちゃってるかも……！）

　ついでに「わかった時には遅い」という言葉の意味も。

　トキはごくりと喉のどを鳴らした。身体からだが石みたいに強こわ張ばっている。心臓が破裂しそうで、目の前の銃口しか見えない。

　痺しびれた頭の中ででもひとつだけ、これだけはハッキリとわかることがあった。

　ここで知っていることを何かしゃべったら、それはきっと「逃げる」を選んだことになる。だって、そうしたらもうマユと一緒にいられなくなる気がするから。

「い……」

　強張った舌が動いた。

「いいい言うもんか俺は知らないからねそそんなこと何もっ……！」

　ハルは舌打ちした。

「つっぱるなよ、ガキ。カッコつけて勇気があるところを見せたいのか、状況が読めてないバカか、どっちだ？」

「ええええと、ゆ、勇気はないからたた多分バカ」

「……真面目まじめに答えるなって」

　赤毛の兵士はげっそりと顔をしかめた。

「撃たれてもいいんだな。血が出て、すごく痛くて、死ぬかもしれないんだぞ。――だからほら、薬屋って何だ？」

「い、言わない！」

　叫んで思わずぎゅっと目をつぶったトキは、だからその瞬間に何が起こったのか見ていなかった。

　カバンがもぞりと動いて、小さな黒い影が弾丸のように飛び出した。ほぼ同時に、トキを狙っていた銃口が、天井むけて跳ね上がった。

「な、に……!?」

　ハルは目を見開いた。誰かが彼の腕を掴つかんで、後ろに捻ねじりあげた。関節の痛みと圧迫された手首の痛みに、銃が手から滑り落ちる。だが、首を捻ねじ曲げてその『誰か』を確認したとたん、宣せん教きよう隊たいの兵士は痛みを忘れてぽかんとした。

「……おい、ライ。俺の頭か目がイカレてんのか？　今この腕を掴つかんでいるこいつ、何に見える？」

「副隊長の頭がイカレてるのは前からですけど、何って訊きかれましてもしいて言えば、人間の右手のような～？」

　丸眼鏡めがねの声もハッキリとうろたえている。

（タマ……!?）

　おそるおそる目を開け、ぎょっとしたのはトキも同じである。

「だから何で右手……！　うわっ、だっ、いてってててて……っ」

　勢いよく引き倒され、したたかに背中を打ちつけて、ハルは呻うめきながら床に這はいつくばった。

「あ、副隊長!?　――わひゃっ」

　駆け寄ろうとしたライの顔に、宙に飛び上がったタマがぺしっと張り付く。眼鏡を取ってぽいと放り投げた。

「うわ～、何も見えない～」

（今だ！）

　とっさに身体からだが動いたのは、我ながら上出来だった。トキは右往左往しているライを突き飛ばすと、戸口に突進した。全身で体当たりする勢いで扉を開け、店の外に駆け出す。すかさずタマがあとにつづいた。

「ああくそ、逃げやがった。ぼやぼやしてないで追え、ライ！」

「眼鏡がないから無理で～す。副隊長、お先にどうぞ」

「俺はまだ目の前に火花が散ってんだよ」

　顔をしかめてハルはようやく立ち上がった。打ちどころが悪かったか、少しばかり足下がふらついている。

「一体何だったんだ、今のは!?　あいつ、どんな術を使いやがったんだ」

　いきなり話をふられて、カウンターのむこうでハゲマッチョは慌てて首を横にふった。

「アタシにわかるわけないわよっ。……それよりもういいでしょ、あの子は逃げちゃったんだし、こんな時間に叩たたき起こされてこっちは大迷惑なんだからっ」

「悪かったな。じゃ、最後にひとつだけ――」

　一瞬だった。

　ハルの身体がカウンターの上に跳ね上がったと思った時には、『斡あつ旋せん屋』はすぐうしろの壁に押しつけられ、鼻先にナイフを突きつけられて目を白黒させていた。

「ふざけるのはここまでだ」

　それまでの軽口が嘘うそのように、底冷えするような宣教隊兵士の声だった。

「あんた、顔に傷をつけられたくはないだろう。――あいつの言っていた薬屋の心当たりは？」



　考えられるとしたら情報屋だ。マユに紹介した情報屋は、薬屋ではないが表向きは腕のいい医師として通っていると『斡あつ旋せん屋』は証言した。

「情報屋の所在をアラキに伝えろ。俺たちはこのままそっちへむかう。ああ、あと例の三人目のガキも見つけたってな」

　店を出たハルは、目的地の方角を確認してから、『斡旋屋』から聞き出した住所を記したメモをライに押しつけた。

「はいはいっと。……副隊長、自分でやればいいでしょ」

「俺だとアラキが嫌がるんだよ、なんでだか」

「そりゃま、『伝聞屋』にとっては副隊長みたいに思考だだ漏れで雑音ばかりの人間て、嫌でしょーね。耳元でいっつも大声でわめかれてるみたいで」

「うるせえ」

　ライはケタケタ笑うと、仲間が待機している宿の方角に手を振った。もちろん相手に届くのは声であって、姿が見えるわけはないのだが。

「おーい、アラキ、聞こえてる？　情報入手。こちらはライだよー……」

　すぐにナツキも現場へむかうだろう。

　気をつけなければならないとすれば、マユにいつも影のように従っている『死神』の存在だと、ハルは考える。あの男――ヒューゴには、過去にさんざんな反撃を受けていた。

　だが。

（目撃情報ではあの召しよう喚かん師のおチビさん一人か……）

　それにこんな時間に、薬だの医師だのと。

（さて、何があったんだかな）



　　　　　８



　そこは地下にある小部屋だった。

　ネジ巻き式の天井のファンがゆるく回って、薬臭い室内の空気をかきまぜている。ランプの光に浮かび上がった壁一面の棚には、怪しげな薬くすり瓶びんがところ狭しと並べられていた。

　薄暗いこの部屋で取り引きされるのは、堅気の人間には売れない薬と、表おもて沙ざ汰たにはできない情報だ。

　部屋の片隅の粗末な木の机にむかって、シミだらけの白衣を着た一人の老人が何やら作業をしていた。かぎ鼻が猛もう禽きん類のような印象を与える、ハリガネのように痩やせた老人である。頭髪が薄いのに眉と顎ヒゲばかりがやたらとモジャモジャしているところは、しばしば彼の患者たちの悪意ない笑い話のネタにされていた。

　情報屋という裏側の顔をもつ医師は、手袋をはめた手で針を薬液にひたすと、火皿の炎であぶってからためつすがめつし、鼻先にもっていって臭いをかぐ。持ち込まれた針全部にその作業を繰り返していた。

　その彼の真後ろに、少し離れてマユが座っていた。椅い子すにきちんと膝ひざをそろえて背筋を伸ばし、小さな手には重たげな銃を握っている。ここへ来る途中で、彼女が自分で召しよう喚かんした銃だ。

　銃口を真っ直ぐに老人の丸まった背にむけていた。

　やがて老人は針を置くと椅子の上で振り返った。

「オジロハタヘビの毒だな。南の地方に棲息する毒蛇で、これに噛かまれれば嘔おう吐と、頭痛、昏こん睡すい、呼吸不規則、体温異常や痙けい攣れんなどの症状が出る。最後には呼吸麻ま痺ひや心臓麻痺で死に至る確率が高い」

「解毒薬はありますか」

　淡々と乾いた、マユの声だ。

「ある」

「ください」

「調合せねばならん。二十分ほどかかるな」

「待ちます」

　老人は薬剤をそろえるために立ち上がった。棚に近づく彼を、マユの銃先が追う。おかしな素振りを見せれば、すぐに相手を撃てるように。

　彼女を横目で見て、老人は険しい表情で訊ねた。

「死にかけているのは、どんな人間かね？」

「なぜですか」

「男か女か、成人か子供か、身体からだの大きさはどれくらいで普段は健康なのか病気持ちなのか、そういったことがわからんでは、調合する薬の量も決められん」

　言いながら、老人は薬の瓶びんを選んで机の上に並べていく。

　この少女が本気であることはわかっていた。彼が何かすれば本気で撃つだろう。子供だから女だから、相手を殺せないという理屈は成り立たない。長い裏稼業で老人はそのことを知っている。

　少女の、ほとんど瞬きもせずに彼を見つめる大きな瞳。こんなふうに切羽詰まった目をした人間、心の中の何かの糸が切れかかった目をした人間は人を殺せる。

　――こんな夜中に扉を叩たたく者がいたから、急患かと思って出てみたらこの少女であった。自分が持ってきた毒の種類を見分けて欲しいという。一度は取り引きした相手であったから、この少女が召喚師であることはわかっている。今現在、キダニの街には宣せん教きよう隊たいの一部隊が駐留しており、彼らの目的がこの少女であることも、情報屋の耳には届いていた。

　関わるつもりはなかった。だが断ると、少女は自分のカバンから銃を取り出して、銃口をためらいもせずに彼にむけた。言葉は発しなかったが、脅しとしては十分だった。

　それでももちろん、隙すきを見て逃げ、宣教隊に通報することは可能だろう。あるいは、何くわぬ顔でこれから少女に渡す薬の中身をすりかえることも。やろうと思えば簡単だ。

　やろうとは思わない。――情報屋である彼が、そこまで宣せん教きよう隊たいに協力してやる義理はなかったから。

　必要な薬と器材と情報をそろえ、老人はまた机にむかうと、調合にかかった。

　ひどく長い二十分の間、マユも彼も一言も口を開かなかった。



　どれくらい走ったのか、わからなかった。ついに息がつづかなくなって、トキは大通りから入ってすぐの細い路地に転がり込むようにして座った。壁にもたれかかって、大きく呼吸を繰り返す。

「……もしか、して……もしかしなくても……俺……まずいこと、しちゃった……よな」

　あんなところで宣教隊の兵士と鉢合わせするなんて、思いもしなかった。

　だけどそれは、それくらいのことはきっと、考えておかなければならなかったのだ。

（考えてみたら、こんな時間に店が開いているはずがなかったんだ）

『斡あつ旋せん屋』の店から明かりが漏れているのを見た時に、どうしてヘンだと思わなかったのだろう。

（バカだ、俺）

「マユの居場所……きっと、あいつらに……知られた……」

　本当に馬鹿だ。

　マユが心配で追いかけてきたはずなのに。放っておけないなんてエラそうなことを言って、助けるどころか逆にマユを窮きゆう地ちに追い込むことになった。

　トキは両手で自分の膝ひざ頭がしらを握りしめて、唇くちびるを噛かんだ。

（どうしよう）

　タマがふわふわと目の前に浮いている。こんな時にかぎって、この相棒は何の反応もしない。いつもみたいに、からかうとか悪口を言うとかしてくれればいいのに。

　さっきだってタマがいなければ、トキは逃げることもできなかっただろう。

（役立たずどころか、こんなんじゃ俺、いないほうがマシなんじゃ……）

　そんなことを思ってがっくりと落ち込んだ時、大通りに足音が響いた。

　ハッとして路地の暗がりに身を縮めたトキには気づかず、足音はそのまま通過し、遠ざかっていった。陰からそっとうかがうと、宣教隊の兵士が二人、駆け去っていくところだ。さっき『斡旋屋』のところで見た二人ではない。

　マユの居場所がバレて、宣教隊がそこへむかっている。とっさにトキは確信した。

（俺のせいだ）

「くそっ」

　トキは立ち上がると、両手でピシャリと自分の頬を叩いた。

「行くぞ、タマ！」

　はいよ、とばかりに、タマは親指を立てた。

　――このままここで膝を抱えて落ち込んでいるよりも、やらなければならないことはきっとあるのだ。

　兵士が駆け去った方角を目指して、トキは今度は慎重にあたりをうかがいながら、駆け出した。



「こいつを湯冷ましに溶いて飲ませるといい。飲み込めるのなら、助かる望みはある」

　マユは膝ひざの上に銃を置くと、情報屋の差し出した薬の袋を受け取った。

「ありがとうございます」

　声は変わらず硬かったが、その一瞬で凍っていたものが溶けたように、小さな息を漏らした。

「――なんだ、これは？」

　解毒薬の入った袋のかわりに、自分の掌てのひらの上に置かれたものを見て、老人はもっさりとした眉まゆをひそめた。

「薬代です。……あの、私にはよくわからないんですけど、それで足りますか？」

　銃で脅しておいて金はきっちり払うところが、妙に律りち義ぎである。

　老人は肩をすくめると、それを指でつまんだ。

　小指の先ほどの大きさの紅こう玉ぎよくだ。ずっと手の中で握りしめていたらしく、少女の温もりが残っている。炎の光にかざすと、鮮血に近い赤が美しい。滅めつ多たにない高級品だった。

「数日経ったら消えてなくなるのじゃないだろうな。召しよう喚かん師はその点、信用ならん」

　マユは首をふった。

「それはお父さんがくれたんです。いざとなればお金に換えられるから、一人になってもお金があれば大丈夫だからって」

　情報屋は目を眇すがめた。それから不機嫌な口調で、

「相場を知らんのか。たかが薬代だ。こんなにはいらん」

　突き返そうとしたが、少女はまた首をふって、小さな声で言った。

「敵じゃない人に、銃をむけてしまいました」

「――」

「それに、この薬がなかったらヒューゴが死んでしまいます」

　老人は束つかの間ま、マユを凝ぎよう視しすると、紅玉を白衣のポケットに突っ込んだ。

　いっそう不機嫌な口調で、

「おまえさんが捜している『千里眼』は、今はヒダマ地方のカイという小さな村にいるそうだ」

　最初にこの少女に会った時には、伝えなかった情報だ。

　マユは首をかしげた。

「この前はどうして教えてくれなかったんですか？」

「情報にみあうだけの金をもらっていなかったからな。今回のは釣りのかわりだ。あの時にこれを受け取っていれば、教えたんだが」

　教えなかった。いくら金をつまれようと、あの時には教えるつもりはなかった。

「――『千里眼』を追っているのは、宣せん教きよう隊たいの中でも特にたちの悪い部隊だ。手段も殺す相手も選ばない。お尋ね者をかくまったという疑いがあるだけで、連中に焼き払われた村が幾つもあると聞いている。おまえさんも部隊に追われるお尋ね者だ。そんな人間が『千里眼』に会いに行けば、最悪どんなことになるかしれたものではない」

　マユは瞬きもせずに老人を見つめ返していた。

「どうするかは自由だ。だが、おまえさんのような立場にいる人間は望まなくても他人を巻き込む。時には無関係な誰かを犠牲にすることだってある。それは知っておくことだ」

　わかっているのならいい。だがわかっていないとしたら、酷な話だ。この子にとってそれが現実であることも、その現実を知らなくてはならないことも。

　情報屋というすれた稼業を長くつづけてきたこの老人ですら、恨めしい気分になる。だから言いたくなかったのだ。

「……はい」

　少し間をおいて、マユは消え入るような声で答えた。

　その時だった。

　カランカランという鐘の音が、室内に響いた。侵入者を告げる警報。この家には、家主が地下にいても、扉や窓が無理にこじ開けられればすぐにそうわかるよう、仕掛けが施されてある。

　つづいて複数の人間の乱暴な足音が、上階から聞こえた。

「誰かが来たようだな」

　天井にこらした目を細めて、老人は呟つぶやく。それが「誰」であるかなど、言わずと知れている。

「おまえさんがここにいるのがバレたようだ」

　地下室への入り口はそう簡単には見つからないはずだ。時間稼ぎにはなる。

　老人は吊つってあったランプをひとつ手にとると、残りの明かりを全部吹き消した。身体からだを強こわ張ばらせているマユに、顎あごをしゃくった。

「こっちに抜け道がある」



　建物はすでに兵士たちによって取り囲まれていた。

　騒ぎに気づいて、周辺の家々に明かりが灯る。だが外をのぞいて宣教隊の制服を目にすると、人々は即座に窓や扉を閉ざして、明かりを消した。関わるとロクなことにならないということだろう。

「ダメだ。これじゃ近づけないよ」

　物陰に身を潜めて様子をうかがいながら、トキはぐしゃぐしゃと自分の髪の毛をかき回した。宣教隊がこうしているからには、マユはあの家の中にいるのだろう。が。

「うーん、どうすれば……。え、何だよタマ？」

　相棒は彼をつつくと、すぐそばの路地を指差した。

「あっちは関係ないだろ。今はおまえにつきあって遊んでいる場合じゃ……、うわ？」

　ぐいと髪の毛をひっぱられ、とっさに声をあげかけてトキは口をおさえた。

　睨にらみつけたが、タマはおかまいなしにまた、ピシッと路地を指し示す。

「だから何が、――あ、おい待てって」

　ひょいと相棒がそっちにむかって飛んでいってしまったので、仕方なしにトキはあとを追いかけた。

　荷車の一台も通れないような、狭く入り組んだ路地だった。ゴミを捨てるための樽がそこここに積まれてあったり、頭上を渡された縄に干しっぱなしの毛布がぶらさがっていたり、行き止まりかと思えば民家の壁と壁の隙間が通り道だったり、おまけに街がい灯とうの明かりがないので気をつけないとすぐに足を取られて転びそうになる。トキの目の高さで少し前をふわふわ飛んでいる相棒は、先導しているつもりなのか時々振り返って掌を見せると、「おいでおいで」と指を動かした。

「どこへ行くんだよ。これじゃ、マユのいるとこから離れちゃうだろ!?」

　首をかしげた時、タマの動きがふいに止まった。考え込むような数秒のあとに、ひょんと戻ってきて、トキの襟えり首くびを掴つかむとそこにあったゴミ樽の陰にひきずり込んだ。

　隠れろ、ということらしい。

　それこそ路地のどん詰まりだった。三方を壁と塀に囲まれて、明かりはなくても月の光が控えめに射し込む程度には余裕のある空間になっていた。昼間は子供の遊び場にでもなっているのか、壁のいたるところにチョークで稚拙な落書きがしてある。

「ここが何だって？」

　訊ねると、タマは「しっ」というように指を一本立てた。

　その時、落書きの一部が動いた。

　正確には、落書きのあるその部分の壁が。どういう仕組みになっていたのか、トキのいる場所からは石造りの壁の地面すれすれの部分が横にずれて、大人一人が身を屈かがめれば何とか潜れるくらいの闇やみがぽっかりと開いたように見えた。

　トキは目を瞬かせた。

　その闇の中から、ランプの小さな炎と白衣を着た老人があらわれた。老人はすぐにランプを吹き消し、しばらく外を探るようにしてから、闇から這はい出てきた。立ち上がり、手で腰を叩たたきながら伸びをしている。

　その老人につづいてもうひとつ、小さな姿が壁から出てきたのを見て、トキはあっと声をあげた。

「マユ……!?」

　先ほどの教訓がある。あまり大声にならないように気をつけながら、トキは樽の陰から飛び出して少女に駆け寄った。

「トキさん……？　それにタマさんも」

　さすがに驚いたようで、マユは彼を見てきょとんと目を瞠みはった。

「どうしてここにいるんですか？」

「……どうしてってっ」

　一瞬、言葉にならなかった。

（よかった）

　マユは無事だ。ちゃんと会えた。それだけで、安心しすぎて膝ひざから力がぬけて、トキは思わずそこに座り込みそうだった。

　――よかった。マユが捕まらなくて。俺のせいで捕まらなくて。

「探しにきたんだよ。黙っていなくなったから。俺もキィラも心配したんだ」

「あ、……すみません」

　マユはちょっとうつむいた。

「私、勝手なことをしてしまって」

「無事ならいいよ、もう。……それにその、こうなったのは俺のせいで」

「え？」

「そ、それはあとで言うから。それより、あっちに宣せん教きよう隊たいの兵士が集まっていたから、てっきりあの家の中にいるんだと思ってたよ」

「家の中にいたんですけど、抜け道があったのでここまで逃げてくることができました」

「――おい」

　そこでようやく、仰天して立ち竦すくんでいた老人が、苦々しく口を開いた。

「なんだ、こいつらは？」

「私の友達です」

「友達だと？　ああ、まったく」

　心臓に悪い出方をしおって、と老人はぶつぶつと呟つぶやく。驚いたのは、誰もいないと思っていたところにトキが飛び出してきたせいと、彼の鼻先でなぜか人間の右手にしか見えないものが「どーも」と指を曲げて挨あい拶さつしているせいである。

「だけど、トキさんはよくこの場所がわかりましたね。私だってこんなところに出るなんて知らなかったのに。すごいです」

　不思議そうにマユは首をかしげた。

「あ、それはタマが……」

　言いかけてトキは傍かたわらに浮いている相棒に目をやった。そういえば、と思う。

（……どうしてわかったんだろう？）

　まるでマユがこの場所にあらわれることを知っていたみたいに、タマは彼をここに連れて来たのだ。

　最初のうちこそ、多少腑ふに落ちないことがあっても、もともとこいつはわけのわからない存在なんだからと、トキはあまり深く考えはしなかった。

　だけどこの頃、ふとしたはずみに疑問に思うことがある。

（こいつって、一体何者なんだろう？）

「無駄話をしている暇はないぞ」

　怒ったような口調で言われて、トキは我に返った。老人は壁を元どおりにふさいで、落書きの線がずれていないことを確認している。そうして見ると壁には継ぎ目ひとつなく、一見しただけでその裏に抜け道があるとはわからない。きっとこのあたりの住人たちも、そこにそんな仕掛けがあるとは気づいていないだろう。

「地下室の入り口が発見されれば、兵士どもがここまで追ってくるのも時間の問題だ」

　せかせかと老人は手をはたき、マユとむきあった。

「これ以上は協力はせんぞ。ヤツらに追われているのはおまえさんであって、わしではない。つきあってこの上危険な目にあうのでは、割にあわんからな」

　はい、とマユはうなずいた。

「ごめんなさい。――巻き込んでしまいました」

　老人は肩をすくめると、なぜかチラとトキを横目で見た。

「これしきのことでは、そうは言わんよ。わしのほうは、ほとぼりがさめるまでしばらくの間どこかに隠れていればすむことだ。宣せん教きよう隊たいがこの街からいなくなれば、商売をまたはじめることもできる」

　もともと裏っかわの商売など、どれをとっても危険なものだ。そうでなければ、わざわざ抜け道など用意してはいない。

「ふん。じゃあな」

　そのあとはあっけなかった。

　老人はすぐそばの塀に両手でぶら下がると、その外見からは想像もつかない身軽さでそれを乗り越え、あっという間に夜の暗がりに姿を消した。

「……ところであの人、誰？」

　老人を見送った直後というマヌケなタイミングで、トキは訊ねた。

「お医者さんです。あの人に薬を調合してもらいました」

「じゃあ解毒薬が手に入って、ヒューゴはもう大丈夫ってこと？」

「はい」

　ホッとすることは、もうひとつあった。

（よかった、普通にしゃべってる。いつものマユだ）

　ヒューゴが倒れてからの、抜け殻がらのようなマユじゃない。あのまま本当に壊れてしまいそうで怖かったから、もとに戻った彼女を見てトキは心底嬉しかった。

「よし、これでもう大丈夫！」

　ではなかった。

　グーのかたちになったタマにガツンと一発くらって、トキは頭を抱えて唸うなった。

「うー、そうか。早く街から逃げなきゃ。――行こう、マユ！」



「地下室からの抜け道だと？」

　戻ってきた部下の報告に、ナツキはかたちの良い眉まゆをひそめた。

「それで召しよう喚かん師と情報屋は」

　抜け道に気づいて急いで追跡したが、すでに二人の姿はどこにもなかったという。

「そらま、逃げるわな」

　彼女の傍かたわらに突っ立っていたハルは、目の前の家に掲げられている医師の看板にうんざりしたような一いち瞥べつを投げた。まだ建物の中にいる部下に撤収の合図を送る。

「おそらくバラけたぜ。おチビさんと情報屋が一緒にいるってことはないだろ。情報屋はこれで用なしとして、このままマユを追うか？」

「当然だ。おそらく我々を出し抜いたつもりで、今頃は安心しているだろう。これで網にかかりやすくなる」

「街から出るつもりで一目散か。おチビさん、これまでこんなデカい街で俺らと追いかけっこをした経験はないからな。ど素人のガキはこれだから困る。朝までおとなしくどこかに隠れてりゃ、港に出入りする商人たちにまぎれて脱出するって手もあるだろうに。こっちが万が一を考えて要所に見張りを置くなんてこた、考えもしないんだろうなあ」

「偉そうな口をきくな。その素人の子供に逃げられたのはどこの誰だ」

　ナツキの口調は素っ気ない。

「ああ、例の三人目？」

「捕らえておけばいくらでも利用価値はあったんだ」

　面目ない、とハルは頭をかく。

　その時、街の西の方角でパッと空が光った。見張りの打ち上げた照明弾が、青白い火の粉を散らしながら空中でくるくると回る。

　逃亡者を発見したことを告げる、合図だった。



　　　　　９



　足下にいきなり白い光が広がった。

　ちょうど広場に足を踏み入れた時である。空に閃ひらめいた光弾を見て、トキはギョッとした。

　花火みたいだと一瞬思ったが、花火と違うのはそれがいつまでも空にひっかかって青白く輝いていることだ。

　照明弾なんて言葉は知らないし、見るのも初めてだったが、この状況ならトキにもその意味くらいわかる。

（見つかった……!?）

　足音が聞こえた。

「トキさん！」

　マユが指差した。前方の街路、行く手を阻はばむかたちでこちらにむかって走ってくる兵士の姿がある。

　鋭い声とともに、銃声が響いた。

「こっち！」

　トキは焦ってマユの手を掴つかむと、来たばかりの道を引き返した。無我夢中で目の前の角を曲がって別の通路に飛び込んだ。

　そこで判断を誤ったのは、仕方のないことだった。そのまま突っ切ればあるいは、という可能性もあったのだ。

　見張りの数などたかが知れていることも、銃声が彼らを足止めするための威い嚇かくでしかなかったことも、トキはもちろん知らなかった。その銃声と照明弾で彼らの居場所が割れれば、他の兵士たちもすぐに駆けつけてくる。さらに、キダニの街は中心部へいくほど造りが古く、逆に新市街と呼ばれる周辺部は道路が区画ごとにきっちりと整備されているために、身を隠せる細い路地や裏道が少ない。一刻も早く、せめてこの界かい隈わいから離れるべきだということにも、トキは気づいていなかった。

　気づいていてもどうしようもなかっただろう。ハルが言ったように、マユはこれまで市街地で追われた経験がなく、トキにいたってはこの状況からして生まれて初めてのことだったのだ。

　幾つもの角を曲がった。走った。走りながらいつの間にか、マユとしっかり手をつないでいた。そうしていればマユがそばにいることがわかるから、少しだけ安心していられる。

「うわっ、こっちにもいる!?」

　追っ手の足音が石畳に反響する。

　周囲に逃げ込めるような建物はない。民家はどこも扉を固く閉ざしたまま、住人が騒動に気づいているのならなおのこと、関わりをおそれて顔をのぞかせることもしなかった。まして宣せん教きよう隊たいに追われているお尋ね者をかくまうはずもない。期待はせずに二、三軒の家の扉を叩たたいて、すぐにトキはあきらめた。

　足音と時おり聞こえる銃声に追われて逃げ、やみくもに走り回っているうちに方向感覚がなくなった。

（くそ、この道、さっきも通った）

　そんなことももう何度目かだ。

　トキは歯を食いしばった。息があがっている。疲れか緊張のせいでか、膝ひざががくがくした。

「マユ、大丈夫？」

「は、はい」

　マユの息もはずんでいた。つないでいる手が熱い。

　目の前の通りに飛び出そうとして兵の姿に気づき、トキは慌てて相手の死角にある壁に身体からだをおしつけて隠れた。

（ダメだ。こんなんじゃ逃げられないよ……）

　なんだかとんでもない数の兵に追い回されているような気がする。もちろん錯覚だが、実際この時、ナツキの部隊は総員で近辺の道路を封鎖し、獲物を追いつめにかかっていた。

「この先は行けない。引き返そう」

　その時、背後からも足音が響いた。

（うわっ、まずい）

　前と後ろに敵では逃げ場がない。慌てて見回したが、逃げ込める路地もなかった。石と漆しつ喰くいでできた民家の壁が視界の両側に屹きつ立りつしている。

　ばさっ。

　その時、頭上から何かが落ちてきてトキの頭にかぶさった。

「うわぷっ、何だよこれ？　え、布？」

　毛布くらいある黒い布だ。見れば端っこにタマがしがみついている。どうやらどこかの家の庭から洗濯物でもくすねてきたらしい。

　だけどこんなものを、どうしろというのだろう？

　首をかしげたとたんにトキは相棒に襟えり首くびを掴つかまれ、道端のゴミ樽置き場にぽいと放り出された。律りち義ぎに手をつないだままのマユも一緒に。

「だから何なんだよ、タマ!?」

「あのう、もしかしたらこれをかぶって隠れろっていうことじゃないでしょうか？」と、マユ。

「あ、なるほど」



「……あ、あのさ、マユ」

「しっ。トキさんダメですよ、静かにしていないと」

「……」

（そんなこと言ったってっ）

　頭から布をかぶっているので、真っ暗で何も見えない。二人でぴったりと身を寄せあって樽の陰に隠れてるのだが、そうすると傍かたわらの少女の温もりがじかに伝わってきて、こんな時なのにトキは頬ほおが赤らむのを感じた。

（せ、せめて頭の位置をかえてくれないかな）

　ちょうどトキの胸のあたりにマユの頭がある。帽子はぬいでいるため、少女の柔らかな髪の毛が彼の首筋をくすぐった。

　心臓がドキドキしているのがバレそうだ。怖がっているとマユに思われるのは嫌だったが、本当の理由はもっと言えない。

　慌ただしい足音がすぐそばを通過した。

「気をつけろ。どこか近くにいるはずだ」

「とすると『死神』もいるわけか。あの男とだけは撃ちあいたくないんだが」

「だから警戒しろと言っているんだ。ヤツを見かけたらまず応援を呼べと、隊長も言っていただろう」

「しかし、今回まだ一発も撃ってこないのが妙だな。いつもならとっくに――」

　兵士の会話のやりとりが、遠ざかっていった。

「……ふぅ」

　もう大丈夫だと確信できるまで待って、トキは布から頭を出した。

「よかったー。見つかったらどうしようかと思った」

「タマさん、すごいです。ありがとう」

『叡えい智ちの右手』は指をそらせてふんぞり返った。謙けん虚きよさとは無縁の性格である。

「それにしてもあの兵士たちが言っていたことだけど……」

「はい」

「『死神』ってヒューゴのことだよね？　あいつら、そんなにヒューゴが怖いのかな」

　マユはちょっと首をかしげた。

「そうだと思います。ナツキさんの部隊とは何度もあっていますけど、いつもヒューゴが銃を撃って私を逃がしてくれていますから」

「そっか。だからあいつら、用心しながら俺たちを追いかけてるんだ。あでも、これでもしここにヒューゴがいないってバレたら……」

　まずい。そうなったら相手はなりふりかまわずの手加減なしで、マユを捕まえにかかるだろう。

（待てよ）

　ふとトキは思った。そうすると逆に、ヒューゴがいればやつらは簡単には手出ししてこないわけで……。

「トキさん？」

　トキは布を掴つかんで勢いよく立ち上がった。

「タマ、手伝って！」

　こうなったら一か八かだ。



「見張りの報告によれば、逃げ回っているのは二人だ。それも子供らしいから、例の三人目の坊主が首尾よくマユと合流したってことになるよな……」

　独り言のように呟つぶやいている副隊長を、ナツキは冷ややかに見た。

「言いたいことがあるならハッキリ言え」

「はいはい。なあナツキ、いやさ隊長、今回は『死神』はナシってことはないか？」

　彼らがいるのは、街の西側にある広場だ。最初に見張りがトキたちを発見した場所である。他にこの場にいるのは連絡係や医療担当といった、隊長からの直接の指示で動く兵が数名。残りはお尋ね者の追跡をつづけている。

　ハルの言葉に、ナツキは「どういう意味だ」と視線だけで訊きいた。

「今回は最初からあの男の姿は一度も目撃されていない。で、なーんかそんな気がしたんだわ。つまり、近くにもどこにもいないんじゃないかなと」

「『死神』があの娘のそばを離れるわけがない。これまでも奴が近くにいないと油断して、何度も痛い目にあっている。おまえの気のせいで、部下を失うわけにはいかないんだ」

　ぴしゃりと言われ、そりゃまそうですけどとハルが煮え切らない口調で言い募ろうとした時であった。

　広場の北で銃声が響いた。

　兵たちからの報告を受け取るべく待機していた『伝聞屋』が、耳に手をあててナツキを振り返った。

「第三封ふう鎖さ地点。『死神』があらわれました」



「これどう、マユ？」

「どうって……」

　マユは目を丸くした。

　タマが布の一端を掴つかんで空中から垂れ下げると、トキはマントを羽は織おるようにそれで全身をすっぽりと覆い隠した。布の下から二本の足だけが見えている。

「背丈はこれくらいでいいかな。ヒューゴに見える？」

「――え、これってヒューゴなんですか!?」

　正直、人間の姿にも見えない。まるで頭のないのっぽの案山子かかしである。

「パッと見でごまかせればいいんだよ。明かりのない場所でちらっと見かけただけなら、あいつらヒューゴがいるって思って警戒するんじゃないかな。タマが浮いている位置が、ヒューゴの頭の部分ってわけ。俺じゃ背丈が全然足りないから、こうやってタマに手伝ってもらわなきゃいけないんだけど」

「えっと、それだったらタマさんはもう少し上のほうがいいと思います……」

「タマ、俺と一緒にちょっと動いてみて。――はい、一、二、一、二」

　数分後。通りを駆け抜けた少女と長身の黒い影を目撃した兵士たちの間に緊張が走った。

　空に向けての銃の発砲は、まず応援を呼べという隊長の指示に従ったものである。

　街灯の光が十分ではない街路で、とっさに狙ねらい撃ちされることを怖れて遮しや蔽へい物の陰に身を隠した彼らは、自分たちが目にしたものが出来損ないの案山子だとは当然、思ってもみなかった。



「隊長！」

　報告を受けてその場に駆けつけたナツキは、部下が指し示す先に目をやって表情を硬く引き締めた。

　今しも大小の二つの人影が、バタバタと通りの先の角に飛び込んで姿を消したところである。

（あれか）

　召しよう喚かん師と『死神』だ。だが。

「……？」

　気のせいか？　視界にとらえた一瞬、大きいほうの影がどことなく妙な感じがしたのは。

「まだ撃ってはこないのか」

「はい、隊長。こちらが発見してからずっと、あの調子で街路から街路を逃げ回っています」

　ナツキはすっと目を細めた。そのまま通りの中ほどまで進み出る。銃を持つ手を引き上げると、たった今人影が逃げ込んだ角に狙ねらいをさだめた。

　一呼吸おいて、引き金をひく。

　ダァン！

　火花が散って、石造りの壁の一部が銃弾に抉えぐれた。黒いマントの裾すその一部が、その瞬間に角からチラリとのぞき、慌てたようにまた引っ込んだのが見えた。

「おい、ナツキ!?」

　通りの真ん中に堂々と身をさらし、石畳を踏みしめて揺るぎなく銃をかまえる隊長の姿に、ハルが驚きの声をあげる。

「隊長と呼べ」

　それだけ言うと、ナツキは同じ場所を狙ってふたたび引き金をひいた。――いや。

　相手のほうが早かった。

　銃声とともに、弾かれたような衝撃が腕に走った。

「くっ……」

　重く痺しびれるような痛みに、ナツキは思わず手をおさえて膝ひざをつく。跳ね飛ばされた銃が地面に落ちて、石畳に転がった。

「ナツキ！　何やってんだ、死ぬ気かこの馬鹿！」

　罵ば声せいとともにいきなりハルが彼女に飛びかかり、抱きすくめるようにして脇の道に引きずりこんだ。

「挑発かっ？　撃たれるつもりだったのかっ？　何考えてるんだおまえは!?」

　副隊長の剣幕に、ナツキはほんのわずか目を瞠みはったが、その驚きはすぐにいつもの無表情の下に潜められた。

「確認だ」

　身体からだに回されたままの腕を外し、ハルを突き放すようにしてナツキは立ち上がった。

「今のは許し難い暴言だが、上官の身を案じたうえでの行為として不問に付してやる」

「俺は、お、ま、え、の身を案じたんだ！」

「そんなことより、今のを見ていただろう」

　あっさりと流されて、ハルはがっくりと肩をさげる。あっそ、そんなことなわけね、いえいいんですいつものことですから……と、心の中でそっとぼやいた。

「相手は私を狙ったのではない。正確に、こちらがかまえた銃に照準をさだめて撃ち落としたんだ」

「……まあ、そうだったみたいだな」

　人間業ではない。そんな芸当ができる人間は、ナツキが知るかぎり一人しかいない。

「間違いない。あそこにいるのは奴だ」

「『死神』、ね」

　ハルは肩をすくめると、呟つぶやいた。

「あらら、本当にいやがったのかよ、あいつ……？」



「うわー、ビックリした。あーもう、死ぬかと思った」

　壁際から顔をのぞかせて周囲を見回そうとした瞬間、銃弾が耳元をかすめ、トキは仰天してその場にひっくり返った。

　ナツキが撃ち込んだ一発目の銃弾である。

　あとちょっと首を出すタイミングが早ければ、本当に死んでいた。すぐに起き上がったものの、布にくるまったまま腰がぬけたようにへたり込んだトキのそばに、マユが駆け寄って膝ひざをついた。

「大丈夫ですか、トキさん。……え、あのう、タマさん!?」

　マユが驚いた声をあげたのは、いきなりタマが彼女の背中のカバンに取りつき、蓋ふたを開けて中から何かを掴つかみだしたからだ。

「タマさん、それは」

　マユが持っていた銃だった。

　親指で素早く確認するように銃身をなぞってから、カチリと撃げき鉄てつを起こす。そのままタマはすいっと壁際に浮き上がって、銃口を突き出した。

　地べたに座ったまま、トキは目を丸くしてそれを見上げた。

「何やってんの、おまえ？　銃なんか撃てるわけ――」

　ガァン！

　撃てた。

　しかも狙ねらいはめちゃくちゃ正確だった。

　撃った瞬間に反動を軽く流すあたり、妙に手慣れていた。さらには撃ったあとに指先でくるりと銃身を回転させ、もう一度グリップを握りなおして「どんなもんだ」とばかりにポーズをきめることも忘れなかった。

「……うそ」

「わあ、すごいです、タマさん」

　マユがぱちぱちと拍手する。

　トキのほうはひたすら呆あつ気けにとられるばかりだ。

（どうしてこいつ、銃なんて扱えるわけ？　しかもすごく撃ち慣れてるし。うちの村にいた間に銃なんか触わったわけないよな。とすると一族の守護になるより前？　それっていつ？　どこで？　どうして？　……ていうか、ほんとにこいつって一体、何者？）

　なんてことに頭を悩ませている場合ではなかった。

　しばらくの静せい寂じやくのあとに、ふたたび街路に銃声が響いた。複数の兵士たちが発砲をはじめたらしい。応戦して、タマの銃がたてつづけに火を噴いた。

「ええと、トキさん、このあとどうしましょう」

「どうするって。逃げるしかないよね」

　このまま北へむかえば街を出られる。もうそんなに遠くはないはずだ。

　タマにはこのまま銃で援護してもらうとして、案山子かかしはどうしよう。……そうだ、そのへんで街路樹の枝でも折り取って布をかぶせればいい。それを担いで走れば、背丈くらいはごまかせるかも……。

　考え込んだトキの手に、マユの細くて小さな指が絡からまった。

（え？）

　少女はニコリと彼に微笑ほほえみかけた。

「頑張りましょう、トキさん。きっとあともう少しです」

　触れ合った指先が暖かい。

「……うん」

　トキはうなずいて立ち上がると、もう一度頭から布をかぶりなおした。

「早くヒューゴに薬を届けないとね。キィラが待ってるし」

　タマが素早く道の反対側に移動し、引き金をひいた。銃声と悲鳴。兵たちはどうやら、二方向からの挟み撃ちを狙ねらったようだ。

　タマが二人にむかって、ひょいひょいと銃口を振ってみせた。こっち側から逃げろ、と言っている。

「――行こう」

　トキはマユの手を握って、駆け出した。
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　ナツキは空を睨にらんだ。夜明けの兆しはまだない。それでも、この街がいっせいに活気づく時刻は確実に近づいている。

　夜が明けてから市街で『死神』を相手に銃撃戦を繰り広げるというのは、最悪だ。住人を巻き添えにすることは極力避けたい。今この時でさえ、おそらく銃声に驚き怯おびえて眠れない夜を過ごしている住人は多いはずだ。

　――召しよう喚かん師と『死神』の姿を最初に確認してから、一時間近くが経過している。

　まだマユは捕まらない。今回はやたら逃げ足が早いうえに、姿を発見しても相手の正確な銃撃にはばまれてこちらから近づくことができない。

（やはり手強いな）

　逃走経路からしてマユは北にむかっていると考えられる。先行して部下にその方面の街路を封鎖するよう命じてあるが、そこで足止めができるか。もし突破されたら――。

（引き時か）

　ナツキは額ひたいにかかった髪をさらりとかきあげて、目を細めた。

　負傷者の報告が入りはじめていた。部下たちの疲労も深刻だ。彼らは昨夜から寝ていない。判断力と行動力が鈍れば、それだけ『死神』を相手に戦うことは難しくなる。

　深追いはできない。こちらの犠牲が増えるだけだ。

　あの男を、『死神』を甘く見ればどんなことになるか、ナツキは知っていた。

（五分だ）

　そう、たった五分という短い時間で、ひとつの部隊が全滅したのを、かつてナツキは目の当たりにしたことがある。彼女を出し抜いてマユを殺そうとしていたその部隊の隊長に、気をつけろと親切にも忠告してやったというのに。ナツキをせせら笑った五分後に、その男は『死神』に撃たれてボロきれのようになって死んでいた。

　無能な指揮官に同情はしない。そんな人間に従わなければならなかった兵こそが哀れだ。

　だからこそ、自分の部下はできるかぎり守りたい。

「――」

　そこまで考えて、ナツキは苦く笑った。

（いや。同じか、私も）

　ここまでしてあの召しよう喚かん師の少女を追う理由など、本当はないのだ。少なくとも、彼女の部下たちには。他にもっと安全な任務はいくらでもある。

　兵たちを危険にさらしているのは、他ならぬ彼女自身だ。

「ライ」

　呼ばれて、隊長のそばに待機していたトンボ眼鏡めがねが「はぁい」と返事する。

「武器弾薬をここで調達できるか？」

「そりゃやってみますけど～、いいんですかぁ？」

「かまわない。“〝召喚”〟しろ」

　ライはにやりとすると、分厚い眼鏡をはずした。

「あの娘もまさか同じ召喚師に追われているなんて、思ってないでしょうね～」

「無駄口はたたくな。――それから、ハル」

　副隊長を呼んだが、これには返答がない。

　あたりを見回し、ナツキは「またか」と呟つぶやいた。冷静な彼女にしては、珍しく苛いら立だたしげな声である。

「どうしてあいつは、いつも勝手な行動ばかりとるんだ!?」



　街の境界を示す標識があった。

「やった、この道さえぬければ街道だ！」

　ただし最後の関門に待ち受ける兵たちを撃退すればの話だが。

（うわあ、やっぱりいた）

　タマの援護で追っ手を振り切り、ここまで一気に走ってきたトキたちだったが、行く手にばらばらと動いた複数の人影を見たとたん、迷わず方向転換して民家の塀と塀の隙すき間まに駆け込んだ。何十回となく繰り返してきたので、このパターンにももう慣れてしまった。

「いたぞ！　召しよう喚かん師と『死神』だ！」

「――撃て！」

（どうやったらこれが人間に見えるんだろう？）

　銃弾が塀をかすめるが、死角にいるトキたちには当たらない。一息ついて、トキは自分が担いでいるものをよいしょ、と地面におろした。

　それは木の枝に例の布をひっかけただけの、すでに案山子かかしとも呼べないシロモノだったが、相手にはこれがちゃんと生きて動いているように見えるらしい。人間の先入観とはオソロシイものだ。

「タマさんはえらいですね」

　兵に応戦しているタマを見て、ぽつりとマユが呟つぶやいた。

「え？」

「だってこんなに撃っているのに、宣せん教きよう隊たいの人たちを一人も殺していないんですから」

　トキは目を瞬かせる。

「えらい？」

「ヒューゴだったら殺しています。私を守るために」

（あれ？）

　以前にトキは「人を殺して平気なのか」とこの少女に訊ねたことがある。平気だとマユは答えた。ヒューゴが殺した人間の死体を、「こんなの」と平然と言ってのけた。

　平然と。――本当は違うのだろうか？

「マユは殺したくないの？」

　少女は首をふった。

「わかりません。慣れちゃいましたから。でもなんとなく、タマさんはえらいなって思ったんです」

　だって仕方がないじゃないか。君は追われているんだから。そうしなければ、自分の命が危険かもしれないんだから。そう言いかけて、トキは口をつぐむ。

　自分の言葉のなんと重みのないことか。

　タマがもし容よう赦しやなく相手を撃ち殺していたら。多分彼らが逃げるにはそのほうがずっと楽だったのだろうけど、それでも。――イヤだと思った。タマが誰も殺していないことに、トキは心の中ではずっと安あん堵どしていたのだ。

　だから、何とマユに言えばいいのだろう。こんなこともやっぱりわからない。

　トキは唇くちびるを噛かんで、やっと言った。

「……もうちょっとだからさ、しばらくタマに足止めしてもらって、あいつらに見つからないように迂回して街道に逃げよう」

「はい」

「そこで待ってて。俺、この先がどこにつながっているか、確かめてくるから」

　彼らが身を隠しているのは路地というにも狭い塀の間の空間だ。住宅密集地と違って街外れのこのあたりは、小さいながらも庭つきの家が多く見られる。敷地を囲う漆しつ喰くいの塀は、飛び上がって手をかければトキでも何とか乗り越えられるくらいの高さだった。迂回するよりこの塀を乗り越えて庭を突っ切ったほうが早いかもしれない。

（でも勝手に入ったら家の人に見つかって怒られそうだし……、ってそんな場合じゃないか）

　そのまま進むとすぐに両側の塀が途切れた。どうやら裏道につながっていたようだ。

（よし、誰もいないっと）

　塀の陰から頭を突き出して確認すると、トキは振り返ってマユに手を振った。

「大丈夫、こっちから逃げられそうだよ！」

「あの、トキさん。すみません、ちょっと待ってください。タマさんが今……」

「え、なに？」

　何歩か戻りかけた、その時だった。

　こちらに顔をむけていたマユが、悲鳴をあげた。

「――トキさん！」

　その瞬間。傍かたわらの塀を乗り越えて軽々と影が跳ちよう躍やくし、トキの真後ろに降り立った。

　ざわっと背中に風が起こったような感覚。

（え……）

　振りむくより早く、後ろからのびた腕がトキの首に巻きついた。ぐっと息がつまる。とっさにもがいたが振りほどけない。

　耳元で声がした。

「はい、ここまでだ。頭を撃ち抜かれたくなければ、じっとしてな」

　こめかみに硬い金属の感触。銃口を押しつけられた。

（宣せん教きよう隊たい……!?）

　どこから、と思ってすぐに気づいた。この相手は塀一枚隔てた民家の庭に隠れていたのだ。

「やっぱりな。『死神』にしちゃ妙だと思ったんだ。……まったく、ずいぶん愉快なハッタリをかましてくれるじゃないか、ええ？」

　トキはぞっとした。相手は、地面に放り出してあった布やら木の枝に気がついていたらしい。ヒューゴがいないことがバレてしまった。

「トキさん！」

　マユが凍りついたように立ち尽くしている。

　その後ろには、銃をこちらにむけたタマの姿が。

「タマ、撃て！　こいつをなんとかしろ！」

　意を決して叫んだトキだったが、どうしたわけかタマは引き金をひく素振りも見せなかった。それどころか銃の先をひょいと空にむけ、「困ったな」とでもいうようにそれを左右に揺らしてから、ぽいと銃を地面に投げ捨てた。

「……おまえ、何だよそれっ？」

「弾切れだろ」ぼそっと背後からの声。「味方の銃声くらい確認しておけ。ちょっと前から撃ってなかっただろうが」

「えええ!?」

　すみません、とマユが声をあげた。

「さっきトキさんにそう言おうとしたんですけど、間に合いませんでした」

　つまり「タマさんが今」のあとに「銃の弾がなくなって」「別の銃を召しよう喚かんします」となるはずだったらしい。

　もちろんずっと撃ちつづけていたのだから、ここへ来るまでにも弾がなくなることは何度もあったわけで、その都度マユが新しい銃を補充してタマに渡していた。

（だけど何も、今弾切れにならなくてもっ）

　それでわかった。トキを捕らえているこの兵士は、タマがしばらくは銃が撃てないと判断してこの行動に出たのだ。あるいは最初からこちらが弾切れになるタイミングを狙ねらっていたか。

（あれ、でも？）

　そうだとすると、この相手はタマのことを知っているわけで。

「おい。おチビさんはもちろんだが、そっちのわけのわからん右手みたいなヤツも、そのまま絶対に動くなよ。さっきと同じ手は通用しないぜ。ちょっとでも何かしようとしやがったら、この坊主の命はない」

　みたいな、でなくて本物の右手なのだが、それはいいとして。

　相変わらず首を押さえ込まれたままで、あっとトキは声をあげた。

「そうか。『斡あつ旋せん屋』にいた、副隊長のほうの人だ！」

　一瞬の沈黙のあとに、あのな、と呆あきれた声が返る。

「今頃気づくなよ」

「だって後ろにいるから顔が見えないしっ、声だって一度聞いただけだしっ。それより、どうしてこんなところにいるわけ!?」

「おまえらが北にむかったのがわかったから、先回りしたんだよ。だいたい、おまえらの行動パターンも読めたしな。敵を見たら横道に入って、狙そ撃げきで足止めして、別の道から逃走、その繰り返しだ。なら端から、おまえらが飛び込んできそうな脇道にあたりをつけて待ち伏せしたほうが早い」

「じゃ、あっちの兵たちは囮おとり!?」

「いんや。これは俺の単独行動。まあ、あたりをつけるったって勘まかせだからな。動きやすいように適当にこのあたりの庭先を拝借していたんだが、そいつが功を奏したってわけだ。それでもいつ気づかれるかって、ヒヤヒヤしていたんだぜ。……それをおまえらときたら、呑のん気きに弾は切らすわ、デカい声でべらべらしゃべって全部こっちに筒抜けだわ、そもそも追われてるって自覚が足りねえんだよ。こういう時はもっと慎重に行動しろ」

　最後のほうはなぜだか説教口調だったが、頭に銃を突きつけられたままでは「はい、これから気をつけます」とも言えない。

「――ハルさん、ですよね」

　ふいに、マユが口を開いた。真っ直ぐに相手を見つめて。

「あぁ？　知っていたのか、俺の名前？」

「ナツキさんが、そう呼んでいたのを聞いたことがあります」

「まあ、何度も顔をあわせていりゃあな。で、なんだ？」

「あなたはトキさんを撃ったりしません」

　なぜかきっぱりと言い切ったマユに対し、当然ながらハルは怪け訝げんな声を返した。

「どういう意味だ？」

「あなたもナツキさんも、誰かをそんなふうに殺したりはしない人です」

　今度は沈黙があった。トキは小さく息をつめると、反射的にハルの顔を見ようとしたが、銃口が邪魔で首を動かせない。

「時と場合による」

　次に口を開いた時、ハルの声はひんやりと抑揚を欠いていた。

「なあ、おチビさん。俺はもうこの追いかけっこにケリをつけたいんだ。――言っておくが、人を殺すことにどんなもそんなもない。おまえさんが逃げて俺たちが追うかぎり、誰かが死ぬ。俺はもうこれ以上、ナツキを人殺しにはしたくないんだよ」

　マユは目を見開いた。

　バタバタと表の通りから足音が近づいた。

「――副隊長!?」

「どうしてここに。『死神』は……？」

　逃げ道を封ふう鎖さしていた兵士たちだ。三人いる。ようやく異変に気づいて駆けつけてきたらしい。

「遅いんだよ、おまえらは。とにかくまずそいつらを捕まえておけ。『伝聞屋』に呼びかけたから、すぐにナツキもここに来るはずだ」

「はあ。そいつ……ら？」

　タマを知らない兵士たちが訊ね返したのも無理はない。空中に浮いている右手を見て、ギョッとしたように全員が後ろに一歩引いた。

「怖くないって。いいから早くしろ！」

　いや怖いだろう、普通は。兵士たちはタマから目を逸そらせておそるおそる、まずマユに手をのばそうとした。

　その瞬間、トキは叫んだ。

「タマ！　マユを連れて逃げろ！」

　勇気でも覚悟でもなかった。何も考えられなかった。このあとどうなるかとか、撃たれて死ぬかもしれないとか、そんなことは何も。

　ただ、今自分にできるたったひとつのことをした。

　首に巻きついたままのハルの腕を両手でがっしり掴つかむと、思い切り噛かみついたのだ。

「うげっ!?」

　ハルが素すっ頓とん狂きような悲鳴をあげた。

「ちょ、何を、やめろおい！」

「ふぐぐ……」

「本気で状況が読めないバカか、おまえはぁっ？　うわったたた……！」

「ふ、副隊長!?」

　バキィ！

　とっさに駆け寄ろうとした兵の顔に、拳こぶしのかたちになったタマがめりこんだ。

「うわ、なんだこいつ!?　――うぐっ」

「ぐはっ！」

　鳩尾みぞおちに一発、返す拳で今度は顔面に裏うら拳けん一発。あっという間に三人の兵の身体からだが地面に沈む。

　そのままタマはマユの腕を掴むと、ぐいぐいと表の通りへと引っ張りだした。

「駄目です、タマさん！　トキさんが！　――トキさん!!」

　引きずられるようにして、マユが振り返りながら叫ぶ。

「待て、止まれっ!!」

　トキを自分の腕から力まかせに引きはがそうとしてしていたハルが、駆け出したマユに気づいて銃口を跳ねあげた。

　その瞬間、トキは噛みついていたハルの左腕を離し、無我夢中でその右腕にしがみついた。全体重をかけ、腕ごと銃口を押し下げる。

　ダァン！

　マユめがけて発砲された銃弾が、数歩先の地面を虚しく抉えぐった。

「……おまえな」

　右腕にぶらさがっているトキを見て、ハルは唸った。

「撃たせないよっ。死んでも離すもんか！」

「悪いが」

　冷ややかな一言のあとにつづく言葉は聞こえなかった。振り上げられた左腕うで。横っ面に熱い衝撃が走って、トキは地面に叩きつけられた。口の中に血の味が広がる。目の前に光の粒が乱舞してくらくらしたが、痛みを感じている暇はなかった。

　マユを追おうとして身をひるがえしたハルの身体からだが、がくんとつんのめった。

「うわ!?」

　まるで丸太に抱きつくみたいな格好で、トキが彼の足にしがみついていた。

「このバカ！　離せ！」

「イヤだ！　ぜーったいに離さない！」

　ずるずると地面を引きずられながら、トキは歯を食いしばる。

　ハルは鋭く舌打ちした。

　その目がすっと冷たく光る。銃口をもう一度トキの頭に押し当て、引き金に指をかけた。

「本当に死ぬぞ」

　答えるかわりにトキはぎゅっと目をつぶった。

　心臓が凍るような数秒。

（あれ？）

　何も起こらない。

　トキは目を開けて、そっとハルを見上げた。その視線の先で、赤毛の兵士は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で銃口を下ろすと、マユとタマが駆け去った方角にむかって、吼ほえた。

「おまえら、こいつを見捨てて行く気かっ、こら――――!!」



「で？　これは一体どういうことだ？」

　残りの兵たちとともに現場に到着したナツキが見たものは、憮ぶ然ぜんと腕組みをしてそこに立っている副隊長と、地面にのびている三人の部下と、なぜか副隊長の足にしっかりとしがみついたままでいる一人の少年だった。

「詳しい話をする前に、誰かこいつをなんとかしてくれ」

　開口一番にハルはげっそりと言った。

　駆け寄った兵が数人がかりで上官の足からトキを引き離しにかかる。その間に、倒れていた三人のダメージがさほど深刻ではないことを確かめて、ナツキはハルとむきあった。

「説明しろ」

「結論から言うと、召しよう喚かん師は逃げた。『死神』は最初からいなかった。で、そいつは例の三人目」

　ナツキは眉まゆをしかめた。

「アラキの報告では追いつめたとのことだったが。そのあとで逃げられたわけか？」

「まあ、そういうことだ。すまん」

　逃げたのか、とナツキは呟つぶやく。その胸のうちにどんな感情があるのかは、無表情なその面からはうかがい知れない。

　それからおもむろに、彼女は地面に座り込んでいるトキのそばに屈かがむと、その顎あごを指で掴つかんだ。

　へとへとで身体からだ中が痛くて、もうどうにでもなれの虚きよ脱だつ状態だったトキだが、顔をのぞき込まれて、ちょっと驚いた。

　長くて艶やかな黒髪。睫まつげに縁取られた切れ長の目。ぬけるように白い肌。この人が、マユやキィラの言っていた「ナツキ」だろうか。隊長、と呼ばれているからきっとそうだ。

　きれいな人だなと、トキはぼんやりと思った。少し冷たい感じはするけど、冷酷というのとは違う。そういった人間の感情とはあまり関係なさそうな、泣いたり笑ったりという表情に乏しい無機質の冷たさだ。

　ややあって、ナツキはトキの顎あごから手を離して立ち上がった。

「手当てをしてやれ。子供相手にとっくみあいか」

「こっちの被害も甚大だ。見ろよ、この腕うでの歯形」

「自分で薬を塗れ。――それで『死神』がいなかったというのは、本当なのか」

　ハルは肩をすくめると、地面に落ちていた黒い布を拾い上げた。ナツキの足下にバサリと放る。

「一杯食わされたぜ。まったく、こんなもんがあの男に見えたってんだからな。もっともあの射撃の腕前がなきゃ、もっと早くに気づいたかもしれねえが」

　言ってから、腕でなく手だけどな、と感慨深げに呟つぶやく。

　そのあとハルから一連の経緯を聞いて、ナツキは呆あきれたように首をふった。

「生きて動いている『人間の右手』だと？　そんなものが『死神』ばりの射撃で我々を撹かく乱らんさせたあげくに、マユを連れて逃げたというのか？」

「嘘うそだと思うなら、そこの三人が目をさましたら訊きいてみろ。そいつらをのしたのも、その『右手』だったんだからな」

「本当です、自分もそれ見ましたぁ。副隊長は『斡あつ旋せん屋』でそいつにやられて、この子を逃がしちゃったんですぅ」

「おいこら、よけいなことまで言うな、ライ」

　がしがしと赤毛をかきむしってからハルは、とにもかくにもとっ捕まえた「お尋ね者の連れ」に目をやった。

「というわけでな、坊主。――一体ありゃ、何なんだ？」

　トキは奥歯を噛かみしめると、横をむいた。この先は徹底抗戦のかまえだ。マユのこともヒューゴのことも、何を質問されたって絶対に一言だって答えるものか。もちろんタマのことだって……。

（ていうか、タマの場合は何っていわれても俺だってよくわかんないし）

　一族の守護だ、叡えい智ちの右手だとありがたがってはいても、長老たちだって多分、タマの正体なんてわかっていないと思う。

（あんなふうに銃が撃てたり、なんかいろいろなことを知ってたりするし、そのわりに性格は悪いし気まぐれだし、ついでに頼りにならないわけじゃないけど態度デカいし）

「名前はタマ。この少年の一族の守護者で、『叡智の右手』と呼ばれています」

（え!?）

　突然聞こえた声に、トキはギョッと顔をあげた。

（……どうして）

「読めるか、アラキ？」

「はい。つづけてください」

　隊長にうなずいて見せたのは、トキを取り囲む兵士たちの輪から少し離れて立っていた青年だった。宣せん教きよう隊たいの制服をつけているのはもちろんだが、不思議なのは両耳に奇妙な金属製の耳あてをつけていることだ。その片方に手を添えて少しずらし、耳をすませるようにしてトキを凝ぎよう視ししている。

「マユはどこにいる？」

　ナツキの淡々とした声。しまったと思ったが遅かった。耳に滑り込んできた問いかけに、トキは心の中で返答してしまっていた。

「街道のむこうの林の中にテントがあります」とアラキ。

　今度こそトキは唖あ然ぜんとした。

（まさか、この人……『伝聞屋』!?）

　そういえばさっき、ハルがそんなことを言っていた。『伝聞屋』に呼びかけたとか何とか。

（うわあ、まずい）

　あの青年が『伝聞屋』だとしたら、ものすごくまずい。

『伝聞屋』は、人間の思念を読む異能者だ。職業としても非常に特殊で、たとえば遠方にいる人間との連絡を請け負うような仕事をしているらしい。他にも何かしているのだろうが、とにかく珍しい能力なのでトキも詳しいことはよく知らない。本物の『伝聞屋』に会うのもこれが初めてだ。

（でも思念を読むって、どんなふうに読むんだろう？）

「普通の音と同じで、耳で聞いているよ」

（え、じゃあ他の人の考えていることが、全部聞こえちゃうわけっ？）

「そうでもない。遠くの人間には強く呼びかけてもらわなきゃいけないし、すぐ近くにいる人間でもうんと神経を集中させなければならないこともある。何でもかんでも聞こえるってわけじゃない。ほら、普通でもやたら声の大きな人間や、聞き取りにくい声でしゃべったり、まったく無口な人間もいるだろう？　それと同じ」

（そっか。でも心の声まで聞こえちゃったら、やっぱり煩いだろうな）

「うん。だから普段は耳にこれをはめている。普通の音まで聞こえにくくなるのが難点だけどね」

「――おい、アラキ。おまえ何そいつと会話してるんだ？」

　うんざりしたように、ハルが口をはさんだ。

「すみません。なんだかいろいろと訊きかれてしまったので、つい」

「おまえがクソ真面目まじめでひじょーに親切な人間だってのは知ってるがな。俺が今何考えているかわかるか？」

「眠い、腹へった、とっととすませろ。――ところで副隊長」

「あぁ？」

「申し訳ありませんが、少し離れてください。あなたの声は中も外も大きすぎて、耳が痛くなるんです」

「なにいぃ！」

「ハル、離れていろ」

　あっさりと命令すると、ナツキは次の質問を口にした。

「林の中のどこだ？」

（わーっ、わーっ、わーっ！）

「一度街を出たのに、何のために戻ってきた？　マユが情報屋に会ったのは何のためだ？」

（考えない考えないっ、何も考えないぞ……！）

　トキは耳をおさえてかたく目をつぶった。それが何かの役に立つわけでもなかったが。

　ダメだ、と思う。これではもたない。そのうちぽろっと質問に答えてしまいそうだ。

（どうしよう。何か他のことを考えてごまかすとか）

　歌や詩を頭の中でずっと繰り返すというのはどうだろう。

（でも俺、歌なんて全然知らないし。……あっ）

「おまじない」があった。

　夢に出てくる、トキだけが知っている、不思議な旋せん律りつを奏でる言葉。口にすれば冷静になれて勇気が出るおまじない。

（アールア・クルア・ジュニ・ジュチ・アラウグルニア・バイ・ガイ・オム……）

　トキは必死で繰り返す。心の中で言葉を紡いでいるうちにやっと落ち着いてきて、大きく息をついた。

（いいぞ、これなら）

　何を質問されても、これさえ心の中で唱えていれば、他の言葉は出てこない。

　だが――。

「アラキ、どうした？」

　次に聞こえたのは質問ではなく、怪け訝げんなナツキの声だった。

　トキはそっと目を開けた。

『伝聞屋』は両方の耳あてを後ろにはねのけて、信じがたいという表情でトキを見つめていた。顔色が変わっている。

「どこでそれを？」

（ジュチ・アラウグルニア・バイ……え、なに？）

「その言葉だ。どこで聞いたんだ？」

「え、あの、夢の中だけど」

　相手の反応が意外で、思わずトキは声に出して言ってしまった。ここで捕まってから初めてのことだ。

　――幼い頃から何度も見た夢。銀色の光に包まれて、美しい呪じゆ文もんのような声を聞く夢。

　だけど一度他人にしゃべってバカにされてからは、その夢のことは誰にも打ち明けていない。

「夢？」

　またバカにされるか笑われるかしそうで、トキは慌てて言い訳した。

「誰かが夢の中でずっと話しかけてくるみたいっていうか、……すごくきれいな声でアールア・クルア・ジュニって。あのでも、ただの夢だからっ、俺もこんな夢ヘンだって思ってるしっ」

　その一瞬に、トキを取り巻く空気が変わった。場がしんとなる。

　兵士たちが驚いたように彼を見た。

（あ、あれ？）

「隊長」

　アラキが強こわ張ばった声でその空気を破った。

「この少年は『神』の声を聞いています」

「馬鹿な」

　呟つぶやくようなその一言に、トキは目を瞬かせる。

　彼を見下ろすナツキの表情。それまでまったく動くことのなかったそれが、ハッキリと困惑を浮かべていた。

　間違いありません、と『伝聞屋』の声もうろたえている。

「この子は――神の地の住人です」



　ずいぶん走った。

　街道に出て、林の中に入って、それからずっと駆けとおした。

　マユは何度も振り返った。街の灯火はもう見えない。誰も彼女を追ってこなかった。

　タマが彼女の手を握ってぐいぐいと引っ張っていく。マユが走りつづけるように、でも木の根につまずいて転ばないように気遣う速さで。

　どうして。マユは思った。

　トキが捕まってしまった。彼女を逃がすために。

　――おまえさんのような立場にいる人間は、望まなくても他人を巻き込む。

　だからヒューゴだけにしたのに。他の誰もいらないと決めたのに。

　どうして。

「タマさん！」

　ついにマユは悲鳴のような声をあげた。

「もういいです。もう大丈夫ですから！」

　手を握る力が緩んだ。タマは動きをとめると、掌てのひらを返してマユを振り返った。

「お願い、タマさん。トキさんのところへ戻って。トキさんを助けてください！」

　タマはしばらくゆらゆらと空中に浮いていたが、何を思ったのか、ついっとマユの顔に近寄ってその頬ほおに触れた。

（……き。……いき）

（お行き……）

　マユは目を見開いた。

　もちろん、タマが言ったのではない。頬を撫なでられた瞬間に、それまで自分でも気づかなかった記憶の箱の蓋ふたがぱたんと開いたように、その光景が脳裏をよぎった。

　いつだったか、誰かが、言った。

（僕の名は――だ。君にこの名前をあげる）

（さあ、お行き。きっとまた会えるよ）

　こんなふうに同じ暖かな手で、柔らかな感触で、マユの頬に触れながら。

　――あれは誰？

　タマの指が彼女から離れた。それと一緒に、記憶も途切れる。何も思い出せないまま。

「タマさん？」

　呆ぼう然ぜんとしているマユの目の前で、タマは前方を指差して見せた。それからぐいと力強く親指を立てる。

　まかせておけ。そう言っているのだろう。

「……はい。お願いします、タマさん」

『叡えい智ちの右手』は掌てのひらをひるがえすと、ぽーんと飛び上がった。そのまま空中を跳ねて、あっという間に木の葉の間に見えなくなる。

　それを見送って、マユは胸元でぎゅっと両手を握りあわせた。

　大丈夫、きっとトキさんは帰ってくる。何度も声に出さずにそう繰り返してから、マユはタマが指差した方角へと駆け出した。

　夜の黒はいつしか青く透き通りはじめていた。早起きの鳥たちが囀さえずる。

　もうじき夜が明ける。
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「ああ、くそっ！」

　テントのまわりの地面を踏み固める勢いで、キィラは苛いら々いらと歩き回っていた。

「もう朝じゃねぇかっ、何やってんだよあいつら!?」

　マユとトキはまだ戻らない。何事もなかったのなら、とっくに薬を持って戻ってきているはずだ。

（まさかナツキに捕まったんじゃねぇだろうな）

　最悪の予感に苛いら立だつ。

　朝あさ靄もやがあたりにたちこめて、林の樹々の緑が滴るように滲にじんでいた。空はもうすっかり明るい。

　キィラはたまりかねたように立ち止まると、拳こぶしを握って空にむかって絶叫した。

「グズグズしてねえでさっさと戻ってきやがれっ、バッカヤロ――――っ!!」

「はいすみませんっ、戻りましたっ」

「……」

　振りむいた視線の先にマユが立っていた。走ってきたらしく、大きく肩を上下させている。

「あの、薬をもらってきました。……ヒューゴは」

「まだ生きてる」

　不機嫌に答えたのは、ホッとした顔を見せるのがえらく癪しやくにさわったからだ。

（べつにおまえらを心配していたわけじゃないからな）という意味をこめて、キィラは仏ぶつ頂ちよう面づらでマユを睨にらんだ。

「おい、一体今まで何を――！」

　そこで言葉を途切らせて、キィラは眉まゆをひそめた。

「あのバカはどうしたんだよ。一緒じゃないのか？」

「あ……」

　とたんにマユの表情が曇る。しょんぼりとうつむいて、

「トキさんは、ナツキさんたちに捕まってしまいました」

「捕まったって、……おい!?」

「宣せん教きよう隊たいに見つかって、それで私を逃がすためにトキさんだけ」

　呆あつ気けにとられてマユを見てから、まるで歯でも痛みだしたような顔でキィラは唸うなった。

「とにかくできることから優先していこうぜ。――まずは薬だ」



　握りしめた手は、やはり氷のようだった。腕一本でも、力のぬけきったそれは少女の小さな手にはずいぶん重い。冷え切った手の甲を自分の頬ほおに押し当てて、マユは唇くちびるを噛かんだ。

　ヒューゴの顔色は、青ざめるのを通り越してすでに塩のように白かった。昨夜みたいな痙けい攣れんするような震えはとまっていたし呼吸も静かだったけれども、それがよい兆ちよう候こうとは思えない。

「ごめんね。……もっと早くに薬をもってこられなくて」

　ふいに涙がこぼれそうになる。

「おい」

　テントの入り口の布をはねあげ、キィラが顔を突き出した。

　ヒューゴの傍かたわらにいるマユの様子を見るなり、彼女がかぶっている帽子をひったくって、ばしっとその頭に振り下ろした。

「……痛いです。キィラさん」

「ほら湯冷まし！　座り込んでベソをかいている暇があったら、身体からだ動かせ！」

「はい」

　マユは慌てて目をこすると、木の椀わんにいれた薬を湯冷ましで溶いた。

　キィラがヒューゴの頭の下に腕を差し入れて支え、その口元にマユが椀をあてがう。

「ヒューゴ飲んで。お願い、ヒューゴ」

　マユの懇こん願がんも虚しく、ヒューゴは反応しない。血の気を失った唇くちびるを伝って薬は顎あごへと滴り落ちた。

「ああもうっ、かしてみろ！」

　キィラはマユの手から椀をとると、中身を一口、口に含んだ。

　とたん、ぶーっとそれを派手に吹きだす。

「うわ、苦いっっっ！　なんだこりゃ――っ!?」

「キィラさん？」

「う……悪い。もういっぺんだ、もういっぺん」

　悲壮な決意を固めて椀を睨にらみつけると、キィラはそれを一気に呷あおった。ヒューゴの唇に指を添えてこじあけ、自分の唇を重ねて中身を流し込む。

　ヒューゴの喉のどが動いた。

「飲んだ。……キィラさん、飲みました！」

「うううう、まままだだ、これ全部の、飲ませるからなっっ」



    

  
    
      



    

  
    
      　涙目である。よほど苦いのであろう。だが果敢にも椀わんを空にするまで、キィラはやめなかった。

「く……、水、水水、みーず―――っ!!」

　最後に椀を放り出すと、キィラはそばにあった水筒をひっ掴つかんで口に運んだ。水を貪むさぼり飲んで、ぜいぜいと肩を上下させる。

「くっそー、舌が痺しびれちまった。なんだよ、この薬はっ。あーチクショウ、このデカ男、目をさましたらただじゃおかねえっ、……うわ!?」

　マユがいきなりぶつかるように胸元に飛び込んできたので、キィラは仰天した。

「な、ななな……？」

「あ……あり……が……ござま……キィラさ……」

　顔のすぐ下で黒い髪が揺れる。背中に回された細い腕が震えていた。胸元がなんだか湿っぽい。

　少女を抱きとめた格好でキィラは目を丸くしていたが、すぐに口元をぐいと曲げた。

「バカ。泣いてんじゃねえよ、バーカ」

　薬は飲ませた。あとは待つしかなかった。

　ヒューゴの意識が戻ることを信じて。



「えと？」

　目をさますと、窓から射さし込む陽ひはもうすっかり高かった。昨夜は一いつ睡すいもしていなかったし、ヘトヘトだったせいもあって、思いのほかぐっすりと眠ってしまったらしい。

　トキは毛布にくるまったままベッドの上で身体からだを起こし、両手でぐしゃぐしゃと頭をかき回した。

　ここへ連れて来られて、とりあえず寝て起きてみたけれど、わけのわからない状況に変わりはなかった。

　ここ、というのは宣せん教きよう隊たいが駐留している宿である。キダニでも上級の宿らしく、三階建てという大きさといい、瀟しよう洒しやな外観といい、高級感のある調度品の数々といい、トキが泊まっていた安宿とは雲泥の差だ。歩いても床がきしまないところなんか。

　その宿の一室にトキは今いる。客室なので居心地はいい。着いてすぐに食事の差し入れがあったが文句なくうまかった。

　とはいえ。

（よーするに捕まっちゃってるわけだし、俺）

　部屋のドアは外から鍵をかけられ、さらに何かつっかえまでしてあるらしく、押しても引いてもびくともしない――というのはここに入れられてすぐに確認したことだ。ついでに部屋は三階にあるから、窓から逃げ出すことは無理。ということで、ベッドがふかふかだろうが食事がよかろうが、監かん禁きん状態であることに違いはない。

　まあそれでも宣教隊に捕らえられているおのれの立場は納得がいくとして、わからないのは――。

（『神』の声がどうしたとか、なんかそんなこと言ってたけど……？）

　トキの夢の話を聞いて、兵士たちは驚いた顔をした。あの反応は何だったのだろう。そのあと尋じん問もんを打ち切って、ナツキは彼をここに連行するように命じたのだ。

「……」

　とにかく起きるか。

　トキはベッドから出ると、洗面台に水を張って勢いよく顔を突っ込んだ。頭がしゃんとしたところで、寝る前に脱ぎ捨ててあった上着とズボンと靴を身につける。

　ありがたいことに彼のカバンは没収されていなかった。一応中身を調べられたが、入っているのはせいぜい仕事道具やら着替えやら細々とした日常品くらいなので、危険ナシということで返してもらえたのだ。

　そのカバンから布を引っ張り出し、髪の毛から滴る水滴を拭ぬぐいながら、トキは今度はベッドの端に腰かけた。

（マユ、大丈夫だったかな）

　タマがついているから無事に逃げたとは思うけど。薬を持ってちゃんと戻れただろうか。ヒューゴはどうなっただろう。

　そんなことを考えてから、トキはぶんと大きく首をふった。

　マユやヒューゴのことは心配だけども、今はまず彼自身がここから逃げるのが先決だ。

　コツン。

　その時、窓のガラスが音をたてた。小さな石でもぶつかったような音。

　なんだろう、とトキは立ち上がって窓の外を見る。

「タマ!?」

　窓の下の壁にひしっとしがみついている相棒の姿を見て、慌てて窓を開いた。

「おまえ、戻ってきたのっ？　よくここがわかったな!?」

　部屋に飛び込んできたタマは、空中で得意げに指を反らせた。さっきのは指でガラスを叩たたいた音だったようだ。

（うわぁ、こいつを見てすごく嬉うれしいって今思っている自分がイヤかも――っ）

　とりあえず相棒との感激の（？）再会を果たし、

「俺、ここから出られないんだ。ドアに鍵がかかっててさ。なんかここから逃げるいい方法ない？」

　勢い込んで訊きいてみたら、タマは「うーん」と考え込むようにグーのかたちになった。

「そうだロープ、どこかでロープを見つけてきて。それなら窓から脱出できるかも。――え、ダメ？」

　タマは人差し指を立てて左右にふる。それから窓の下を指差した。

　三階という高さはともかく、この宿が面しているのは人々が賑やかに行き交う目抜き通りである。昼間だということもあり、窓からロープを垂らして壁づたいに降りていったりしたら、絶対に目立つ。通行人に通報でもされたらそれまでだ。

「こうなったら、次に誰かが部屋に来た時に殴り倒して廊下から逃げ出すしか……！」

　トキがぐっと拳こぶしを固めた、まさにそのタイミングでドアの外に人の声がした。鍵を開けているらしく、ドアノブががちゃりと音をたてる。

「え、あの、言ってみただけでまだ心の準備が……っ。とにかく、隠れろタマ！」

　間一髪、タマがベッドの下に這い込んだのとドアが開いたのが、同時だった。

「起きていたか」

　入ってきたのはナツキだった。そのうしろに、食事の盆を手にしたハルがいる。一応休息はとったのか、赤い髪の毛に寝癖がついていた。

「そこに座れ」

　隊長はベッドわきのテーブルを小さく顎あごで示した。おとなしく椅い子すに座ったトキの前に、ほらよ、とハルが盆を置く。

　とたん、湯気のたつスープの匂においにトキの腹の虫が大きな音をたてた。

「食べながらでかまわない。おまえに質問がある」

（きたな）

　トキはみがまえた。ここでだって何もしゃべるつもりはない。口元を一文字に結んでぐっと奥歯に力をこめると、殴られた頬ほおがまだちょっぴり痛んだ。

　自分はテーブルの横に立ったまま、ナツキがわずかに苦笑したように見えた。

「アラキを連れてこなかったのは、直接おまえの口から確認したかったからだ。――例の、おまえの言っていた夢のことで」

（え……？）

　マユのことを訊きかれるとばかり思っていたので、トキは目を丸くした。

「食えよ、育ち盛り」

　こちらはドアの横の壁に背中をあずけ、投げやりに腕を組んだ格好でハルが言う。

「腹へってんだろ。料理が冷めちまう」

「あ、は、はい」

　トキがスプーンを握って食事にとりかかっても、ナツキはしばらく口を開かなかった。何かを考え込んでいるような沈黙のあとに、やがて、

「同じ夢を何度も見たのか」

「……はあ」

「誓っておまえが見た夢なんだろうな。他の人間から聞いたのではなく？」

「え、もちろん……」

　なぜそんなことを訊ねるのだろう。

　ナツキは深く息をついた。

「その夢の中で、誰かに呼ばれているような気がしなかったか？」

　そう、誰かがいつも彼を呼んでいた。ずっと遠いところから。

「銀色の光が見えて、誰かが繰り返している。アールア・クルア・ジュニ、と。優しい声だ。その誰かに会ってみたいと思っただろう？」

　煮豆を口に運ぼうとして、トキは手をとめた。息をつめるようにナツキを見た。

「うん。……うん、そうだけど。どうして知ってるのっ？　だって」

　あんなもの、ただの夢だ。自分だけが見る夢だと思っていた。

「夢じゃない」

　トキが声にしなかった言葉を、ナツキは否定した。硬い表情で。

「おまえが聞いていたのは、『神』の声だ」

「――!?」

『伝聞屋』も同じことを言っていた。でも意味がわからない。

「世界には二種類の人間がいる。『神』に愛された人間と、そうではない人間。そのふたつがどうやって分けられたかわかるか」

　いきなりそんなことを訊きかれて、ますます混乱する。トキは黙って首をふった。

「かつてこの世界に降り立った時に、『神』は人間に呼びかけた。その声を聞き取ることのできた人間は愛された者として神の地に住むことを許され、聞こえなかった人間は不要な者として辺境に捨てられた。だからおまえが聞いた声は、今でも神の地の住人ならば日常で普通に聞いているものだ」

　夢、じゃない。あの「おまじない」は『神』の声。遠いところから呼びかけていたのは、『神』。愛された人間ならば当たり前に聞こえる声。

　前にトキは不思議に思ったことがある。『神』はどうやって愛する人間とそうではない人間を分けたのだろうと。

　頭の中が痺しびれたみたいに、周囲の音がぼんやりと遠くなった。うまく考えることができない。トキはやっと、喉のどから言葉を絞り出した。

「だって俺……神の地なんて知らないし……うちの一族はただの鎮魂しずめ屋やだし」

「希まれに辺境でも『神』の声を聞くことのできる人間が生まれることがある。おまえがそうであるように」

「……俺が？」

「血縁関係や地域性、職種との関連は一切報告されていない。ある種の突然変異と考えられるが、我々はそれを『神』に選ばれた者と呼んでいる。いずれにしろそういう人間を発見した場合には速やかに保護し、神の地へ送る手続きをとるのも我々の任務のひとつだ」

　神の地へ――送る？

「おまえには『神』に愛される資格があり、神の地に住む権利がある」

　淡々と、ナツキは告げた。

「どちらか決めろ。選ばれた者として神の地へ行くか、このまま辺境にとどまるか」



「……あーあ見ろよ、すっかり固まっちまって」

　部屋に降りた沈黙を破ったのは、ハルだった。スプーンを握りしめたまま硬直しているトキを眺めて、大仰に肩をすくめた。

「いきなり、おまえは『神』に選ばれた者だとか、神の地へ行くかどうか決めろとか言われてもな。誰だってわけわかんねえって。今まで何も知らなかったんだろうし、もうちょっと考える時間くらいやってもいいんじゃないの？　おまえの時だって――」

　じろりと睨にらまれ、赤毛の兵士はぴたりと口をとざした。

「わかった。確かに猶ゆう予よは必要だろう。だが時間はあまりない。よく考えて返答しろ」

　事務的な口調で言って踵を返したナツキに、やっとのことで「あの」とトキは声をかけた。

「――行くって言ったら、俺はどうなるわけ？」

　ドアノブに手をかけたところで、隊長は振り返った。

「部下におまえを、教団の出先機関まで護送させる。そこで神の地へむかう手続きをとることになる」

「行かないって言ったら？」

「お尋ね者の逃走を助けた罪に問われ、取り調べが終わりしだい教団の監かん獄ごくへ送られる」

「えええっ？」

（それって、神の地か監獄か、俺にはどっちかしかないってことっ？）

　ものすごい二者択一だ。

「ハル？」

　廊下に出ようとして、ナツキは怪け訝げんな目を部下にむけた。

「悪い。先に行っててくれ」

「なんだと？」

　壁にもたれかかった最初の位置から動かず、ハルは薄く笑った。

「ほれ、また固まっちまったぜ、あの坊主。多少はフォローしてやらんと」

　迷うような間が一瞬だけあった。

「私は外で待っている。よけいなことはしゃべるなよ」

「はいはいっと」



　テーブルの反対側の椅い子すがガタンと音をたてて引かれた。トキは顔をあげる。

　わざわざ椅子の向きを逆にしてまたがり、背もたれに両りよう肘ひじをのっけた格好で、赤毛の副隊長が彼を見ていた。

「なあ。おまえさ、なんであいつと一緒にいるんだ？」

「え？」

「マユのこと」

　トキは首をかしげた。そのとたん、遠ざかっていた周囲の音が戻ってきた。

「なんでって。えーっと」

「一緒にいたっていいことは何もないだろ？　逃げ回ってなきゃならないし、危険だし、得になることなんかなーんにもありゃしない。鎮魂しずめ屋やなら鎮魂屋らしく普通にやってりゃ、そこそこ平和に暮らしていけるってのに、何も好きこのんでお尋ね者と関わる必要がどこにあるんだ？　あの娘を助けようとしたり、あんだけ必死になってあいつを逃がしてやったり、あげくに俺らにとっ捕まってこんなことになって。馬鹿馬鹿しいとか思わねえのか？」

　トキはようやくスプーンを皿の横に置くと、すっかり冷めてしまったスープを睨にらんだ。

　言葉が頭の中でぐるぐる回っている。考えて、何かそれらしい言葉を選ぼうとして、結局トキは言った。

「どうしてかなんて、わからないよ」

「ふん？」

「これまでだって他の人に、覚悟だとか決心だとか、そういうものはちゃんとあるのかって訊きかれた。でも考えてもわからなくて、わからないことばかりで、俺ってなんか情けないなって思った。頼りないしさ、マユのそばにはヒューゴがいるから俺はいても意味ないんじゃないかとか」

　本当に、そんなことばかり考えていた。でも。

「でもマユを逃がそうと思った時、そんなことどうでもよかったんだ。頭の中が真っ白で、だけどマユが無事ならいいって、それだけ」

　うまく言えない。上手に言葉にできない。でもあの時、覚悟なんかなくても動けたし、逃げなかったし、後悔もしなかった。

　一心にテーブルの一点を見つめていたために、トキは正面にいる男の目に、どこかおもしろがっているような、それでいて同情を含んだ色が浮かんでいることに気づかなかった。

「一緒にいるって約束したし、マユのことが心配だった。でもそれだけじゃない気がする。危険だとか得にならないとか馬鹿馬鹿しいとか、それはそうなのかもしれないけど、でもそれでもいいやって思うんだ。どうしてだかわかんないけど。それで、もしマユが何かで困ったり助けがいるのなら、やっぱりそばにいてマユのために俺にできること、やりたいって思う」

「よーするにそりゃ、惚ほれてるってことだな」

　ズバリ。ハルは断言した。

「……へ？」

　一瞬きょとんとしてから、トキは真っ赤になって椅い子すから飛び上がった。

「ほ、ホレてって、ホレホレ惚れ……!?　えええええぇぇ――――っ!?」

「錯さく乱らんするなよ、ガキ」

（だって、惚れてるって惚れてるってっ。それってつまりっ）

「俺、マユのことが好きなわけっ？」

　あのな、といかにも呆あきれたハルの口調だ。

「おまえが言ってるのはつまり、自分があいつを守ってやりたいってことだろうが。何の得にもならないどころか、誰が見たって損な役回りだってわかっててもそいつのそばにいたくて、そいつのために何かしたいってのは、惚れてる以外に何があるんだ？」

「そ、そそそ、そっかっ」

　いっそううろたえてトキは赤くなった。

「……ああ、いたたまれねえ。俺も他人からはこう見えるのかねえ」ぼそっとハルが呟つぶやく。

「え？」

「いやこっちの話」

　なぜか苦いため息をついてから、ハルは真顔になった。

「で、どうやら思考力が戻ったところで本題だ。――神の地へ行くかどうかって話だが」

「あ……」

　まだ頬ほおが火を噴くように熱かったが、トキは神妙に椅い子すに座りなおした。

「さっきナツキが言わなかったことがある。いずれわかることだから、あいつは要点だけしか告げなかったんだろうがな。先に言っとかなきゃフェアじゃないと俺は思うわけだ」

「はあ」

　ハルはちらとドアのほうに視線を投げた。

「神の地へ入った時点で、おまえは辺境で暮らしていた間の記憶を消される。故郷のこと、家族のこと、自分が鎮魂しずめ屋やであること、一切合切全部をおまえは忘れることになる」

　トキは驚いて目の前の男を見つめた。

「だって、……どうしてそんなことを？」

「意味はふたつある。といってもあくまで憶測だけどな。――ひとつは、神の地の住人には辺境についての知識など必要ないということだ。あちらの人間は『神』に見捨てられた土地には興味はない。ふたつめは、一度神の地へ行けばもうこちらに戻って来ることはできない。特例をのぞいてはな。それは家族も故郷も失うということだ。そのことに耐えられない人間だっているだろう。ならいっそ記憶などないほうがいい。何も覚えていなければ、あちらで幸せになれる」

　ガタン、と椅子が鳴った。トキは思わず腰を浮かせてテーブルに両手をついていた。

「そんなの……だって……俺、父さんも母さんも兄貴たちだっているし、故郷にはそのうち戻るつもりでいたし、鎮魂屋として独立したのだってついこないだなんだ。……なのに、もし神の地へ行ったらそれを全部忘れるってこと？　家族に会えなくなって鎮魂屋でもなくなって、でも忘れるから何もかもなかったことになっても平気だってこと？　そんなのヘンだよ。どうしてそれで幸せになれるの？」

　今自分が持っている大切なものをすべて失って、それで得られる幸せとは何だろう。

「言ったはずだ。――おまえは忘れる。忘れたことさえ忘れて、それで幸せだ」

　トキは目を見開いた。呆ぼう然ぜんと呟く。

「でもそれ、俺じゃないよ。忘れたら俺じゃなくなるもの」

　――夢の中で、彼はいつも怖かった。あの優しい声の主に会いたいと焦がれる一方で、なぜか自分が自分でなくなるような気がして、いつも立ち尽くしていた。

　もしかしたら、あれは……。

　ハルは黙ってトキを見ている。椅い子すの背にのせた腕うでに、顎あごを埋めて。

　何を訊ねていいのか、急にわからなくなった。また混乱しているのかもしれないと、トキは奇妙に冷静にそんなことを思う。

「神の地ってどんなところ？」

　浮かせていた腰を椅子に戻してから、ふと思いついて口にした。

「さあな。俺は知らない」

「え、だって……？」

「俺は辺境で生まれて育った。宣せん教きよう隊たいだって全部があちらの人間てわけじゃない。現地で志望者を募ることもある。特にうちの隊は辺境出身者の割合が多いんだ。ナツキの希望でね」

　意外だった。宣教隊の兵士は教団の命令で動いているはずだから、全員が神の地から来た人間なのだと思っていた。

「まあ、まったく聞いたことがないわけじゃない。あちらは、少なくとも辺境よりずっと楽に暮らせるところらしいぜ。流行り病もなければ飢えることもない。土地が豊かで不作や水が枯れる心配はなく、無法者がのさばることもない。年がら年中平和なんだそうだ。『神』に愛された者の特権てやつだな」

　つまらなそうに言うと、ハルは椅子から立ち上がった。

「とにかくこれで、言うことは言った。あとはよく考えるんだな」

　そうしてトキを見下ろし、まるで何でもないことのように付け加えた。

「神の地へ行けば、二度とマユとは会えなくなるぜ。マユがいたことすら忘れちまう」

　トキは弾かれたように顔をあげた。

「惚ほれたの好きだの、おまえが今悩んでいることなんか全部無駄ってことだ」

「……なんだか、行くなって言ってるみたいに聞こえるんだけど」

　トキが疑わしげに言うと、赤毛の兵士は鼻先で笑った。

「かもな」

「どうして？」

　ハルはふたたびドアのほうに視線をやる。それから立ったままでトキのほうに身を乗り出し、声を低めた。

「さっき特例をのぞけばと言っただろ。ナツキがその特例だ。――あいつもおまえと同じさ。辺境から神の地へ行った」

「あの人が？」

「十年前だ。俺はあいつと幼なじみでね、ちょうど今のおまえと同じくらいの年だったな。もう二度とあいつと会えないと思っていた」

　思いがけない話にトキは目を丸くする。

「でもまた会えたってことだよね？」

　今こうして同じ隊で顔をあわせているのだから。

「ああ。だがナツキは、何ひとつおぼえていなかったよ。故郷のことも、俺のことも」

「――」

　小さく息をつめたトキに、ハルは口の端だけで笑って見せた。

「行ったヤツはいいさ。忘れることができる。だがな、こっちに残されるほうはそうはいかない。――失うのはおまえだけじゃない。おまえを失う者のことも考えるんだな」



　ナツキは階段の踊り場にいた。

「長かったな。何の話をしていた？」

　戻ってきたハルを見て、眉をひそめる。

「んー、男は報われねえって話かな」

「何だそれは」

「ただの雑談さ。――それより隊長、マユはどうするんだ？」

「放っておけ」

　ハルは驚いて彼女を見た。

「いいのか？　おそらく『死神』は今、怪け我がか病気で動けない状態にある。だったら今のうちだと思うがな。街道のあちら側に捜索隊を送り込んで――」

「そうだとしても今は無理だ。範囲が広すぎる。あの少年の取り調べを進めてからでなければ、捜索のために兵を分散させることのほうが危険だろう」

「アラキが、『死神』なりあのおチビさんの声を拾えりゃ、手っ取り早いんだがな」

『伝聞屋』といえどすべての思念を拾えるわけではない。相性の善し悪しというのがあるらしく、悪い相手なら目の前にいても心が読めないことがある。その意味でマユとヒューゴはアラキにとって徹底的に相性が悪い相手に分類されるらしく、今まで声が拾えたためしがない。

　ナツキは冷淡にすら思える口調で断言した。

「待っていればむこうのほうから動きだす。――あの少年が我々の手の中にある以上、マユは遠くへ行くことはできない」
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「どうだ？」

　テントから出てきたマユが首をふるのを見て、キィラは舌打ちした。

「まったく、いい加減に目をさませってんだ。このあたしが口うつしまでして薬を飲ませてやったってのによ」

　無駄に図体がデカいから隅々まで薬がいきわたってないんじゃねぇか？　ぶつくさとそんなことを言いながら、キィラは焚たき火びのそばにどさりと胡座あぐらをかいた。

「でも少し良くなっているみたいです。呼吸が楽になっているし、手が氷みたいじゃなくなりました」

　マユがその傍かたわらに座る。

「体温が戻ったのか？」

「はい。ちょっと冷たいお水くらいです」

「……」

　よくわからないが、マユがそう言うのだから快方にはむかっているのだろう。

　問題はいつになったらヒューゴの意識が戻るかだ。

　キィラは空を仰いだ。太陽はとっくに中天を通り過ぎていた。じりじりと時間ばかりが経ってゆく。

　ふいに、マユの声が翳かげった。

「キィラさん。……トキさんは無事でしょうか」

　それまで我慢していたけれども思いきって口にしてみた――そんな感じの声だった。キィラは少女をチラと見て、ムッとしたように言い返した。

「知るかよ、あたしがそんなこと」

　あのバカ、と心の中で毒づく。

（いくらこいつを助けるためったってな、……そりゃまあ少しは頑張ったってのは認めてやるし、百パーセント役立たずから二十引いて八十パーセント役立たずくらいにしてやってもいいけど……それにしたって捕まっちまったんじゃ、まんま役立たずに変わりはねえんだよ！）

「私、前にトキさんに言ったことがあるんです。私とヒューゴを殺そうとしている人たちがいるから、一緒にいたらトキさんは危ないですよって」

　マユは膝ひざを抱えて小さな声で言った。

「あぁ？」

「そしたらトキさん、大丈夫だって言ったんです。危なくなったら自分はちゃんと逃げるからって。だから私、よかったって思ったんです。本当に危ない時にはトキさんは安全なところへ逃げてくれるから、その時までは一緒にいても平気だって。なのに……」

　トキは逃げなかった。自分から危険な場所に走って行った。

　マユのために。

「こんなの……どうしていいかわかりません」

　キィラは横目でマユを見た。

「わかんねぇのか？」

「はい」

「簡単だろ。心配してりゃいいんだ」

　きっぱりと言ったキィラを、マユは首をかしげて見た。

「え……？」

「あいつ、おまえが心配ってだけで走ってったんだ。弱っちいくせに、バカみたいに一生懸命にさ。だから今度はおまえがあいつを心配して、あいつの無事を一生懸命に願っていればいいんだ」

　マユは膝ひざを抱いてうつむいた。

「……私のせい、ですよね。私と一緒にいたから、トキさんはこんなことに」

　キィラはじろりとマユを睨にらんだ。

「殴るぞ、こら。あたしは、そういう真後ろむいた考え方がだいっきらいなんだ。何があったって、あいつはそれがおまえのせいだなんてカケラも考えないにきまってら」

「だって」

「あたしだってあいつに言った。宣せん教きよう隊たいに捕まるのが嫌ならマユから離れろってな。だけどあいつはそうしなかった。逃げようと思えば逃げられたのに、逃げなかった。それはあいつが決めたことだ。あいつが選んだことだ。――だからおまえがつまんねえことをぐちゃぐちゃ言う必要はねえんだ」

「……はい」

　キィラは鼻を鳴らすと、ごろりと仰向けに寝転がった。肘ひじを枕に、空を見上げる。

「とにかく、デカ男が目をさましたらあたしがキダニへ行って様子を見てきてやる。おまえはあいつが戻ってくるって信じて待ってろ」

　その前にトキの口からこの居場所がバレる可能性もあるということを、キィラは黙っていた。

「嫌です」

　マユがふいに顔をあげて言った。

「は？」

「トキさんは戻ってきます。タマさんがついています。――でも、待ちません」

　思わぬ返事に、キィラは目を丸くした。

「ヒューゴが起きたら、一緒にキダニへ行ってトキさんを取り戻します。それで、トキさんに約束をしてもらいます」

「約束？」

　はい、とマユは大真面目まじめに大きくうなずいた。

「もう絶対に宣せん教きよう隊たいに捕まらないこと、自分の命を守ること、タコを食べろって言わないことです」

「……」

　二番目と三番目が同じレベルなのがすごかった。



　迷うことは、何もないはずだった。

『神』のことなんて知らない。神の地へ行きたいと思ったことなんか一度もない。

　それよりも大切なことが、たくさんある。

　忘れたくない。何ひとつ。

「やっと独り立ちできたんだし、早く一人前の鎮魂しずめ屋やになりたいし、故郷に仕送りだってしたいし、故郷のみんなに二度と会えなくなるなんてイヤだしっ」

　――神の地へ行けば、二度とマユとは会えなくなるぜ。

　ハルの言葉を思い出し、トキはカッと赤面した。

（もちろんマユに会えなくなるなんて絶対にイヤだ。……だけど……だけど俺……本当にマユのこと、す、すすす、ス……うわあぁぁ！）

　ベッドの端に座ったまま頭を抱えてじたばたしているトキの頭を、タマがバキッと殴りつけた。

「……あったー！　何すんだよ!?」

　涙目で顔をあげたトキの前に、ずいっと石盤が突き出される。

『とっとと決めろ』

「決めろって、はじめっから決まってるだろ！　神の地なんか行くもんか！」

　タマは石盤の字を掌てのひらで消すと、あらたにチョークで書き込んだ。

『監かん獄ごく？』

「行くか――っ!!　監獄なんか行ったら一人前の鎮魂屋になって仕送りするどころか、マユにだって会えないじゃないかっ、神の地へ行くのと同じだよ、同じ!!」

　というわけで、やっぱり逃げるしかない。

　タマは石盤を放り出すと、何を思ったのかいきなりカバンを開けて、中身をぽいぽいと床に散らかしはじめた。

「こらタマ、勝手にひっかき回すなよ。またしまうのが面倒だろ。って、……何これ？　え、札……!?」

　死界へ扉を開くための、鎮魂屋の札だ。カバンの底に入れてあったそれをタマから手渡されて、トキは唖あ然ぜんとする。

「こ、これで、どうしろって？」

　タマはふたたび石盤を持ち上げた。

『扉を開いてそこから外へ逃げる』

「だって、これは死者を死界へ送るための札だぞ!?　扉のむこうの路は死者の世界につながっているから、生きた人間が入るなんて無理だよ！　だいたい中に入ったら出てこられる保証なんかどこにもないんだしっ」

『昔、ものすごく才能と実力のある鎮魂屋が何人も入って、無事に出てきたのを見たことがある』

「……」

　すみません。俺まだ駆け出しの半人前で、一族のみそっかすだの落ちこぼれだのと言われている人間なんですけど。

『神の地・監かん獄ごく・死界。どれを選ぶ？』

　究極の三択。

「……他にないわけ？」

『ない。なくもないが、時間がない』

「へ？」

　急にタマの筆跡が乱れた。慌てたように書きなぐる。

『足音。誰かくる。早く』

「え、ええっ？」

　悲しいかな、その瞬間考えるより先にトキの頭の中で、「ここから逃げなければ」プラス「誰かがくる」イコール「逃げられなくなる。マズイ」という方程式が明めい滅めつした。

（早く扉を開かなきゃ――！）

　ほとんど脊せき髄ずい反射である。

　大急ぎで床に散らばった私物をカバンに押し込み、紐ひもを肩にかける。手に握りしめていた札を叩たたきつけるように壁に貼りつけた。

　呪じゆ文もんを唱えると、札に書かれた文字から淡く輝く煙のようなものが漂い出た。それを片手にすくい取り、素早く一気に、扉のかたちを壁に描く。

　何もなかった部屋の壁に、不透明な灰色の扉が出現した。

　そのむこうは死者を安息の場へと送る路。のぞき込めば、霧のようなものが渦巻いていて、先に何があるかは見透せない。

「よし、うまくいったぞ」

　と、そこでようやく気がついた。

「だからっ、ここに入って出られなくなったら俺どうなっちゃうわけ!?　てか、この中どうなってんのっ？」

　ガチャリ。部屋のドアが音をたてた。鍵を開ける音。

　つづいてドアが開き、灰色と臙えん脂じ色の制服が飛び込んできた。



　取り調べのために部屋に入ったとたん、室内の異変に気づいた。

　壁が灰色に四角く切り取られている。ちょうどこの部屋のドアくらいの大きさの――空間がそこに開いていた。

　その前に立っていたトキが、驚いた顔でこちらを振り返った。

「動くな！」

　緊急事態だととっさに判断したナツキは、銃をぬいて相手にむけると、鋭く命じた。

「おい、どうした？」

「隊長!?」

　廊下に待たせてあったハルと『伝聞屋』が、部屋に駆け込んだとたんにそろって絶句する。

「あ、あの……」

　灰色の空間を背に、まごまごと戸惑っているトキの背中を押したのは、もちろん彼の相棒であった。実際には押したのではなく、襟えり首くびを掴つかんで背後からぐいと引っ張ったのだが。

「わ、待てタマ、ちょっと――！　――!!」

　あっという間に壁際に引きずられたトキの身体が、次の瞬間、背中から転がり落ちるように灰色の空間にかき消えた。

「うっぎゃあぁ――！」という悲鳴が尾を引いて遠ざかり、すぐにぶつりと途切れる。

「く……っ」

「やめろ、ナツキ！」

　灰色の空間に駆け寄って手を伸ばそうとしたナツキを、ハルが引き留めた。その目の前で幻のように死界への扉が閉ざされる。瞬きひとつの間に空間は消滅し、何の変哲もない壁に戻った。

　はらり。効力が切れて焼け焦げたように黒くなった札が、壁からはがれて床に落ちた。

「一体、どういうことだ？」

　ナツキは壁に指を這はわせながら、呆ぼう然ぜんとして言った。

「こいつは鎮魂しずめ屋やの商売道具だな」ハルが足下の札であったものを拾い上げた。「アラキ、読めたか？」

　一瞬だけですが、と『伝聞屋』は応じる。

「今のは死者の世界に通じる扉だったようです」

「はあ、死者の……？　おいおい、必死はいいが本当に死ぬんじゃねえか？　大丈夫なのかよ？」

　無茶しやがる、とハルは顔をしかめた。

「おまけにあの右手までいやがった。……ぬかったな」

　バンッとその時、壁が鈍い音を響かせた。ナツキが掌を叩たたきつけたのだ。

　女隊長は悔しさをこらえるように、きりっと唇くちびるを噛かみしめた。

「――想定外だ。まさか、こんなところであの少年をとり逃がすなど」



　粘りつくような灰色の霧に呑のみ込まれて、下に落ちているのか上に昇っているのか、わからなかった。

　ついでに自分がどうしてここにいるのかも、わからなくなった。

（ここ？）

　どこだろう、ここは。トキはぼんやりと思う。

　気がつくと広い草原の真ん中で風に吹かれて立っていた。視界のすみに小さな影が滑空し、見上げればそれは一羽の鳥で、ああそうだあの鳥を追いかけていこう、ふと目を瞬かせるとどこかの街の中に彼はいて、誰かに道を訊ねようとしているのに誰もいない。早く早く行かなければいけないあそこへ、でもあそこというのはどこだろう。焦って街角を曲がるとそこは深い森の中でねじくれた大木が壁のように行く手を阻んでいて、引き返そうと振り向いたら、波の音だ、西に大きく傾いた太陽が見渡すかぎりの水平線に沈みこもうとしている、急がないと夜になるから行かなければ扉を……。

（扉？）

　そうだ扉をくぐったんだ。でも何のためだっけ？

　まるで幾千もの夢の断片が押し寄せてくるかのようだった。その夢には色がない。風景はかすれたインクみたいな古ぼけた薄茶色に染まっている。草原も街の建物も森の樹木も夕ゆう陽ひも海も、その他にも目の前を通り過ぎていった無数の風景のすべてが。

　急に頭がぐらぐらして、トキは目をつぶる。そうしてふたたび目を開いた時、その光景が彼の前に出現した。

　――いいや、我々は空も月も望んではおらぬよ。そんなものに手を伸ばすのは、愚かな者のすることだ。

　――武勇伝も英雄も必要はない。死者を安らかに送ることが、我々鎮魂しずめ屋やの務め。それ以上のものは望みはせぬ。

　光がわずかに翳かげり、そこが家の中であることがわかる。書物の詰まった棚を背にして、一人の老人がこちらに顔をむけて立っていた。誰かと会話をしているらしい。長いヒゲを生やし、足下まであるローブを身につけた、やたら目つきの鋭い老人だった。

（あれ？）

　トキは首をかしげた。その老人を知っているような気がしたのだが、思い出せない。

　――そうだ、あなたが言うとおり、あの子はいつか彼らに会ってしまうかもしれない。だがそれは、あの子にとっては。

　――いや我々の一族にとって不幸なことだ。

　――あの子の両親は、あの子が平凡な人生を送ることを望んでいる。親としては愛する我が子の幸せを願うのは当然のこと。

　すべては相変わらず、薄茶色の濃淡にぼやけていた。

　――暗示が必要だ。あの子の目をふさいでしまわなければならない。見てはならぬものを見てしまう前に。

　――申し訳ないがあなたの望みには添えぬ。

　老人は真っ直ぐにこちらを見て告げた。

　――叡えい智ちの右手よ。

「ええ……!?」

　トキは思わず大声をあげた。

（そうだあのローブ、うちの長老たちが着ているやつだ！）

　と、老人はぴたりと口を閉ざした。考え込むような数呼吸の間をおいてから、顔をしかめていきなりずかずかとトキのほうにやってきた。

「こぉらっ、ここで何をしとるか――っ！」

　指を突きつけて、一いつ喝かつ。

「えええええ――っ!?」

　トキは仰天した。それまで絵の中の遠い風景でも眺めているようなつもりでいたのに、その絵の人物が突然目の前の現実と化して怒鳴ったのだから、驚くのは無理もない。

　しかも本当に怒っていた。セピア色のまま、老人は顔を真っ赤にしている。ヤカンのように湯気でも噴ふきそうだ。

「道に迷っておるではないかっ。自分の行き先を見失うとは、なんという未熟者！　ここをどこと心得ておる、死者が生界との未練を断ちきる厳げん粛しゆくの場であるのだぞっ、それをピクニック気分でのこのこやって来るからこういうことになるのだっ、気合がたりん気合がっっ！」

　説教好きなタイプのようだ。

「いえあの、違うんです、俺はここに引っ張り込まれて、タマが……じゃない、叡えい智ちの右手が……」

　しどろもどろで言い訳すると、老人はトキの肩の上にいた「タマこと叡智の右手」に目をやって、露骨に嫌そうな顔をした。

「あんたはわしの言ったことを聞いておらんかったのか。望みにはこたえられんと言ったはずだ。なのに、あんたは結局この子を選んだのだな？」

　いきなりタマが動いた。トキの肩から飛び降りて、老人の右手をがしりと握る。そのまま大きく上下に振った。

　握手。「まあまあ、僕たちお友達でしょ～」みたいな。

　老人もタマを力強く握り返す。そのまま大きく腕を回すと、「ふんっ」と遠くへぶん投げた。

「何が守護じゃいっ、一族を災難に巻き込む気かっ。わしらの努力を無駄にしおってクソいまいましい――っ！」

　トキの故郷において「叡智の右手」は常に畏い怖ふと尊敬の対象であった。代々の長老たちもそれは大切にタマを敬って世話してきたはずだが、この老人は例外らしい。

「タイカとサヤもさぞ嘆くことだろうて」

　両親の名前を聞いてトキは目を丸くした。

「あの、俺の父さんと母さんを知っているんですか？」

「何を寝ぼけたことを言っておる！　当たり前だ、わしはおまえのひいじいさんのカガミじゃ！　まさかおまえはこの顔を見忘れたのか――っ！」

「え、ひ、ひーじーさんっ!?」

　ちなみに曾そう祖そ父ふはトキが二歳の時に大往生している。覚えているわけがない。

「そ、そのひーじーさんがなんで、こんなところにいるんですかっ？」

「死んだからに決まっているじゃろうが」

「あ、そっか」

　なぜか納得してしまうトキである。

「あのあの、それから」

「なんじゃまだあるのか」

「さっき言ってた選ぶとか一族の災難とかってどういう意味ですか？」

　カガミ老人は顔をしかめた。

「それは――」

　べしっ。

「わっ、タマ!?」

　いつの間にか舞い戻っていたタマが、老人の顔にしっかりと貼はりついていた。

「――ええいクソ」カガミは無理矢理に叡えい智ちの右手を引きはがして、「わかっておるとも！　死者となってこちら側に来てしまった者は、生者に関与することはできん。それが決まりというものだ。――というわけで、その質問には答えられん！」

「はぁ」

「それでおまえは、どこへ行こうとしていたんじゃ？」

「あっ」

　そういえば、とトキは思う。

「どこへ行くか決めてませんでした」

　だって扉の中に入ったらどうなるかさえ、わからなかったわけで。

　嘆かわしいとばかりに老人は頭をふった。

「そんなことだから、死者たちの未練にひきずられてしまったんじゃよ。いろんな風景を見たじゃろう？　あれは思い出という名の現世への未練じゃ。行く先もわからずふらふらしておるから、おまえは死者たちが最後にここに捨てていった思い出に囚とらわれて迷ってしまったんじゃ。ヘタをすればそのまま閉じ込められて、永遠にさまよいつづけていたかもしれんぞ」

「す、すみません」

　ほれ、と老人は腕を持ち上げて、ぐるりとあたりを指し示した。

　気がつけばすべての風景は消え失せて、あたりにはふたたび灰色の霧が渦巻いている。

「よく見ろ。自分の行き先を見極めろ。死者は二度とそこに戻ることはかなわぬが、生きている者は自分の望む風景の中に――会いたい者のもとに戻ることができる」



　会いたい者。

　トキは一心に霧を見つめた。

　行こう。――彼女のところへ、行かなければ。



　願った瞬間、トキの足下の霧が消え、ぽっかりと穴が開いた。

　当然、落っこちた。

「うっぎゃああぁぁ!!」

　尾を引いて遠ざかってゆく悲鳴を聞きながら、カガミはタマをじろりと睨にらんで大きく肩をすくめた。

「あんたはこれを運命だとでも言うのかね」

　叡えい智ちの右手はそこに浮かんだまま、反応を示さない。人間ならばさしずめ「ただ無言」といったところだ。

「平凡たれと望んで、わしらはあの子の能力を封じた。そうでなければあの子は自分の力の大きさに自滅しかねん。それどころか一族に災いすらもたらすかもしれんのだ。――それを知っていながら、あんたはあの子を自分の目もく論ろ見みに利用しようというのかね」

　老人はため息をつく。

「叡智の右手よ。あんたはまったくやっかいな存在だ。こうなっては、わしはただここであの子を見守っていることしかできん。だがな、この先何が起こるとしても、せめてあんたがあの子を守ってやってくれ。それだけは頼む」

　それまでカガミの言葉をじっと聞いていたタマが、ひょいと動いた。

　老人の目の前に浮かんで、ぐいと力強く親指を立てて見せた。よっしゃまかせておけ、のポーズだ。

「――」

　老人は物も言わずにタマをがしっと掴つかむと、次の瞬間、トキが消えた穴の中に力一杯叩たたき込んだ。
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　バキバキバキ、どさ――っ。

「あたたたた……」

　なぜか空中に放り出され、地面に真っ逆さま。樹木の枝がクッションがわりになったのと、地面が柔らかかったおかげで助かった。

　少し遅れて、タマが腹の上にぼすっと落ちる。

（ああ、夕ゆう陽ひが赤い）

　仰向けに見上げた空が日没の色に染まっていた。扉をくぐった時にはまだ午後の陽は高かったのに、思ったよりも長い間、死界にいたようだ。それともあちらは、時間の流れが違うのだろうか。

「トキさん！」

　ひっくり返ったまま顔を反らせると、駆け寄ってくるマユの姿が見えた。

「ナツキさんたちから逃げることができたんですね！　よかったです、無事で！」

「ま、まあね」

　再会は嬉うれしいのだが、普通はここで、なぜトキが空から落ちてきたかをまず疑問に思うべきだろう。

　とりあえず起き上がろうとして、「…………あれ？」

　身体からだの下の地面がやっぱり妙に柔らかい。おまけに暖かい。

「あのお、トキさん。早くどかないと、キィラさんが」

「……」

　不運にも墜落したトキの下敷きになって、キィラは目を回していた。



「――てめぇ、あたしになんか恨みでもあるのかっ!?　なんでよりによってひとの頭の真上に落っこちてこなきゃなんねえんだよっっ！」

「ごめんなさいすみませんわざとじゃありませんっ」

　およそ半時間後。野や営えい地ちの焚たき火びの横には、ほっぺたにでっかい絆ばん創そう膏こうを貼はりつけて怒りに身を震わせたキィラと、その目の前でなぜかきっちり正座してひたすら小さくなっているトキの姿があった。

「監かん禁きんされたから、死者の世界を通り抜けて戻ってきたって？　それができるならもっと早くに逃げてこい、バカ！」

「で、でもうまくいくかどうかわからなかったし」

「うるせえ、この万年役立たずのウスラボケ――っ！」

「う……、ごめん」

　その時、傍かたわらにいたマユが身を乗り出して、彼の手をきゅっと握った。とても無造作に。

（え……）

「よかった。本当に嬉しいです、トキさんが帰ってきて。キィラさんも私も、トキさんのことをすごく心配していたんですよ」

　誰が心配なんかするかこんなヤツ、と毒づくキィラの声は、もはやトキには聞こえていない。

　マユの小さな手。その暖かさ。意識した瞬間、

「うわあっ」

「トキさん？」

　とっさにトキは、マユの手を振り払い、両手を高々と頭の上にあげていた。

（し、静まれ静まれ、俺の心臓）

　街の中を逃げ回っている時には、手をつなぐくらい何でもなかったのに。

「どうしたんですか？」

「ごごごめん、どどうもしないっ。それより――」とにかく話題をかえた。「ヒューゴは？　よくなったの？」

「あ……」

　マユはちょっと顔を曇らせた。

「まだ起きないんです」

「え、それじゃ」

「でも大丈夫です。もうそんなに苦しそうじゃありませんから」

「そ、そう。……そうだよね、きっともうすぐ目をさますよね。あんなに苦労して薬を手に入れたんだから」

　今はそれしか言うことができない。

　さっきまで赤く染まっていた空は、夜の訪れを告げる紺色と淡い茜あかね色に変わっていた。周囲の樹林には、一足早くに闇やみが降りつつある。

「あ、そうだ。もう夕食の時間だね。俺、つくるよ」

「いいですよ、トキさんは戻ったばかりなんだから休んでいてください。私がやります」

「いやほら、全然平気だからっ、ぜーんぜん疲れてなんかないからっ」

　どんなに疲れていようと、心遣いが嬉うれしかろうと、マユの手料理を食べるくらいなら自分でやったほうがマシである。

「じゃ、鍋をかけるからもうちょっと火を大きく……」

　腰を浮かしかけた、瞬間だった。

　ひゅっと空気を裂くような音を、トキは聞いた。

　同時に傍かたわらのカバンの上にいたタマが、何かをさえぎるように大きく指を広げて彼の眼前に跳び上がり――そのまま、ぱたりと地面に落ちた。



    

  
    
      



    

  
    
      「タマさん！」マユが悲鳴をあげる。

　トキは呆ぼう然ぜんと、動かなくなったタマを見つめた。何だろう、タマの掌から突き出たものが、炎の光をきらりと弾いて……。

　針だ。

　ふいに哄こう笑しようが樹間の闇やみから響いた。

「ヒャーハッハッハ！　見つけたぜぇ、おまえら！　昨日はよくもやってくれたなぁ。今度こそ全員まとめてぶち殺してやるから、覚悟しろよぉ――！」

　イヤというほど聞き覚えのある、毒針使いの声だった。



「火から離れろ！」

　キィラは瞬時に両手に得物を掴つかむと、焚たき火びを足で蹴散らした。

「タマ！　おい、タマしっかりしろ！」

　トキは地面に膝ひざをつくと、タマを拾い上げた。おそるおそる揺さぶったが、ぴくりとも反応がない。

（まさか、俺のことをかばって……）

　タマを刺し貫いている針。それはもしこの相棒が飛び出してこなければ、確実にトキに命中していたはずのものだ。

「ふん、くたばったかと思ったら、てめえら性懲りもなくまた出てきやがったのかよ！　ええ、“〝風船割り”〟？」

「生あい憎にくだったなぁ、“〝三日月”〟。曲芸は身の軽さがウリだぜ。海に突き落としたくらいで俺たちをどうにかできると思っていたのなら、甘い甘い」

「戻ってくるのに、少しばかり時間がかかっちまったがなぁ」

　舌なめずりするような声が闇の中から響く。夜の空気が殺気に張りつめた。

「おい、おまえらは逃げろ」

　刃やいばを油断なくかまえて、キィラはあとの二人に鋭く囁ささやいた。

「でもヒューゴが……！」

「いいからとにかく今はどこかに隠れていろ。こんだけ暗けりゃ、あいつらだってそう簡単に狙ねらい撃ちはできねえはずだ」

　言いざま、刃を横にはらう。撃ち込まれた針を叩たたき落とした。

「あたし一人で、おまえら二人守りながら戦うなんて無理なんだよ、わかったかっ」

　トキは歯を食いしばった。タマに突き刺さっていた針を引き抜き、投げ捨てると、相棒を懐に入れて立ち上がった。

「行こう、マユ」

「でも……でも」

「キィラの言うとおりだ。このままじゃ、みんなやられるよ」

　今は、今だけは逃げる。マユを守るために。

　だがマユの腕を掴つかんで駆け出そうとしたとたん、トキの鼻先すれすれをひゅっと風がかすめた。とっさに目で追うと、すぐ脇の樹木の幹に針が突き立っている。

（狙ねらいが外れた？）

　違う。これは、わざと外したのだ。

　足が凍りついた。マユを背中にかばうのが、トキには精一杯だった。

　またも笑い声が響いた。

「アッハー、逃げようとしても無駄だぜぇ。見えてないと思ったか？　思ったんだろう？　丸見えだぜ、残念だったなぁ」

「どうして俺たちが“〝風船割り”〟と呼ばれているか、教えてやるよ。目隠しをして吹き矢で風船を割るのが俺たちの芸だったのさぁ。目をつぶっていたって、俺たちにゃ何でも見えるんだよぉ。なあ兄貴」

「そうとも見えるのさ。たとえ真っ暗闇やみであろうとなぁ。ここにこうしていたって、おまえらの動きは手に取るようにわかる。おまえらの怯おびえた顔が、よぉく見えるぜえ」

　彼らもまた異能の持ち主である。

「くっ……」

　ひゅんと空気が鳴り、空中を薙ないだキィラの刃やいばが火花を散らした。たてつづけに二度、三度。暗闇で飛来してくる針を視界にとらえるのは、いくら彼女でも無理だ。音と気配と勘がすべてである。声の出所が見切れず、刃を放って攻撃に転じることもできない。

「見えねぇんだろ、“〝三日月”〟よぉ。おめえには俺たちは見えねえよなぁ。ほぉらほらいくぜ、よけられるもんならよけてみなっ」

　キン！　カ、キン、キィン！

　三日月のかたちのふたつの刃が縦横に舞う。右、左、針を弾いて横っ飛びにとんとん、と地面を蹴る。毒針使いが枝から枝へめまぐるしく移動しながら、時間差で針を叩たたき込んだ。かわし、キィラは片方の刃を逆手に持ち替えて盾にしながら、後方へ跳んだ。

「キィラ、後ろにいる！」

　ハッとしてトキは叫んだ。振り返ったキィラの身体からだが不自然に捩ねじれ、かろうじて針を叩き落としたもののぐらりとバランスを崩した。そのままどっと地面に尻しり餅もちをつく。

「きゃっ」

「キィラ！」

　思わず駆け寄ろうとしたトキの足下に、針が突き立った。

「おおっと動くなよぉ。まだまだこいつにゃ、愉快にダンスを踊ってもらうんだからよ」

「ヒャハ、無様だな“〝三日月”〟。ほれ立てよ、どうした、もっと俺たちを楽しませてみろ」

「おまえが立っているうちは、そこのお子様たちには手を出さないでいてやるからさぁ」

（こいつら……遊んでいるんだ）

　トキは唇くちびるを噛かんだ。

「チ……クショウ」

　キィラは息をはずませながら、それでも刃やいばを両手に握りしめて立ち上がった。

「ヘラヘラ笑ってんじゃねえ、下げ衆すの変態野郎ども！　さっさとかかってきやがれっ！」

「こいつぁいいや、いつまでそんな強気な口がきけるかねぇ」

「どのみちこっちが見えてねぇおまえに、どうやったって勝ち目はないさぁ、可哀想になあぁ」

　嘲ちよう笑しようが闇やみをけたたましく震わせて、四方から降り落ちる。

　フツッとその時、トキの身体からだの中で何かが小さな音をたてて切れた。

「……トキさん」

　背中でマユの声がする。

「どうしよう。このままじゃキィラさんが」

　トキは懐からぐったりしたままのタマをそっと取り出し、マユに渡した。

「こいつをお願い。それから、何があっても俺の後ろにいて」

「トキさん？」

　トキは顎あごをあげると、すっと息を吸い込んだ。

「――見えているよ」

　くらくらするほど腹が立っていた。身体の奥底から熱いものが突き上げて、それなのに頭の中は奇妙に冷静にさめている。誰かに対してこれほどの怒りを感じたのは、生まれて初めてのことだった。

「こっちからだって見えている。一人はそこ。それで、もう一人はそこだ」

　迷いもせず、トキはカザ兄弟が潜む枝を指さした。

　頭上の闇がいっとき沈黙する。刃をかまえたまま、キィラが驚いて彼を見た。

「あんたたち、ずいぶん人を殺しているんだね。それもひどい殺し方だ。殺された人たちは、みんなそこにいるよ。あんたたちのことをすごく恨んでる。彼らがそばにいるかぎり、あんたたちがいくら隠れたって無駄だ」

　無惨な死を遂げた亡者たちの影が、毒針使いの兄弟たちの後ろに渦を巻くように群がっていた。自分の命を奪った者たちの身体に手をのばし、怨み憎しみの呻うめきをあげながら、てんでにすがりつこうとしている。

　当の毒針使いの姿は見えなくても、その亡者たちの姿がトキには見えていた。

「あんたたちはその人たちからは逃げられない。鎮魂しずめ屋やだって、そんなふうになってしまった亡者を死界へ送ることはできない。あんたたちが死なないかぎりはね」

　最初から見えていた。だから一度目の襲撃の時に、逆にトキは状況がわからずに混乱したのだ。相手が毒針使いとは知らず、キィラが亡者たちの集団目がけて刃を放っているようにしか見えなかったので。

「へえぇ、そうかい。それでその死人どもがどうしたって？」

　ようやく気を取り直したらしい、毒針使いたちの声が響いた。すぐにそれが嫌な笑い声となる。

「死んだヤツにどう思われようと、こっちは痛くも痒かゆくもねぇなあ。死人に何ができるってんだ。それともそいつらが、おまえらを助けてくれるとでもいうのかぁ？」

「そうだよ」

　怨うらみを晴らすためなら、死者たちは喜んで協力してくれるだろう。あとは彼が、その手段を与えてやればいい。

　トキは死者を操る呪じゆ文もんを唇くちびるにのせた。明瞭に、高らかに。

　亡牛退治の時に失敗していることも、それどころかこれまで一度も成功したことのない呪文であることも、頭になかった。

　ただ、腹の底から湧き上がる怒りを、言葉にして紡いだ。

　毒針使いの笑い声が途切れた。

「げ、なんだよありゃ!?」

　キィラが呆あつ気けにとられたように呟つぶやく。

　頭上の枝葉の茂みに、燐りんのような青い光があふれだした。二ヶ所。つづいて悲鳴があがった。

「うわ、なんだおまえらぁ!?」

「やめろくるなぁ！　放せ、やめろ、うわああぁぁ――！」

　呪文の力によって生きていた時の姿を取り戻した亡者たちが、青白い光を放ちながらいっせいにカザ兄弟に襲いかかった。おうおうと怒りの声をあげながら、手、足、胴、頭、ありとあらゆるところに腕をのばしてしがみつく。あっという間に死者の群れに呑のみ込まれて、毒針使いの姿は見えなくなった。

　マユが後ろからぎゅっとトキの上着を掴つかんだ。

「あの人たち、どうなるんですか？」

「あのまま動けないだけ。あいつらを逃がさないでって死者たちに頼んだから」

「殺さねぇのか？」

　傍かたわらに来て、キィラが訊ねる。

「姿が見えるようになっても実体はないんだし、死者は直接には生きた人間に手を下すことはできないよ。……それにあいつらがどんなにヒドイやつでも、俺は鎮魂しずめ屋やだから、死者を安らかにするのが仕事だから、彼らに人間を殺させるわけにはいかない」

「へぇ。それで、このあとあいつらをどうするって？」

「……え？」

　トキは目を瞬かせた。キィラを見る。

「えーとえーと、三日くらいあのままにしておいたら、あいつら反省しないかな？」

「――！　バカか、てめえは!?　反省を促うながしてどうすんだあぁぁ――!!」

「や、やっぱり？」

　キィラは両手の刃やいばをがしっと握りなおした。

「もういいっ、今すぐあたしがあいつらにトドメを刺してやる！」

　ダァン！

　大気がその時、震えた。

　銃声だ。つづいてもう一発。

　死者たちがいっせいに夜空に舞い上がる。直後、毒針使いたちの身体からだがどさりと地面に落ちてきた。

　すでに絶命していた。まるで呆あつ気けなかった。

「ヒューゴ！」

　マユが叫んだ。

　いつ意識を取り戻し、テントの外に出てきたのか。ヒューゴはかまえていた銃をおろして地面に片膝ひざをつくと、自分にむかって走ってきた少女を両腕で抱き止めた。



「ヒューゴ！　ヒューゴヒューゴ！　よかったあっ」

　よかった。生きている。戻ってきた。――大事なものを、失わずにすんだ。

　自分よりもはるかに大きな男の身体からだを抱き締めて、マユは泣きじゃくった。

　それを眺めて、「あー、やれやれ。やっと目をさましたのかよ」

　キィラはホッとした顔で肩をすくめる。



    

  
    
      



    

  
    
      「これでやっとおまえらのお守りをせずにすむぜ。――って、何やってんだよ？」

　感動の光景をよそに、トキはぐったりとつぶれたような格好で地面にはりついていた。

「ちょ、……ちょっと、貧血」

「はあ？」

「ごめ……俺、死者は平気なんだけど……死体がまだちょっと……」

「はあぁ？」

　カザ兄弟の死体を見て気分が悪くなってしまった。こればっかりはまだ慣れない。

「おまえな、ほんとに覚悟が足りてないんじゃねえの？　マユと一緒にいたら、この先山ほど死体を見ることになるんだぞ？」

「うー」

　マユのそばにいるのに覚悟なんかいらない、と一度は思ったけど――やっぱり必要かもしれない。

　ぽん、とその時、肩を叩たたかれた。

　顔をあげたら、目の前にタマがいた。やあどうも、というように人差し指と中指を立てている。

「……………………なんでピンピンしてるの？」

　そういえばマユにこの相棒を預けていたはずだが、今マユはそれどころではなく、というか思い出してみたら最後のほうにはいつの間にかこいつの姿がなかったような……。

　それはともかく。

「だって針っ、おまえ毒針がぶすって真ん中に……!?　だから俺、てっきりおまえがやられたと思ってっ！」

　タマはひょいと指を折り曲げて、自分の掌てのひらを確認するような仕草を見せた。針が刺さったあとに気づいてか、「うわ～、ビックリ」みたいに今度は指を広げてみせた。

「もしかして気絶してただけ!?　おまけにまさか、毒が平気だとか？」

　の、ようであった。

「おーまーえーはっ。心配したんだぞっ、ものすごく！」

　こいつがこのまま動かなくなったらどうしようとか、死んだらどうしようとか、毒にやられたんだったら薬を飲まさなきゃいけないけど口がないからどうやって飲ませようとか、とにかくいろいろ心配したのが全部バカだったような。

（でも）

　無事でよかった。

　トキは両手をのばすと、空中に浮いている相棒を、ぎゅっと掴つかんだ。

「ありがとな。あの時、俺のことかばってくれて」



　月が昇った。

　柔らかな銀色の光が、樹木の葉を透かしてあたりを夢幻の昼間に変える。

　ヒューゴが立ち上がる。

　少女がトキを振り返って、笑った。

　その笑顔が急に、沁しみるように心に痛かった。

「ねえ、キィラ。もし――」

「何だ？」

「――ううん、いい。なんでもないよ」

　ヒューゴはいつかいなくなる。召しよう喚かんされる前の時間に戻って、この世界から消えてしまう。その時がきたら、マユ、君はどうなってしまうんだろう。

　誰よりも何よりも大切な人を失ったら。

　その時俺は、君に何ができるんだろう？



　明日からまた旅をしよう。

　ずっと君と一緒にいくよ。

　勇気が欲しい時にはその約束を、きれいな宝石のカケラみたいに胸に抱いていようと思う。

『神』なんていらない。――俺にはもう、勇気の出るおまじないなんていらないんだ。



    

  
    
      
第四話　罪の名
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　灰と煤すすに埋まった地面から、真っ黒に焦げた柱が何本も突き出ていた。

　家という家、すべてが焼け落ちている。あたりに煙の臭気がうっすらと漂っているのは、惨事があってからまだ数日と経っていない証拠だ。

　村人の姿はどこにもない。不気味なほどの静せい寂じやくがかつて村であった場所を覆おおっていた。

「ここが、カイの村……!?」

　トキは目の前のその光景を呆ぼう然ぜんと見つめた。

「火事かな。でも村全部って……。村のまわりの木はちゃんと残っているから山火事じゃないよね。麓ふもとの町でもそんな話はしてなかったし。それに村の人たちはどうしちゃったんだろう？」

　町の人たちの話では、カイは住人が百人ほどしかいない小さな山村だ。山からの収穫で生活がこと足りるので、村人が麓と行き来することはあまりない。べつに彼らがことさら閉鎖的なわけではなく、山地が大半を占めるこの地方では山奥にあって外部と接触を持たない村というのはわりとよくあるものらしい。

　実際、麓ふもとからここまでは半日がかりの道のりで、その間に人里らしいものは見なかった。

　そしてやっとたどり着いてみたら、村そのものもなくなっていた。

「トキさん。これを見てください」

　ヒューゴを従えて焼け跡を歩き回っていたマユが、何か見つけたらしく小走りでトキに駆け寄ってきた。

　煤すすのついた手に握っていたものをトキに見せる。

「これって……え、銃弾っ？」

　はい、とマユはうなずく。

「いっぱい落ちていました。灰の中に。きっと家の壁やなんかに当たったのが燃え残ったんだと思います」

「でも……それじゃ……」

　恐ろしい考えがトキの頭をよぎった。

　銃撃。丸ごと燃えてしまった村。同じような話を以前に、幾つも聞いたことがある。もちろんすべて噂うわさで、実際にその場を見るのは初めてだったけれども。

「この村は宣せん教きよう隊たいに襲撃されたんです」

　自分でもそう思ったのに、あらためてマユの口から聞くとぞっとした。たくさんの銃弾が撃ち込まれ、火を放たれて村は焼き払われた。相手にはそれができる人数も武器もそろっている。――そして、理由も。

　この村には宣教隊に追われるお尋ね者がいたはずだった。

「村の人たちはみんな逃げたのかな」

　トキが言うと、マユは首をふった。手に持っていた銃弾を地面に放った。

「マユ？」

「麓では誰もこの村が焼けたことも、宣教隊のことも言ってませんでしたよね。きっとここで何があったかまだ知らないんだと思います。それって、誰も知らせる人がいなかったからじゃないですか？」

「誰も……？」

　喉のどがひりついた。マユが言ったことの意味を理解するまで少し時間がかかった。

「それじゃ、まさか」

　その先をトキは口にすることができない。

「ここにいた人たち、全員殺されたと思います」

「――！　だって、百人くらいいた村なんだろ？　それを全員て……!?」

　たまらず悲鳴のような声をあげたトキに対して、

「私の一族のいた街には、二千人近くの住人がいました。でも宣教隊に襲撃された時に街にいて生き残ったのは、私一人です」

　マユの声はひやりと冷たかった。トキは思わず彼女を見つめる。黒い瞳には静かな怒りと憎しみが燃えていた。普段のこの少女とは別人の表情だ。

「彼らは人を殺すことなんて平気なんです」

　トキは震える手で口元を押さえた。煙の臭いが急に鼻について、吐き気がする。

（……ここで、大勢の人が死んだんだ）

　よせばいいのにあたりに死体が転がっている光景を想像したとたん、くらくらと目が回って、トキはその場にひっくり返った。



　バシィ！

　横っ面に衝撃を感じて、視界がパッと明るくなった。

「いてて……、だからなんでいつも思い切り殴るんだっ、タマおまえは――！」

　赤くなった頬ほおを押さえて跳ね起きると、トキは目の前にすまして浮いている相棒を睨にらみつけた。それから、「あ、あれれ？」

「大丈夫ですか、トキさん？」

　焼け跡から少し離れた樹木の根元に自分が寝かされていたことに気づいた。半身を起こした格好の彼を、傍かたわらに膝ひざをついたマユが心配そうにのぞき込む。

「急に倒れたからビックリしました。急いでヒューゴにここまで運んでもらったんです」

「ご、ごめん。俺……」

　しまった。また貧血を起こしてしまった。

「しばらく休んでいたほうがいいですよ。顔が真っ青です」

「……うん」

　まだ胸がムカムカしている。

（だらしないよな、俺って）

　ちょっと落ち込む。こんなふうにぶっ倒れるなんて。マユは平気なのに。

　マユが水筒の水で濡ぬらした手て拭ぬぐいを「はい」と手渡してくれた。受け取って額ひたいにあてると、ひんやりして気持ちがいい。

「ねえ、あの。……マユが探していた人、ここにいたんだよね？」

　マユがそのことに触れないので、ものすごく迷ってからトキはおそるおそる言った。

　以前にマユから聞いた「遠くが見える人」のことだ。『千里眼』と呼ばれているらしい。教団に追われて逃げ回っているとかで、ずっと居場所が知れなかったのが、やっとこの村にいることがわかった。だから会いに来たのに。

　宣せん教きよう隊たいのほうが一足早かったということだ。

（それにしたって、どうしてこんなひどいことが起こるんだろう。……いくらその『千里眼』て人が村にいたからって……お尋ね者だからって……村の人たちには何の罪もないのに）

　怒りとか悲しみとかそんなありきたりの感情より先に、こんなことが現実に起こっているということに打ちのめされる。重くて冷たい塊かたまりが胸の中いっぱいに詰まってしまったみたいだ。

「それで、その人は――」

　言いかけて、トキはあとの言葉を呑のみ込んだ。

　逃げたのか。村人たちと一緒に殺されてしまったのか。こうなってしまっては、もうわからない。

　マユは目を伏せた。

「もし生きていても、ここにはもういないと思います。だから私たちも、ここから早く離れたほうがいいです」

「う、うんそう、そうだよね」

　あからさまにホッとしてしまった自分をちょっと情けないと思いつつ、前方の木立に視線をむけたトキは、ふと目を瞬かせた。

（あ……？）

　その時初めて、そこに彼にとっては馴な染じみ深い気配があることに気づいた。

（死者だ）

　麓ふもとを出たのが夜明け前だったので、日没にはまだ間があった。遅い午後の陽ひ射ざしが、木漏れ日となって木立に斜めに射し込んでいる。その金色の光に溶け込むように、小さな影が揺れていた。

　ここにいるということは、もしかして……いや、もしかしなくても殺されたカイの村人だろう。

「トキさん？」

「ちょっとそこで待ってて」

　手て拭ぬぐいをマユに返して立ち上がると、トキは気配に近づいた。影はじっとそこに佇たたずんでいる。周囲の光のせいで輪郭があいまいだ。声をかける前に、トキは意識を集中させて相手に目をこらした。

　小柄な姿……子供？　それなら会話がしやすい。子供や自己主張の激しい霊は自分から意志の疎通をはかろうとするから。膝のあたりでスカートの裾すそがひるがえる。女の子だ。マユよりもちょっと幼いくらい？

「どうしたの？　ここで何をしているんだい？」

　話しかけると、ぼそぼそと不明瞭な声が返った。

『……な……お……は』

　さらに神経を集中する。やっと言葉が聞き取れた。

『お花。待っているの』

「花？」

『あのね、お祭りにね、髪にさす花。ここにはないの。もっと山の奥に行かないと咲いてない花なの。それでね、とってきてくれるって。だから待っているの』

「花をとってきてくれるんだね？　誰が？　お父さんかお母さん？」

　あのね、と幼い死者は繰り返す。

『お祭りの日のお花なの。とってきてくれるの。だからここで待っているの』

「そ、そう。楽しみだね」

（じゃなくてっ）

　どうしよう、とトキは思った。今のこの子には多分、村の惨さん状じようは見えていない。自分が殺されてしまったことも忘れている。

　ただ、自分の髪に飾る花をその誰かが持ってきてくれるのを心待ちにして、ここで待っているのだ。

　このパターンの死者を説得してあちらの世界に送るのは、案外と難しい。

（だけど放っておくわけにもいかないし）

　もうここには誰もいない。この子の家族も友達も誰一人。この子だけがここに取り残されてしまっている。

　見過ごしにするのは気がひける。これは鎮魂しずめ屋やとしての良心の問題だ。

「うーんうーん」

　トキはその場にしゃがみ込むと、頭を抱えて思案した。何しろ半人前なので使える技もたかが知れている。

（ええとまず、自分が死んだことを納得させるか？　この子の言ってる花があれば一番いいんだけど、でもどこに咲いてるどんな花か、俺わかんないわけで）

　あんまり必死に考えていたために、トキはその時自分の身にせまっていた危険にこれっぽちも気づいていなかった。

「トキさん！」

「え……、わっ？」

　顔をあげたら目の前に銃口があった。

　少女の霊はいつの間にか消えている。かわりにそこに立っていたのは、拳銃を手にした二人の男だ。制服の灰色と臙えん脂じ色の配色は、すでにイヤというほど見慣れている。

（げっ、宣せん教きよう隊たい!?）

　どうしてここにというか、どうしてこいつらが近くにいることに気づかなかったんだろうとか、とにかく霊の気配はわかるのに人間の気配がわからないとこなんか俺ってやっぱりマヌケかもと、その場に固まったままトキは思った。

「おまえら、ここで何をしている？」

　トキに銃をむけていた兵士が、妙に鼻にかかった声で言った。

「ふん、子供か。この村に何か用でもあったか、うん？」

　からかうように銃の先でトキの額を小突く。嫌な目をしていた。まるで無抵抗の弱い動物をどういたぶろうかと、ほくそ笑んでいるような。

「こっちへ来い！」

　もう一人は銃をぬいてさえいなかった。こちらに駆け寄ろうとして途中で立ち竦すくんでいたマユに無造作に近づくと、乱暴にその腕を掴つかんだ。そのまま引きずるように連れて来て、トキの傍かたわらに突き飛ばした。

（なんだよ、こいつら）

　トキは唇くちびるを噛かんだ。こいつら、相手が子供だと思って完全に侮っている。

（……って、あれ？　ヒューゴは？）

「村を焼いたのはあなたたちなんですか？　村の人たちを殺したのも……」

　マユが座り込んでうつむいたまま、震える声で言った。

「そうだな、俺たちの他に三十人ばかりいたかな。村を包囲していっせいに弾を撃ち込んだんだ。連中、最後まで何が起こったのかわからないって顔をしていたが」

「それ、いつのことですか」

「四日前だ。村のほうはすぐに片付いたんだが、なにせ昼間だったんで畑やら山にいたヤツらもいてね、そっちのほうが、なあ？」

　一人がニヤリとすると、もう一人は大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「ああ、大変だったな。皆殺しにしろという命令だったから、逃げたヤツを追い回して、片っ端から撃ち殺さなきゃならなくてね。まあ、一時間もかからないで全員始末したがね。そのあと死体を埋めるのが面倒で……百人埋めるのに、三つくらい穴を掘ったよな」

「うちの隊長はそういうところ、神経質なんだよ。衛生面には厳しいんだ」

　まるでおもしろい冗談のように、兵士たちは笑った。

　トキはただ唖あ然ぜんとしていた。

　こいつらは何を笑っているのだろう。どうしてそんな恐ろしいことを、まるでおもしろくてたまらないみたいに、自慢するみたいに言っているんだろう。

（頭がイカレてる、こいつら）

「でも『千里眼』は捕まえられなかったんですね」

　え、とトキは思わずマユの顔を見た。

　マユの声はもう震えてはいなかった。たった今まで怯おびえた様子だったのが嘘うそみたいに、ゆっくりと顔をあげた。

「だって殺したのなら、四日も経っているのに、あなたたちがまだここにいるわけがないですから。その人は逃げて、でもこの近くにいる。だからあなたたちは、そうやって見張ってなきゃいけなかったんですよね」

「あのお尋ね者を知っているのか」

　兵士たちは笑うのをやめたが、それ以上の反応は見せなかった。どうでもいいような、投げやりな口調で応じた。

「ここにいるって聞いたので、会いに来たんです」

「それは残念だったな。その通り、あの男はまだ生きているよ。どうしてだかまだこの近辺をうろついているらしい。いつもみたいにさっさと逃げ出してさえいれば――」気持ちの悪いくらい優しい声で、兵士の一人は言う。トキに銃口をむけたまま。「我々も引き揚げていたし、おまえたちが死ぬこともなかった」

「ああ、まったく運のない話だよ。ここまで来てあの男に会えないなんて」空手でいたもう一人も、まるで見せびらかすように腰の銃をぬいた。

　トキは息をつめた。カバンの中で、先ほどから相棒がガサゴソと動いている。一言、彼が声をあげれば飛び出してくるだろう。でも。

（必要ない、のかな……？）

「ありがとうございます。『千里眼』が生きていることだけ、確認したかったんです」

　その時、マユが笑った。ぱっと子供らしい無邪気な表情で。

「あなたたちには、もう用はありません」

　その言葉が合図だった。

　バラララ、と連続した射撃音が樹間にこだました。

　直後に起こった出来事を、トキはかろうじて見届けることだけはできた。

　兵士たちの身体からだに、染料を叩たたきつけたように赤い色が散った。引き金にかけていた指を凍りつかせたまま、折り重なるようにその身体が地面に崩れ落ちる。そのむこうで、身を潜めていた薮やぶを割ってヒューゴの黒い巨体が立ち上がったのが見えた。彼が両手で抱えているのは確かライフルとかいう銃。今頃になって、兵士たちの銃がガチャリと地面に落ちた音が耳に届いた。――そこまでがトキの限界だった。

「トキさん？　トキさん、どうしたんですか!?」

「……ごめん。また貧血」

　血に染まった死体がすぐ鼻先に転がっているのだから、強烈だ。



　　　　　２



「宣せん教きよう隊たいがいるとしたら、多分この街です」

　豆ランプの小さな光が、マユの手元の地図を照らし出している。

「ええと、このヤツギって街？　山の北側ってことは、俺たちが通ってきたのは南側の道だから、あいつらは逆方向からその『千里眼』て人を追って山に入ったってことだね」

　マユが言っているのは、山の北方の裾すそ野のにある比較的大きな街のことだ。宣教隊の拠点が山の反対側にあるのなら、トキたちが通過した南側の麓ふもとの町で彼らの噂を聞かなかったのも納得がいく。

「北側の道のほうが緩やかだし、カイの村との距離もずっと短いみたいです。兵士はヤツギから交替で見張りや捜索に来ていると思います」

　とすればさっきの兵士たちみたいな連中が、入れ代わり立ち代わりお尋ね者の捜索で山の中を歩き回っているということで、ヘタをすればそいつらとまたバッタリ顔を合わせる可能性もあるわけで、トキとしては一刻も早くこの界かい隈わいから立ち去りたい、というのが本音なのだが。

「あのー、それで俺たち、これからどうするの？」

　マユは地図をていねいに折りたたみながら、きょとんとしてトキを見た。

「もちろん『千里眼』を探します。きっとこの山のどこかにいるはずです」

「そ、そう。……やっぱりね」

　麓ふもとへむかえば一晩がかりになるのはわかっていたので、今晩は山中で野宿することになった。ヒューゴが見張りに立ってくれているから安心だが、それでも火は焚たかずに食事は簡単に干し肉と乾パンですませた。

　日が暮れれば山の中の闇やみは濃い。商売柄いつもは明かりのない場所も平気なのに、今日にかぎって夜がひどく重苦しく感じられるのは、やはりカイの村の惨さん状じようやあの兵士たちのことを思い出してしまうからだ。

　トキはため息をつくと、膝ひざを抱えた。何かしゃべっていないと闇に押し潰つぶされそうな気がした。

「あのさ、さっきの兵士たちだけど……宣せん教きよう隊たいの兵士ってみんなあんな感じなのかな。あんなふうに、おもしろがって人を殺してるのかな」

　はい、とマユが彼の隣でうなずく。

「たいてい、あんな感じです」

　彼らは人を殺すことが平気なのだと、この少女が言ったことを思い出す。

「でも俺、こないだ宣教隊に捕まって、だけどその時に会った人たちはもっと違ってたっていうか……」

「ナツキさんの部隊は、例外なんだと思います」

「例外？」

「今までも、ナツキさん以外にも私を追ってきた部隊は幾つもありました。だけどその人たちはみんな私のことを殺そうとするのに、ナツキさんだけはそうじゃないんです。銃をむけるのに撃たないことが何度もあったから、不思議だなって思っていました。関係のない人たちを巻き添えにするのもすごく嫌みたいで、だからナツキさんだったら絶対にあんなふうに村人を殺して村を焼いてしまうことはしないと思います」

「そうなんだ……」

（女の人で隊長なんて、考えてみたらすごいよな）

　ナツキに捕まった時のことを、トキは思い出す。長い黒髪の、表情をあまり出さないけれどきれいな人だった。何かとても強くて厳しいものを身のうちに抱いている、そんな感じがした。部下の兵士たちだって、今日見たようなイカレた連中じゃなくて、普通の人たちみたいだった。

「あの隊の人たちって辺境出身の人間が多いって。だからなのかな」

　どうでしょう、とマユは首をかしげた。

「辺境で宣教隊に志願する人というのは、たいてい強盗とか人殺しとかの犯罪者が多いって聞いたことがあります。でも宣せん教きよう隊たいのほとんどは、やっぱり神の地から送られてくる兵士たちだそうです。だからナツキさんの部隊はやっぱり少し変わっているんだと思います」

「ふぅん」

　さっきの兵士たちも神の地から来たのだろうか。

（だけど、どうして）

　神の地にいるのは『神』に愛された人間のはずだ。辺境よりもずっと生活が豊かで満ち足りた人たちのはずだ。

（そんな人たちがどうして、平気で人間を殺したりするんだろう）

「あのさ。あの兵士たち、銃を持っていたよね。ナツキさんの部隊の兵士も。でも俺、前に聞いたことがあるんだけど、銃って『神』が人間に禁じた『人を殺すための武器』だから、宣教隊でも上のほうの人間しか持つのを許されていないって。……違うの？」

「私もそれは聞いたことがあります。本当は兵士たちは銃を持つことを許可されていないそうです。でもそんなのは表向きで、ほとんどの部隊が持っていますよ」

　マユは何でもないことのように言った。

「な、なんで？」

「お尋ね者を追っていて危険だからと言えば、実際にはそんな任務についていなくても、教団から支給されるんだそうです。あとはたとえば、銃の密造をしている人たちを見逃すかわりに、彼らから武器を調達するとか」

「ええっ？　だったら宣教隊がやっていることのほうが犯罪じゃないの!?」

　トキは呆あつ気けにとられた。

　考えてみれば、すごくおかしなことだ。『神』が人間に禁じているはずの武器で、宣教隊の兵士は何も悪いことをしていない人たちまで殺しているのだ。『神』の教えを守れというのなら、なぜ教団はそんなことを許しているのだろう。

　そもそも銃を支給できるということは、教団はどこかで武器をつくっているわけだし。

（神の地で？）

　どうしてもそんなことを考えてしまうのは、おまえは神の地の住人だとナツキたちに言われたせいだ。そんなところへは行かないと決意したはずなのに、『神』の声は今でも聞こえる。

　あれからも例の夢を見た。その夢の中で、トキはまだ迷っている。――声のする方へ行きたいと願い、けれども怖くて足が竦すくむのだ。

　もう、関係ないのに。

（俺は行かない。たとえ夢の中でだって、絶対に行くもんか。もし神の地なんかへ行ったら、家族に会えなくなるし、それに……マユにだって）

「トキさん？」

「あ？　ああのえっと、それでその、『千里眼』て人のことだけどっ」

　我に返ったトキは、マユが不思議そうにこちらを見ていることに気づいて、慌てて話題を変えた。

『神』の声が聞こえるなんてこと、マユには秘密だ。

「マユはどうしてその人に会いたいの？　あ、そっか内緒なんだよね、ごめん。……えっとそれじゃさ、その人どうして宣せん教きよう隊たいに追われているわけ？　だって遠くが見えるだけなら、別に害はないよね。たとえば『伝聞屋』なんかは遠くの声が聞こえる人だけど、それだけじゃお尋ね者扱いにはならないしさ。『千里眼』て珍しい能力だと思うけど、教団にとって都合が悪いような力じゃないだろ？」

「その人は遠くを見るだけじゃないんです」

　ちょっと考え込むようにして、マユは言った。

「他にも何か見えるの？」

「過去を見るんだそうです。その場所で以前に起こったいろいろなこととか、昔の光景とかが見える人なんだって、そういう噂うわさです」

「過去が見える……？　え、ええっ？　そんなことが本当にできるの!?」

　驚く一方でトキはなるほどと納得した。

　噂が本当なら、『千里眼』は人類の封じられた過去までのぞき見ることができるかもしれない。実際にそれが可能かどうかは問題でなく、可能性があるというだけで教団はその力を恐れているのだろう。

　マユみたいな召しよう喚かん師が教団に追われるのと同じ理由だ。

　――人が知ってはならない「過去」を知ることのできる力だから。

　その時、カバンからタマがゴソゴソと這い出てきた。

「あ、こら。何するんだよ？」

　トキの傍かたわらにあった豆ランプを掴むと、タマはひょいと浮かび上がり、そのまま真っ暗な木立の中に飛んでいってしまった。小さな炎の光が尾を引くように瞬いて、遠ざかる。

「どうしたんだろう、あいつ……？」

　首をかしげたとたん、「うっわあぁぁ――!!」

　闇やみの中から悲鳴が聞こえた。タマが消えた方角からだ。

　トキとマユは顔を見合わせる。

「せ、宣教隊かな？」

「でもそれなら、ヒューゴが撃っているはずです」

　またも悲鳴。

「たぁすけてえぇ！　僕は怪しい者じゃないよ――っ、武器も持ってないよ――っ！」

　別の意味ですごく怪しかったが、とにかく行ってみることにした。

「あ、いた」

　周囲の気配と足下の薮やぶや根っこに注意しながら木立を進んでいくと、ヒューゴが一本の樹の前に立って上を見上げていた。銃を手にしていたが、銃口は降ろしている。

　同じ樹のこんもりと茂った枝葉に見え隠れして、小さなランプの光がくるくると動いていた。タマだ。

　樹の上から声が降ってきた。

「おおい、そこの君たち、その人に僕は悪人じゃないって言ってくれよ――！」

　どうやらヒューゴを見かけるか追いかけられるかして、樹の上に逃げたらしい。イノシシや熊じゃあるまいし。

「そんなこと言ったって、あなたが悪人じゃないかどうか俺たち知らないんですけどっ」

「何を言ってるんだ。僕は……うひゃっ、なんだなんだこれ!?」

　素すっ頓とん狂きような悲鳴があがった。

　察するにタマに気づいたようだ。

「あ、そいつは見た目はそんなだけど、別に何もしないから落ち着いて――」

　遅かった。次の瞬間、バキッと枝の折れる音がして、慌てふためいた声の主が地面に落っこちてきた。

「うぎゃっ」

「大丈夫ですか？」

　仰向けにひっくり返ったまま唸うなっている相手に、マユが駆け寄る。

　どちらかと言えば小柄で、丸っこい体型の男だ。頭にフードをかぶっているから、顔や年齢はよくわからない。

「あいったたた。……まいった、死ぬかと思った。せっかくこっちから出向いて来たのに、こりゃないよ」

　恨みがましく言ってから、男はぴょんと身体からだを起こした。怪け我がはないようだ。

「出向いたって……」

「そうだよ。だって君たち、僕に会いにここまでやって来たんだろう？　違うかい？　そこの人が宣せん教きよう隊たいをやっつけたところも、僕はこの目でちゃんと見ていたんだからね」

（見ていた？）

　トキはギョッとして相手を見つめた。その隣でマユも肩を強こわ張ばらせている。

　すいっとランプの光がすべるように上から降りてきた。半ば闇やみに溶け込んでいた男の輪郭が、タマのかざした明かりのおかげで鮮明になった。

　まさか、とトキは思う。

　でもそうでなければ、ここにいる彼らを偶然でなく見つけだすなんてことはできなかったはずだ。

「あなたは……」

　男はフードに指をかけると、はらりと後ろに落とした。ランプの光がその顔を照らし出す。真っ先に目に入ったのは不思議な瞳の色。

　今まで見たことのないような、ガラスみたいに透き通った緑色だった。

「僕の名前はルーイー」

　男はそこに座ったまま芝居のような仕草で片手を胸にあてると、軽く頭をさげて笑った。

「君たちがお捜しの『千里眼』だ」



　一夜明けて、翌朝。

「起きませんね」

「うん」

『千里眼』が彼らと会って一番最初にとった行動は、「寝る」ことだった。

　ここのところロクに眠ってなくてね、なにしろほら兵士たちがうろついているから隠れていてもいつ見つかるかヒヤヒヤものでさ、そういうわけで僕が起きるまで見張りをよろしく、危なくなったら起こしてくれりゃいいから。

　勝手なことを言って、ルーイーは一人でさっさと布をかぶって寝てしまった。しかも一晩中、大イビキ。

　朝になってもいっこうに目を覚ます気配はない。陽ひはもうかなり高くなっていた。

「どうしましょう」

「うーん」

　と言っている間に事態は解決した。

　タマが、眠っているルーイーの身体からだから上掛けがわりの布を乱暴にひっぺがし、その鼻をつまんでぎゅっと捻ひねりあげたのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「うわっ」

　ルーイーは飛び起きると、少し離れて自分を見守っている二人を見て、目をぱちぱちさせた。

「やあ、おはよう」

「おはようございます。よく眠れましたか？」とマユ。

「うん、おかげさまで久しぶりにぐっすりだ。ところで、昨日訊ききそびれたんだけど」

「はい」

　ルーイーは赤くなった鼻を撫なでながら、目の前に浮いている「人間の右手」をおっかなびっくり見つめた。

「これ、誰の手？」

「あ、それはもともとそれだけなんです。本体はありませんから。勝手に動いていますけど、気にしないでください」

　トキは答えた。

「へー、そうなのか。なんとも不思議なものだねえ。長い間旅をしてきたけど、こんなのは初めて見た」

　触わって確かめようとしてかルーイーは手をのばしたが、タマはするりと逃げた。

「私たちのことはわかっていたのに、タマさんのことは見えてなかったんですか？」

「そうみたいだね。見えていても気づかなかったのかも」

『千里眼』は大きく伸びをして立ち上がる。明るいところで見ても、小柄で丸っこいという印象はかわらない。ありふれた濃い褐かつ色しよくの髪に、珍しい緑色の目。年齢は三十を越えていると聞いて驚いた。それより十歳は若く見える。恐るべき童顔だ。

「君たちはどこで僕のことを聞いたんだい？」

　ルーイーがそう訊ねたのは、彼が遅めの朝食をとっていた時だった。山の中で調達したらしい果実や木の実を手持ちの袋から取り出して、口に放り込んでいる。食後に熱い茶が飲みたいと言い張るから、仕方なくトキは彼のために火をおこした。煙の臭いで兵士たちに居場所を知られたらどうするのかと思って言ってみたら、「君たちが追っ払ってくれりゃいいだろ」と本人は涼しい顔だ。

「あなたがカイの村にいるというのは、キダニの情報屋さんから聞きました。あなたの『千里眼』の力のことは、もっと前から聞いていましたけど」

　湯をわかす用意をしながらマユが言うと、ルーイーはふぅん、と顔をしかめた。

「キダニか。そこまで噂うわさが流れていたのなら、宣せん教きよう隊たいが来たのも無理ないな。やれやれ、人の出入りの少ない村だから、もうしばらくは身を隠していられると思ったのに。……何しろこの目がね。辺境もここまで東に来ると僕みたいな瞳の色をした人間がいないから、どこでも珍しがられて、目立って仕方がない。おまけに生活のためには稼がなきゃならないから、この力を使わないわけにもいかないしね」

「『千里眼』だからそんな不思議な目の色をしているんだと思っていました。違うんですか？」マユが首をかしげる。

「いやいや。僕は東の辺境で生まれたんじゃない。海のむこうの大陸の、ずっと西から来たんだ。東の人間は基本的に黒か褐かつ色しよくの髪や目が多いけど、あっちじゃ僕みたいな緑色の目だってそれほど奇抜ってわけじゃないよ」

（大陸から……？）

　海を渡って別の陸地へ行く船がある、というのはトキも聞いたことがある。けれども実際にその船がどこから出ているのか知らないし、彼にとって大陸は神の地と同じくらい遥はるかに遠い場所というイメージしかない。

　というか、神の地ってその大陸にあるんじゃなかったっけ。

「じゃあ、あなたは神の地へも行ったことがあるんですか？」

　トキが訊ねると、ルーイーは目を丸くした。

「はぁ？　まさかまさか。そんなとこ辺境の人間がおいそれと行けるようなところじゃないよ。どこにあるかもよくわからないしね。あ、もしかしてこの世界の地理とか知らないわけ？」

「あんまり……というか、全然」

「ま、しょうがないかぁ。辺境でも東の果ての果ての島国じゃねえ。――いいかい、世界は君が考えているよりも多分よっぽど広い。大陸なんて幾つもあるし、神の地と呼ばれている土地もひとつきりじゃない。それで、どこの大陸も面積のほとんどは人間の住めない荒野とそれに隣接する辺境で占められているわけ」

　ルーイーは意気揚々と語った。

「わかる？」

「はあ、まあ……」

　大陸なんて幾つもあって、神の地はひとつじゃなくて、つまり世界はそれだけ広い。と、言われたところで初めて聞くトキにはまったくピンとこない。自分のいる土地が「東の果て」であることすら知らなかったのだから、無理ないが。

　しきりに首をひねっているトキを見て、ルーイーはあははと笑った。

「いいんじゃない？　どうせ君たちには関係のない話なんだからさ」

「――」

　一瞬、ほんの一瞬だけ、トキは思ってしまった。

　関係ないことなんかない、と。

（俺は『神』に選ばれた人間で、あんたとは違うんだからな）

　ギクリとした。

　違う？　何が？　どうしてとっさにそんなことを思ったんだろう。

　――まるで、自慢するみたいに。

（俺、ヘンだ）

　神の地のことをわざわざルーイーに訊ねたりするなんて。

　マユが何かを訊ね、『千里眼』が得々とそれに答えているのを、トキはぼんやりと眺めた。

　海のむこうの話にはまだ興味はあったけれども、これ以上何か質問する気にはなれなかった。

（言っちゃ悪いけど……俺、この人のこと好きになれないかも）

　妙に図々しいところとか、話し方とかが。――そんなことにいちいち反応してしまう、自分自身も。なんだか嫌だ。

　食事を終えると、ルーイーは袋から真しん鍮ちゆうのポットを取り出した。お茶の葉を入れ、鍋に沸騰していた湯を手際よく注いだ。

「僕は砂糖たっぷりのお茶が大好きでね、どこへ行くにもお茶の葉とポットは忘れないようにしているんだ。おかげで村が焼けてもこれは焼けずにすんだよ。着替えやらテントやらの大きな荷物は持ち出せなくて全部燃えちゃったのが、ちょっともったいなかったけどね。――君たちも、お茶をどう？」

　いただきます、とマユはうなずくと、見張りに立っているヒューゴを呼んだ。

「ヒューゴ、こっちに来て。一緒にお茶を飲もう？」

　ほどなく木立の陰からあらわれたヒューゴを見て、ルーイーは「わぁ」と感嘆の声をあげた。

「やっぱり強そうだなあ。昨日の夜、いきなりこの人が目の前に出てきた時にはてっきり撃ち殺されると思ったよ」

「ヒューゴは殺気のない人は撃ちませんよ」

「そうなの？　ふぅん、ちゃんとそういうのはわかるんだ。へええ……」

　湯気のたつ赤い茶を人数分の器に注ぎ分けると、好みも聞かずにルーイーは砂糖を放り込んだ。

「はいどうぞ。ところで肝心のことを訊きいていなかったんだけど、君たちは何者？」

「私は召しよう喚かん師です」

　隠し立てしても仕方がないので素直にマユが答えると、ルーイーは目をむいた。

「ああ、聞いたことがあるよ。過去の時空から物を召喚する能力者だね。なるほどそうか、つまりご同類ってことだ。君も宣せん教きよう隊たいに追われている人間だろ？　ということは、その人は君の用心棒か何か？」

「いえ、ヒューゴは――」

　あまり他人の言葉を聞かない性格らしい。マユが言い終えるより先に、ルーイーはトキに顔をむけた。

「で、そっちの彼は？　やっぱり犯罪者？」

「鎮魂しずめ屋や」

　ぶすっとしてトキは応じた。

「あはは、そりゃケッサクな取り合わせだ。何にしても君たち、運がいいよ。さっきも言ったように、僕だってなんでもかんでも見えているわけじゃない。見ようと思うと対象に狙ねらいをさだめてうんと集中しなければならないから、けっこう疲れるんだよね。昨日はたまたま、兵士たちの動きを見張っていて、それで君たちがやって来るのがわかった。そうでなければ君たちは、こうして僕には会えなかったってことさ」

　トキは唇くちびるを噛かんだ。

（なんだよ、こいつ）

　――カイの村が襲われて人々が殺された。まるでそのことは、どうでもいいような口振りだ。

「あの。ちょっと訊ききたいんですけど」

　トキはまだ茶が半分ほども残っている器うつわを、地面においた。

「村の人がみんな殺されたのに、あなたはどうやって逃げたんですか？」

「ああ僕はあの時、村にはいなかったからね。適当な家に間借りさせてもらっていたんだけど、ほとんど寝に戻るだけで昼間はたいてい山にいたんだ。宣せん教きよう隊たいが来たのが夜だったら、まずかったかもね」

　やっぱり何でもないことのように、ルーイーは答えた。

「村のほうから煙があがったのが見えたから、遠くから探ってみたらもう宣教隊が来ていたんだ。だから村には近づかないで逃げた。よくあることだからね」

「よくあることって……」

　トキは唖あ然ぜんとする。

「だってあなたのせいでしょう？　あなたがいなければカイの村が襲撃されることはなかったんだ」

「僕のせいだって？　悪いのは宣教隊だろう。殺す必要のない人間まで殺すんだから。しいて言えば、そうだな、あの村の人たちは不運だったってこと。ここんとこ、僕に目をつけて追いかけてくる連中ってのが、本当にタチが悪くてね。行く先々で同じことが起こるから、もういい加減こっちも慣れて平気になったけど」

「殺された人たちのことは、何とも思わないんですか……!?」

　思わず声を強めたトキに対し、ルーイーはうんざりしたように顔をしかめた。

「何を熱くなってんの。君は関係ないじゃないか。あのねえ、いちいち気にしていたら身がもたないよ。だいたい仕方ないだろ、僕にはどうしようもなかったんだから。――で、お茶のおかわりはいる？」

　ルーイーはポットを差し出したが、トキは口を結んで首をふった。

　どうしようもなかった、というのは本当だろう。トキが彼を責める筋合でもない。トキにとっては見ず知らずの村人たちのことで、なぜ悲しくないのかとか、平気なのかとか、そんなことを善人ぶって言うのは、違っている気がする。

　それでも。

　思った。――俺やっぱり、この人のことは好きになれない。

「そんなことよりさ、君たち僕に用があるんだろ？　僕の力が必要なはずだ。そこで取り引きといかないか？」

「取り引き、ですか？」マユは首をかしげた。

「うん。君たちには僕が必要。でも実をいうと、僕にも君たちの助けが必要なんだ。僕はこの山で探しているものがあってね、ところが村が焼かれて以来、兵士から逃げ回るのが精一杯で、作業に集中できなくて困っていたんだよ。そこへ君たちがやって来た。そこの、ええとヒューゴだっけ、その人があっという間に兵士を片づけたのを見て、これだと思ったのさ。こいつは役に立つってね。で、僕のほうからわざわざ君たちに会いに来たってわけ」

　いったん言葉を切ると、ルーイーは自分の器にお茶のおかわりを注いだ。さっきよりも多めに砂糖を入れ、一口すすって目を細めた。

　ひとつわかったのは、この男は何かを探していて、そのために宣せん教きよう隊たいが来ても逃げずにここに留まっていたということだ。

「僕の探し物につきあってくれない？　君たちが宣教隊を見張って追っ払ってくれれば、その間僕はゆっくりと作業に没頭できるってわけ。つまり僕の護衛をやって欲しいんだ。そのかわり、探し物が見つかったら僕は君たちの言うことをきいてあげる。君たちの望むものを『見て』あげるよ。どう、悪い話じゃないと思うけど？」

「そんなの、いつまでかかるかわからないじゃないか。なんで俺たちが、あなたのために危険な目にあわなきゃならないんですか」

　トキはムッとして言い返した。

　要するにこの男は、自分の身の安全のために彼らを利用しようとしているだけだ。

（マユだって追われているのに。……こんなところで、どうしてこいつのために宣教隊とやりあわなきゃいけないんだよ？）

　だがルーイーは、彼の不満にはまったく頓とん着ちやくしていなかった。

「大丈夫だって。その人は強いんだろ？　それに探し物のめどはもうついている。あと数日もかかりゃしないよ」

　あの、とマユが声をあげた。

「それであなたは、一体何を探しているんですか？」

「魔物」

「……え？」

　あまりにあっさりと答が返ったもので、とっさに言葉の意味を掴つかみそこねた。トキもマユもぽかんとして、相手を見る。

『千里眼』はまるで手品のタネでもあかすように、楽しげな笑いを浮かべた。

「知っているだろう？　大昔に人間が解き放ってしまったという、『神』を滅ぼす四匹の魔物の話。――その一匹が、この山にいるんだ」



　　　　　３



　詳細はこうだ。

　お尋ね者の『千里眼』を追っているカゲイ隊の兵士二人が、山の中を捜索中に何者かに銃で撃ち殺された。三日前のことである。

　犯人は誰か、『千里眼』以外に山に入った者がいるかどうか、付近の町や村に兵を送って調べたところ、南側の麓ふもとの町に立ち寄ったよそ者がいたことがわかった。少年と少女と黒いマントに身を包んだ大男の三人連れ。彼らが山へむかったと思われるのも同じ頃だ。

　兵の死体の周辺に、見慣れないかたちの薬やつ莢きようが転がっていた。加えて黒衣の大男と少女の組み合わせ。お尋ね者の追跡と処刑をもっぱらとするカゲイ隊は、すぐにリストから該当者をはじき出した。

「そちらの隊が追っている『死神』と召しよう喚かん師だな」

　カゲイ隊はヤツギの街でもっとも大きな宿を丸ごと占拠していた。その一室にナツキが呼ばれたのはつい先ほどのことである。

「もう一人、少年もいたというのなら間違いないだろう」

　テーブルをはさんだ相手に対し、ナツキは事務的な口調で応じた。

　ナツキ隊がヤツギに到着したのは、この日の午前中だった。キダニでマユを取り逃がしてからも追跡をつづけ、街道沿いに北のルートからこの街に入ったところで、カゲイが率いる隊と鉢合わせした。

　互いに初対面だが、相手のことは知っていた。どちらも宣教隊の内部では、いろいろな意味で風聞のたえない隊である。

　ありがちなタイプだ、とカゲイを観察してナツキは思った。一見すれば理性的で、穏やかな物腰と洗練された立ち居振舞いを忘れない。その実、自分が『神』に愛された選民であることを常に誇示し、辺境に対する優越感に凝り固まっている。神の地から送られてくる部隊の指揮官というのは、いつも同じニオイがする。

　そのうえ、カゲイはすでに中年の域に達している。辺境に赴任してもう長いだろう。その間、この男が殺したのは犯罪者よりも罪のない人間のほうが多かったに違いない。

「そんな確認のために、わざわざ私を呼びつけたのか」

「それは人聞きが悪い。ちゃんと部下を迎えにやっただろう。それに用件は別にある」

　カゲイはテーブルの上で指を組み合わせた。女のようにきれいな手だ。

「召喚師は山へむかう前に、麓の住人にカイの村のことを訊きいていたらしい。部下の死体が発見されたのも、村の焼け跡のすぐそばだ。しかもカイにはこちらが追っている『千里眼』がいた。――つまり召喚師の目的は『千里眼』に会うことだったと私はふんでいるのだが、その理由についてそちらは心当たりがあるかね？」

「残念ながら、ないな」

　言って、ナツキは冷ややかに目を細めた。

「貴君の部隊の噂は聞いている。焼け跡ということは、また村に火をかけたのか」

「あの村の住人は罪を犯した。犯罪者をかくまった罪によって処罰されたのだよ」

「処罰？　無力な女子供や老人を虫けらのように殺すことがか？」

　カゲイは自分よりも年若い女隊長に対し、駄々っ子をいなすように手を振った。

「犯罪者を受け入れればどんな結果になるか、それがわかるようになれば我々への協力者も増えるだろう。潜伏先が減ればヤツらを追いつめることも簡単になる。そういうわけで見せしめは必要だと私は思っているんだ。――もっとも、君が我々に対して反感を抱く気持ちもわからないではない。辺境出身である君にしてみれば、同胞が殺されるのは耐え難いことだろう」

　カゲイは実に慈悲深い微び笑しようを、ナツキにむけた。

「君の部隊は辺境からの志願兵も多いと聞いている。それ以外の兵士たちにしても、欠陥があって神の地にはいられなくなった者ばかりを招集しているとか。そんな半端者の集まりでも辺境の治安維持に役に立つというのならともかく、このままでは君の部隊は無能のレッテルを貼はられかねないぞ。一部では君の部隊は様々な点で対処が甘すぎると非難の声もあがっている。――君が追っているその召しよう喚かん師にしても、すでに何度も取り逃がしているそうじゃないか。そこまで君の部隊にとっては手に余る相手だというのなら、いっそここで手を引くことを勧めるがね」

「なるほど。つまり今回は我々には手を出すなというわけか」

　ナツキは眉まゆひとつ動かさなかった。

「召喚師と『千里眼』が接触したのなら、両者が今現在行動をともにしている可能性は高い」カゲイはいっそう笑みを深めた。「同じ場所に部隊を二つも投入する必要はないだろう？　さらに言えば、君たちが手を出す必要すらない。こちらは明日には総員が山に入っての掃討作戦を実行する」

『千里眼』も『召喚師』も、処理するのは自分たちだけで十分だということだ。

　しばらく間をおいてから、ナツキは変わらず淡々と応じた。

「承知した。ただし、『死神』の力をあなどらないことだ。あの男は少なくとも過去に三つの部隊を壊滅させている」

「そうかね？　ではその指揮官たちはそれこそ無能だったということだな」

　自信たっぷりに言い放った相手を見据えたまま、初めてナツキは口の端に薄く笑いを浮かべた。

「ああ。彼らは愚かだったんだ」



　ありがたいことに、兵士と鉢合わせという事態は今のところ起こっていない。相手が姿を見せるより先にヒューゴが気配を敏感に察するので、そのたびに隠れるか、そちらの方角を避けて通るかしていたおかげだ。

「いやあ、いいね。夜はぐっすり眠れるし、食事もゆっくりと楽しめる。何より作業に集中できるからね。やっぱり君たちと組んで正解」

　ルーイーは上機嫌だ。言葉どおり、昼間は山の中を歩くだけ歩いて、日が暮れたとたんにとっとと寝てしまう。出会って三日、おかげでトキは未だに魔物のことを突っ込んで訊きくことができないでいる。

（どうして魔物を探しているんだろう？　だいたいどうしてそれが魔物だってわかるんだ？　ていうか、魔物ってどんな姿をしているわけ……？）

　世界を破滅に導くと言われている伝説の魔物。そんなものが、本当にここにいるのだろうか？

　それに。

（それって、マユの一族が目覚めさせようとしていた……街に封印されていた……魔物と同じ？　違う？）

　マユも魔物のことは何も訊ねない。訊くのを迷っているのかもしれない。

　声をかけたくても、歩いている時のルーイーはまったく上の空だ。返事はしないし、ブツブツと独り言を言っているし、目の前のものが見えていないらしくやたら何かに足をひっかけて転んでいる。崖から転がり落ちそうになったことも、何度かあった。その調子でこれまでよく無事に生きてこられたものだと、トキは感心する。

（何が見えているんだろう）

　間違いなく、その緑色の瞳は別の時間の流れを見つめている。今ではなく過去の風景の中を、彼は歩いているのだ。

　ところで現実には切羽詰まった問題が生じていた。

「どうしよう。このままじゃ、食料がなくなっちゃうよ」

　もともとたいした量を持ち合わせていなかったうえに、ルーイーの食べる分が計算外だった。山で食料を調達するといっても、せいぜい野草や木の実や果実などを集めるのが精一杯、せめて川魚を獲るとか獣を捕まえるために罠わなを仕掛けることができればいいのだが、こう歩き回っていては無理である。

「いざとなったら、誰かが麓ふもとまで買い出しに行くしかないと思います」

　マユが歩きながら、首をかしげて道端のキノコを見つめた。

「いやキノコはよそうね、毒かもしれないから。……それより、今から麓へ行くなんて危険すぎるよ。宣教隊に見つかるかもしれないし、道に迷って合流できないかもしれない」

「うーん。タマさんではどうでしょう」

「げっ、タマのおつかい!?」

「お金を置いて、店の人に見られないようにそっと品物を持ってくるとか。タマさんなら私たちの居場所がちゃんとわかるでしょうし、宣教隊の兵士に見つかっても――」

　見つけた相手が気の毒なだけだ。

　ところでそのタマは、奇妙なことにずっとトキのカバンに潜り込んだままだった。具合が悪いわけでもなさそうなのに、どうしたのだろう。

　――などといろいろ気がかりな問題を抱えながら、その日もルーイーのあとに従ってヘトヘトになるまで歩きつづけ、そしてついに。

　たどり着いた。

　木立がいきなり途切れて、視界がぽっかりとひらける。茜あかねと金色の夕ゆう陽ひの色に染まった湖が、切り立った岩壁の下に広がっていた。



「ルーイーさん？」

　陽の落ちた空は次第に夜の藍あいに縁ふち取どられてゆく。あたりが黄昏たそがれに覆おおわれるまで、『千里眼』は崖がけの上に足をとめたまま、湖を見下ろしていた。

　声をかけても反応のない背中を見て、トキとマユは顔を見合わせる。

　しばらく待っていると、やがてルーイーは顔をあげて振り返った。

「ここだよ」

　不思議に穏やかな声で。

「この湖の底に彼女は沈んでいる」

　トキは目を丸くした。

　湖に沈んで？　いやその前に。

「……彼女？」

「ああでも、今日はもうよく見えない。ひどく疲れたよ。あとは明日にしよう」

　ありがとう。ルーイーは言った。

「やっと見つけたよ。これでやっと――」

　湖から吹き上がってくる風が、岩壁に根を張る樹木を揺らした。その音にまぎれて、言葉の最後の部分は聞き取れなかった。



　その夜は近くの森の中で野宿することになった。乏しい食料をかき集めて食事を終えたら、あとは日課になったお茶を飲んで、寝るだけだ。少なくとも前の晩まではそうだった。

「あのお、ルーイーさん。お湯がわきましたよ？」

「うん？　……ああ」

　座り込んだままボンヤリと焚たき火びの炎を見つめていたルーイーは、マユに声をかけられて初めて気づいたように、袋からポットとお茶の葉を取り出した。しゃべる時にはどうでもいい話を一人でベラベラとしゃべりつづけているくせに、今夜はひどく口数が少ない。

　お茶を飲む間にふたたび訪れた沈黙に耐え切れず、あの、とトキは口を開いた。

「湖に沈んでいるって、魔物がですか？　それにさっき彼女って言ったけど、ええとそれは、魔物の女って意味？」

　頭の中でずっとぐるぐると回っていた疑問を、思い切って言ってみた。

（だけど魔物に男とか女とかってあるのかな）

　やや間をおいて、「うん」とルーイーはうなずいた。二つの質問の答を兼ねたらしい。

「カイの村にね、古い言い伝えがあったんだ。雪女の話さ」

　唐突にそう言われて、脈絡がわからずトキは首をかしげる。

「雪女？」

「この地方にまだそれほどたくさんの村や街がなかった頃、ある年の冬にマガモノがあらわれて人々を襲った。だけど、おりしも山に降り積もった雪が一人の女の姿に変わって、マガモノを退治して村人を救ったのだそうだ。――肌はそれこそ雪のように白く、氷のような銀色の髪、冬の空と同じ淡い水色の瞳をした、とても美しい女だったらしいよ。村人は彼女を敬い慕ったけれど、やがて季節が変わって山の雪が溶けてなくなる頃に、女は太陽の光に射られて消えてしまった」

「はあ」

「それでわかったんだよ。彼女はここにいる。だけどもう生きてはいないんだって」

「え、でも……あれ？」

　話がつながらなくて、トキはいっそう混乱した。

　彼女？　言い伝えに出てくる雪女？　でもルーイーが言う「彼女」とは――。

「あの、その雪女が魔物なんですか？」

　言ったのはマユだ。それがひどく上ずった声だったので、少し離れた場所で樹の根元にうずくまっていたヒューゴが顔を巡らせて彼女を見た。

　やはりまた間をおいて、ルーイーはうんと答えた。

「雪が化けたってのは嘘うそだけどね。人々には本当にそんなふうに見えたんだろう。マガモノが出現したのも本当だろうし、魔物がこの土地にあらわれたのが冬だったというのも」

「でもそれが魔物だったって、どうしてわかるんですか」

　マユが次の言葉を口にするより先に、トキは身を乗り出した。

「それに俺、ずっと不思議だったんですけどっ。どうしてあなたはその魔物を探していたんですかっ？」

　思わず早口になる。横目で見たマユの表情が張りつめていた。何だかあぶない。何が具体的にあぶないのかは、わからないけど。

「だって僕も見たから。彼女を」

　パチリと焚たき火びがはぜる。『千里眼』の瞳は炎を映した鮮やかな緑だ。

「僕は大陸から来たって言っただろう？　物心がついた頃には、僕にはもうこの力があった。子供の時にはそれが悪いことだなんて知らなくてね。両親がどうして僕を他人から隠そうとするのかもわからなかった。ただ、過ぎてしまった時間のいろいろな風景だとか、出来事だとかもういないはずの人たちを『見る』ことが、楽しくてたまらなくて。――そしてある日、彼女に会ったんだ」

　遠い昔。多分まだ、『神』が降り立ちこの世界のかたちが新しく始まったばかりの頃。

　銀の髪の女が視界にあらわれた。

「僕が生まれた土地には、昔魔物が棲すみついていたという伝説があった。人々が魔物を怖れたために、教団がそれを追い払ったっていうデキすぎたお伽とぎ噺ばなしさ。もちろん魔物の存在なんて、僕は信じていなかった。だから最初は彼女を見ても気づかなかったよ。……でも、そのうち気づいたんだ。彼女は、いつの時間の中にもいた。同じ姿のまま。美しい姿のままでね」

　けれどもある時間を境に、彼女の姿はふっつりと視界から消えた。

「十歳の時に宣せん教きよう隊たいが僕を捕まえにやって来て、それで初めて僕は自分が罪人だってことを知った。それからはずっと教団から逃げ回りながら、彼女を探したんだ。――知っているかい？　魔物が昔その土地にいたという言い伝えは、けっこうあちこちにあるんだよね。どうも魔物ってのは、世界中をさまよっているものらしい。だからそんな話の残っている土地を片っ端から訪ね歩いているうちに、彼女が東へ移動しているのがわかった」

　東にむかうほど、彼女が視界にあらわれる時間は今に近づいていった。

「そして最後に、ここにたどり着いたってわけさ」

　なぜだろう、とトキは思った。

　ルーイーの声は相変わらず穏やかで、そのことに何か胸がざわめくような違和感をおぼえた。

　この人のことを好きになれないと思った。自分勝手で図々しくて、たとえ童顔でも大人のくせにと腹が立った。――けれども今朝までの言動がすっかりなりをひそめてしまった今の彼を見て、急に不安になったのはなぜだろう。

　そんなことを考えていたから、マユが口を開くのを止められなかった。

「どうしてここでは魔物は追い払われなかったんですか？　どうして人々を助けたなんて話になるんですか？　魔物なのに、どうして人間に尊敬されたりするんですか!?」

　堰を切って言葉があふれ出したみたいだった。ルーイーは彼女を見た。

「そんなのヘンです。だって魔物は『神』を滅ぼすためにいるんでしょう？　世界を破滅に導く邪悪な存在だって。だから教団は魔物を殺そうとして、だから……魔物に関わった人たちも殺されなければいけないんでしょう!?」

　トキは息をつめた。

　睨にらむようなマユの眼まな差ざしを受けとめて、

「君は――」

　何か言いかけながら思いとどまったらしい。ルーイーはゆっくりと首をふった。

「それは僕にもわからない。僕にわかるのは、自分の目で見たことだけだから」

　マユは目を見開く。やがて、強こわ張ばっていた肩がしょんぼりと落ちた。

「……ごめんなさい」

　消え入るような声だった。

「あー、えっとあのーっ、だからどうしてそこまでして魔物を探そうとしていたのか、俺さっぱりわかんないんですけどっっ。まさかあなたも魔物と会ってその力が欲しかったとかっ？」

「も？」

　怪け訝げんに問い返されて、トキは凍りついた。

　話を逸そらせるつもりが、思い切り核心にいってしまった。魔物を解き放ってその力を手に入れようとしていたのは、マユの一族なのだ。

（うわーっ、どうしていつもいつも……俺ってバカ!?）

　こういう時は容よう赦しやなくツッコミをいれてくれるはずの相棒は、今もカバンの中だ。出会った最初の朝以来、ルーイーを避けているようにもみえる。もしかして『千里眼』に見られてやましい過去でもあるのだろうか？

「うーん。魔物の力、か。確かにそう思うのが当たり前かもね」

　ルーイーは苦笑ともただの微び笑しようともつかない表情をした。

「僕はただ、彼女に会いたかったんだ。――彼女を追っていろんな時間をのぞき見て、その時の気分といったらまるで宝捜しでもしているみたいにぞくぞくしたよ。最初に彼女を遠い時間のむこうに見つけた時から、心が奪われていたんだと思う。それこそ子供がとてもキレイな宝物を見つけたみたいにさ」

「会いたかった？　それだけ？」

「うん。彼女は時間を超えて存在しつづける。だったら今もどこかにいるはずだ。追いつづけていれば、いつか会える。一目でいい。会いたいと、あちこちさまよい歩きながらいつの間にかそんなことばかりを考えるようになっていたんだ」

　まるで、恋焦がれるように。

「考えてみたら妙な話だよね。二十年以上も彼女を追っていて、今頃こんなことを思うのがおかしいんだけど。――もしかしたら、いや多分さ、僕は」

　自分が生きる理由が欲しかったのかもしれない。故郷から逃げてさまよいつづける理由、『千里眼』として生まれてしまった理由、罪人として追われる理由が。

　すべては魔物といわれる彼女に会うためだったのだと。



（……あれ？）

　夜中に目をさまして傍かたわらを見ると、マユの姿がなかった。

　トキは立ち上がると、寝ているルーイーを起こさないようにそっと足音を忍ばせて、木立に踏み入った。

（やっぱり）

　少女の姿はすぐに見つかった。

　一本の樹木の幹に背中をあずけ、片膝ひざを立てた格好でヒューゴが座っている。夜の間はいつもそうやって見張っていてくれる。彼は眠らないのだろうか。少なくとも横になって寝ているところを見たことはない。

　そのヒューゴの隣にマユはいた。

「どうしたの。眠れないの？」

　近寄って声をかけると、マユは抱えた膝ひざに埋めていた顔をあげた。

「なんかいろいろ考えていたら、いっぱいわからなくて」

「どんなこと？」

「魔物って人間の姿をしているんですね」

　トキは遠慮がちにマユのそばに腰を下ろした。

「ルーイーの話だとそうみたいだけど。でも他の三匹のことまではわからないし……」

「私の街にいた魔物も、きっとそうだったんじゃないかって思います」

　小さく呟つぶやくような言葉に、トキは目を丸くする。

「どうして？」

「私、宣せん教きよう隊たいが街に来た時に、自分がどうやって逃げたか覚えていないんです。気がついたら一人だけ森の中にいて、街が燃えているのを見ていました。お父さんとお母さんが殺されたところまでは記憶があるんですけど、そのあとのことがどうしても思い出せなくて、自分がどうして助かったのかもわからないんです」

「……」

「でもひとつだけ、ボンヤリと覚えていることがあります。……誰かがそばにいたこと。火の中を逃げながら、その人は私の手をずっと掴つかんでいてくれて、何か言っていました」

「……なんて？」

　マユは首をふった。

「もしかしてその人が君を助けてくれた、とか？」

「はい。きっとそうです」

　トキはゆっくりとまばたきをした。突拍子もないことが頭に浮かんでいた。まさかと思う。でも同じことを考えていたから、マユはこんな話を彼にしているに違いない。

　ためらってから、言った。

「その人は、君の街にいた魔物だったの？」

　返事はなかった。マユは否定しなかった。

　少し間をおいてから、また呟くような声が返った。

「魔物でなかったら、あの時私を逃がすことはできなかったと思います。兵士に街を包囲されて、他の人は誰も助からなかったんですから。――だけど今まで私は、その人が誰かなんて考えたことがありませんでした。だって、ルーイーさんが言っていたみたいに、魔物が人間の姿をしているなんて私も思わなかったから」

　そういえば今まで一緒にいて、マユが自分から魔物の話をするのはこれが初めてだ。辛い思い出につながることだから忘れようとしていたのだろうか。

「だけどさ。だけど、どうして魔物が君を助けたの？」

「わかりません」

「その人……魔物はそれでどうなったの？」

　マユはまた首をふる。どうなったかわからないのだろう。

　ここにこうして座って、自分でも同じ問いかけを繰り返していたのかもしれない。疑問の答を得るすべもなく。

　ルーイーと出会ったことで、きっとそれまで考えまいとしていたことから、マユはもう目を逸そらせることができなくなってしまったのだ。

　それがいいことなのか悪いことなのか、トキにはわからない。

　ひとつだけハッキリしているのは、ルーイーが探し求めていた魔物と、二年前までマユのいた街に封印されていた魔物とは別モノだということ。雪女の言い伝えのほうが、はるかに古い。

「魔物って、何なんでしょうか」

　自分の靴の爪つま先さきを見つめるように、マユは視線を落とす。

「う、うーん？」

「悪いものですよね。――だって、そうじゃなかったら私の一族が殺された理由がなくなってしまいます」

　そうだと言えばいいのだろうか。それとも違うと？

　――きっと何か魔物が存在してはいけない他の理由があって、君の一族は悪くなんかなかったんだよ。

　何が正しいか正しくないかではなく、今、この少女に必要な答はどちらなのだろうと、トキは思った。

　その時、ヒューゴが動いた。それまでまったく反応を示さなかったのに、今もその目は遠くを見ているだけなのに、腕がのびて少女の肩に回り、引き寄せた。離しているのが不安だとでもいうように。座ったまま片腕に抱えられる格好で、マユはその腕に顔を埋める。

　結局何も言うことができずに、トキはため息をついた。

（……俺じゃダメなんだな、やっぱり）

　ちょっと切ない。

　こんな時にマユを慰めることも、触れることも彼にはできないのだ。
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　青く青く透き通った水底に、彼女はいた。

　湖は驚くほど深く、光の届かぬ深しん淵えんには小さな蛍ほたる火びを灯ともす水藻が波打つように繁茂していて、上から見下ろせばまるで満天の星を映しているかのようだ。

　その淡い光に埋もれるように、彼女は静かに横たわっていた。

　どれくらいの年月、そこにそうしていたのだろう。

　何も変わらなかった。

　何ひとつ、彼が追いつづけた姿のまま。

　しんと動かない冷たい水の中、全身を覆おおうほどに長い銀の髪が、それ自体が光り輝く糸のように広がり、揺らめいている。

　白く美しいその顔は、まだ少女のあどけなさを残し、まるで眠っているかのようだった。

　だが、目蓋を落として閉ざされた瞳は、けして彼を見ることはない。

　微笑ほほえみさえ浮かべて見える唇は、けして言葉を紡ぐことはない。

　こうして目の前にいるように見えていても、現実の彼女は手の届かない深い湖底にいる。

　それでも、彼との間を隔てているものは、時間ではない。

　――ようやく彼女と出会うことが、できた。



　朝の光が湖面に斜めに射さし込んで、小さな波がきらきらと踊っていた。

　ルーイーは立ち上がると、長い間一心に見つめていた湖に背を向けた。

「もう、いいんですか？」

　それまでうしろで見守っていたマユが、彼の正面に立つ格好になって小首をかしげる。

「うん」

　うなずき、『千里眼』は彼女に笑いかけた。

「これで終わった。今度は君の番。僕に何をして欲しいんだい？」



　しばらくはマユと一緒にルーイーを見守っていたトキだが、やがて思い直して森の中をぶらつきはじめた。いつまでかかるかわからないし、その間に食料の確保に励んだほうが有意義だ。山を下りるにも時間はかかるうえ、手持ちの食料は今日一日分ギリギリもつかもたないかである。



    

  
    
      



    

  
    
      　あまり遠くへ行かないように注意しながら、食べられそうな野草を物色した。

（あ、ツリガネニンジンとトリアシだ）

　どちらも炒いためて食べるとおいしい。摘み取ってカバンに詰め込む。

（カタクリは根っこを煮るといいんだよな。えっとドクダミは……どっちかっていうと薬草か？）

　じっくりと探せばけっこう見つかるものだ。

「こらタマ！　邪魔だからってカバンから放り出すな！」

　そんな調子で歩き回っていると、ふわりとどこからか甘い芳ほう香こうが漂ってきた。花の香りのようだ。

（ニセアカシア？　でも花の時期にはまだちょっと早いし……）

　匂においを追って斜面を下ると、いきなり目の前に白い光があふれた。

　そこにあったのは一本の樹だ。拳こぶしほどの大きさの純白の花を、枝も見えないほどに咲き誇らせている。近寄って、トキはがっかりした。見たこともない花だ。ニセアカシアなら食べられたのに。

（でも、いい匂いがするから持って帰ったらマユが喜ぶかも）

　気がつくと陽ひ射ざしの角度が変わっていた。食材を探すのに夢中になって、ずいぶん歩き回っていたようだ。

　トキは枝から花を折り取ると、昨夜野宿した場所へ急いで引き返した。



「やあ。ちょうどお茶がはいったところだ」

　ルーイーとマユは先に戻って火のそばに座っていた。ヒューゴは相変わらず、少し離れた場所に我関せずという顔で座っている。

　帰ってきたトキに、ルーイーは手にしていたポットを差し上げてみせた。

「これが最後のお茶会だよ」

「最後……？」

「うん。これを飲んだらお別れ。僕は彼女に会うという目的を果たしたんだから、君たちが僕を助ける必要はもうない。だろ？　……あれれ、何をぽかんとした顔をしているの。ほら、早くこっちにきてお茶を飲みなよ」

「う、うん」

　言われるままにトキは腰を下ろして、たっぷりと熱い茶が注がれた器を受け取った。

（……お別れって）

　そうだ。自分たちはルーイーの探し物につきあっていたわけだから、目的のものが見つかったのなら、一緒にいる理由はもうない。なのに。

　そんなことは全然考えていなかったから、「お別れ」というのはなんだかすごく唐突な気がした。

「何も今すぐじゃなくても……、山を下りるまでは一緒でいいんじゃないですか」

「あれ、そんなことを言ってくれるんだ。でも君、僕のことを嫌っていなかった？」

「う……」

　口に出したつもりはないのに、顔に出ていたらしい。こういうところ、トキは隠しごとがヘタである。

「そんな、あなたのことを嫌ってたわけじゃなくて、ただそのちょっと」

　あはは、とルーイーは笑った。

「いいんだよ。自分でもなりふりかまってなかったと思うからね。当然だ」

　お茶はいつもよりも甘かった。砂糖を大盤振る舞いしてくれたらしい。

　なんだか妙な居心地の悪さを感じて、トキは「最後の」お茶を少しずつ口に運んだ。何か今、気のきいたことを言えればいいのに。何でもいいから皆で楽しくなれるようなこと。

　トキさん、とその時声をあげたのはマユだ。

「そのお花も食べられるんですか？」

「これ？　あ、忘れてた。食べるんじゃなくて、すごくいい匂においがするから。マユにあげようと思って取ってきたんだ」

　トキはカバンの上に置いたままだった花を、マユに差し出した。

「うわあ、本当にいい匂いですね。ありがとうございます」

　受けとって、マユは嬉うれしそうに花弁に顔を近づける。

　あれ、と声をあげたのはルーイーだ。

「それは『マツリノハナ』だね。このあたりにも咲いていたのか」

「え、マツリ……祭り？」

「そう、お祭りで使う花。本当の名前は知らないけど、カイの村ではそう呼ばれていたな。この地方の古い習慣で、祭りの時期が来ると男たちは山の上にしか咲いていないその花をとってきて、自分の妻や恋人や娘に贈るんだそうだ。丈夫な花だから枝ごと水に差しておけば一週間くらいもつらしい。で、女たちは祭りの日にその花を髪に挿さす。だから若い女たちは意中の男から花をもらえるかどうか大騒ぎだし、男のほうでは花を渡すというのは愛の告白や結婚の申し込みの意味もあるとかなんとか。あ、ということは君、この娘に告白したってことになるのかな？」

「――！」

　思わず口の中の茶を吹き出しかけたトキを見て、ルーイーは笑った。

「なんで赤くなるの？　冗談だってば」

（いやあの……冗談じゃなくてもいいけど……いや、よくないか）

　ところでその時にトキは思い出した。

（あ、そうか）

　――お花。待っているの。

　カイの村で見かけた女の子。

「じゃあ、あの子はこの花を待っていたんだ」

　呟つぶやいた言葉に、ルーイーが怪け訝げんな顔をする。

「あの子？」

「ええ。カイの村外れで女の子の霊を見たんです。ほら俺、鎮魂しずめ屋やだから、死者は普通に見えるっていうか、死者の相手をするのが商売ですから。その子、お祭りのための花を待っているんだって言ってました。花をとってきてくれるはずの人を、死んでからもずっとそこで待っているんです。……それってこの花のことだったんだなあ」

「どんな子？」

　ルーイーの声がわずかに硬くなった。

「姿はハッキリわからなかったんですけど、七歳か八歳くらいかな……」

　首をかしげてから、トキはぱちぱちと目を瞬かせた。ルーイーの丸みをおびた顔が強こわ張ばっている。緑色の瞳が大きく見開かれていた。

「僕だよ」

「え？」

「その子が待っているのは、きっと僕だ。いや、間違いない。マツリノハナをとってきてあげる約束だった」

「――」

　トキは言葉を失った。

「その子は、僕が間借りしていた家の娘でね。もうずいぶん前に両親が病死したとかで、祖母と二人暮らしだった。働き手がいないから豊かな暮らしとはとてもいえなくて、お金を払うと言ったら彼女の祖母は喜んで僕に部屋を貸してくれたよ。どこの誰とも知らない人間なのにね、全然疑っていないんだ。孫娘のほうも僕にずいぶん懐いてさ、僕のこと、お父さんみたいだって。まいったよ、お父さんだってさ。せめてお兄さんにしてくれって思ったね」

　ルーイーは口元を歪ゆがめた。笑っているのだろうか。それとも――。

「あの子には祭りの髪飾りにする花をとってきてくれる人間が、誰もいなかった。僕はまだその祭りを見たことはなかったけれど、あの子がそれをどんなに寂しく思っているかくらいはわかったさ。なんだか可哀想でね。だから」

　花を持ってきてあげると言ったら、あの子は本当に嬉うれしそうだった。

「そうか。……まだ、あそこで待っていたんだ」

　呟つぶやくような言葉。

　ルーイーはお茶を飲み干すと、何を思ったのかいきなり傍かたわらの荷物を引き寄せた。中から取り出した袋にはずっしりと硬貨がつまっていて、手渡されたトキは目を丸くする。

「あの、これ……？」

「君は鎮魂屋だ。あの子を送ってやってくれないか」

「でも、彼女はあなたを待っているんでしょう？　あなたが行けば、きっと……それにこれじゃお金が多すぎるし」

　トキが返そうとした袋を受け取らず、ルーイーは首をふった。

「僕は行かない。行けない。……ごめん、村の焼け跡を見たくはないんだ」

「ルーイーさん？」

「平気だって言ったけど、本当はあまり平気じゃなかった」

　ルーイーは弱々しく微笑ほほえんだ。

「親を殺されて故郷から逃げた時も、僕と関わった人たちが殺された時も、村が焼かれた時も、本当は全然、平気なんかじゃなかったよ。――だから、ごめん。僕はあそこへは行けない。あの子のことを頼むよ」



　山を下るなら南側からがいい。来た道を元通りにたどって麓ふもとに下りるんだ。――別れ際に、ルーイーは言った。

「ヤツギから宣教隊が出発した。どうやら丸々ひとつの部隊で山狩りをするつもりらしいな。さっき見たところでは、北側から西側にかけて兵が動いている。だからそっちへは絶対に行かないようにね。僕は東側から山をぬけることにするよ」

　言って、『千里眼』は荷物の袋をよいしょっと肩にかけた。

「大丈夫ですか？」

　マユが心配そうに訊ねる。

「心配無用。僕にはこの目がある。兵士たちに捕まったりしないさ」

「これからどうするんですか？」とトキ。

「そうだなあ。次の魔物でも探すかな」

　朗らかに言うと、ルーイーは「じゃあ」と手をふった。

　歩き出した背中に、マユは声をかける。

「さようなら。またどこかで会えるといいですね、ルーイーさん」

　ルーイーは足をとめることなく、肩越しに笑ってうなずいた。

「そうだね。いつか、また」

　トキはマユと並んで、その丸っこい背中が木立の中に見えなくなるまで見送った。



　本当にたくさんの人間が死んだ。彼のせいで。

　お尋ね者を親切にかくまったせいで兵士に殺された者も、なぜ自分が死ななければならないのかを最後まで知らずにいた者も、恨うらんで罵ののしって死んでいった者もいた。

　ごめんなさい。

　彼女に会うまではと。自分のせいではないと、いつも言い訳を繰り返していた。

　三日間だけの連れと別れ、しばらく山道を急ぎ足で下ってから、『千里眼』は周囲の風景を透かして山狩りの兵士たちの位置を確かめた。

　そうしておもむろに、兵の数が一番多いと思われる北の方角へ、足をむけた。

　ごめんなさい。

　彼女を見つけた時に呟つぶやいた言葉。風に吹き消されて誰にも届かなかった言葉を、もう一度、繰り返す。

　――これでやっと、謝ることができます。
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　焚たき火びの始末をする前に、早めの昼食をすませてしまうことにした。山を下りるまでは用心のために火をおこさないつもりでいるので、今のうちに採ってきた野草の下した拵ごしらえもしておかなければならない。

「ルーイーさんも食べていけばよかったのに」

　野草入りの粥かゆをスプーンでかきまぜながら言うマユに、そうだねと相づちを打ちながら、トキは別のことを考えていた。

「伝説の魔物って四匹いることになっているけど、本当はもう三匹、じゃなくて三人？　どっちかわかんないけど、とにかく一人はずっと前にいなくなっていたってことだよね。……でも、どうして彼女は死んだんだろう」

「教団に殺されたんだって、ルーイーさんは言っていました」

「……やっぱり、そうなんだ」

「ここで殺されて湖に沈められたのか、それとも何かで撃たれてそのまま水の中に落ちたのかはわからないけど、彼女の胸の真ん中に穴が空いているのが見えたそうです。心臓の部分だけ、大きな弾丸に撃ち抜かれたみたいだって」

「へえ……」

　教団は魔物の存在を許さない。言い伝えの中で春の陽ひ射ざしを浴びて消えてしまった雪女は、現実にはこの世界を統すべる『神』の代弁者の手でここまで追いつめられ、抹殺されたのだ。

（でも、それっていいことなんだよな……？）

　そのはずだ。相手は魔物なのだから。だけど。

　本当に？

　何かがトキの中で揺らぎはじめていた。魔物は邪悪な存在なのだと、今まで疑ってみたこともなかったけど。

（だけどそう言っている教団は、マユやルーイーのことを罪人だからって殺そうとしている）

　教団が悪いというものが、すべて本当にその通りとはかぎらないということを、トキはもう知っている。

「トキさん、ボーっとしてどうしたんですか」

「う、うん。なんでもない」

　トキは慌てて器うつわに残った粥かゆを口に流し込んだ。

「あ、そういえばマユ、あの人に見てもらいたいことがあったんだろ？　探し物が見つかったらっていう約束だったけど、あれどうなったの？」

「はい。ちゃんと見てもらいましたよ。トキさんがさっきいなくなっていた間に」

「ええ、そうなの？　なんだ」

　今度こそ訊きいていいのかな、ダメかな、ともじもじしているトキの前で、マユは粥の器を下におくとポケットから何か取り出した。

「これです」

「……？」

　開いた掌てのひらの上に、金色の鎖のついたネックレスのようなものが載っている。縦に長い十字を象かたどった飾りがぶらさがっていた。

「十字架っていうんですって。ヒューゴが私にくれたんです」

「ヒューゴが？」

　思わず目をやると、当のヒューゴはとっくに食事を終えて、座ったまま目を閉じている。

「図鑑屋さんから聞いたんですけど、これは“〝嘆きの時代”〟より前に神を信じていた人たちが持っていたものなんですって。大昔には世界にはたくさんの神がいたそうです」

「『神』がこの世にやって来る前に？　他にも神がいたの？　それもたくさん!?」

　トキは仰天した。そんな話は初めて聞いた。神がたくさんいたなんて、それでどうやって世界を治めていたのだろう。滅びを迎える前には今よりもはるかにこの世界の人口は多かったというから、神が一人では足りなかったということだろうか。

「えっとそれで、何を見てもらったの？」

「ヒューゴのこと」

　マユは十字架を大切そうにまた掌でくるんで、胸に抱いた。

「あのね、ルーイーさんは物に触れるとその持ち主のこともわかるんですって。それが持ち主にとって大切で思いいれのあるものほど、よく見えるんだって言っていました。私にくれる前、ヒューゴは時々この十字架を握りしめていることがありました。だから、とても大事なものだったんだと思います。――それで、これをルーイーさんに触わってもらって、ヒューゴのことを教えてもらおうと思ったんです」

「ヒューゴのことって……たとえばどんな？」

「わかることは全部。名前とか、もといたところではどんなふうに暮らしていたかとか、どこに住んでいたかとか。私はヒューゴのことを何も知りません。ずっと知りたいって思っていたんです」

「じゃ、わかったの？」

　どうしてだか、胸がドキドキする。期待とか好奇心のドキドキじゃない。なんだか息苦しくて、不安なような。

　マユは首をふった。

「ルーイーさんは言っていました。十字架に触れても具体的なことは何も見えてこない、何もわからない。でもひとつだけ見えるものがあって、それは――」



　赤。

　見渡すかぎり累るい々るいと転がっている屍しかばねの血が染めた大地と、それを照らし出す夕ゆう陽ひと、燃え上がる炎の赤。

　彼はそこにただ一人で立っていた。全身を返り血で赤く濡ぬらして。

　他に生きて動いているものの姿はない。

　現実の風景なのかどうかもわからない。まるで人間の狂気そのもののような。

　見えるものは、赤。絶対的な孤独と、絶望と、死の赤。



「……ヒューゴの心の中には、今でもその風景しかないんだそうです。だから他のものはルーイーさんにも見えないって」

「そんな」

　トキは絶句した。

　それは“〝滅びの時代”〟の光景だろうか。ヒューゴはそこで何をしていたのだろう。何を考えていたのだろう。

　彼の心の中にあるというその赤の色は、トキには想像もつかない。

「それじゃ、何もわからないね」

　十字架を握りしめてマユは一度目を伏せたが、すぐに顔をあげた。

「いえ。私はきっと、その答が一番知りたかったんです」

「え？」

「ね、トキさん。召しよう喚かんしたものが消えるまでの時間て、バラバラですよね。その場ですぐに消えてしまうものもあれば、何ヶ月も残っているものもあります。それは物の大きさとか種類とかとは全然関係ないんです」

　急に言われて、トキはわけもわからず「うん」とうなずいた。

「早く消えてしまうものというのは、それだけもとの時間からの引き戻す力が強く働いているってことなんです」

「引き戻す？」

「はい。つまりもとの時間の中でなくなっては困るもの、必要とされているもの、それを持っていた人の強い想おもいのこもったもの。そういったものほど本来の場所に引き戻されやすいので、こっちの世界に留まっている時間が短いんだって聞いたことがあります」

　そんな法則があるんだ、とトキは単純に感心する。

「だから私、ずっと考えていました。――ヒューゴがもとの時間に戻って消えてしまわないのは、もしかしたら、もとの場所でヒューゴが一人ぼっちだったからじゃないかって。誰もヒューゴのことを想おもっていなくて、彼はいらない人間だったからなのかもしれないって思ったんです」

　思わず、トキは頭をがんと殴られたような気がした。さっきからの胸のドキドキがいっそう大きくなる。

（やっぱり、マユは不安だったんだ）

　当たり前だ。ヒューゴは明日にも消えてしまうのかもしれない。今まで何も言わなかったけど、マユはもちろん、そのことを怖おそれていたのだ。

「それでルーイーさんに見てもらったら、ヒューゴは本当に一人ぼっちだったって、わかりました。それなら、ヒューゴが今ここにいるのは、全然悪いことじゃないですよね？　だって私にとってヒューゴは、大事な家族ですから」

　なんて明るい声で言うんだろう。言葉を失ったまま、トキは思う。

「ヒューゴはきっと消えたりしません。私がヒューゴのことを大切に想っているから、こっちではヒューゴはもう一人ぼっちじゃないから、もとの時間に呼び戻されたりしないと思います」

　そうならいい。その理由で、ヒューゴがこちらに留まっているのならば。

（でも、違ったら？）

「あ、あのさ。でももし……万が一、本当に万が一のことだけど、それでもヒューゴが……消えてしまったら？」

　たまらず、舌がカラカラに乾いたような声でトキは訊ねた。

　マユはきょとんとして彼を見てから、ニコリと笑った。

「大丈夫。もしそうなったら、もう一度ヒューゴを召しよう喚かんします。どれだけかかっても、必ずヒューゴをまたこちらに呼びます」

　泣きたくなった。

（そんなことは駄目だ。きっと、やっちゃいけないことなんだ……）

　禁忌に触れるとか、教団の言う罪だとか、そういうことじゃなくて。それはもっと恐ろしい、もっと不自然なことのように、トキには思える。

　けれどもそう口に出すことはできなかった。

　だって、ヒューゴは絶対に消えないと、消えてもまた会えるのだと、せめてそう思っていなければ、マユは不安に押し潰つぶされて壊れてしまうかもしれない。

　今でも、こんなふうにあやうげなのに。

　マユから目を逸そらせて、トキはうなずいた。

「うん。……それなら大丈夫だね」

　その時、遠くで連続した銃声が響いた。



　焚たき火びを消し、空になっていた鍋やら器やらを手当たり次第にカバンと袋に放り込むと、山道を駆け下った。北へ。銃声の聞こえた方角へ。

（ルーイー……！）

　転ばないように足下に目をこらして走りながら、トキは歯を食いしばった。

『千里眼』は東へ行くと言っていた。笑って、「いつかまた」と言った。だからあの銃声は彼とは関係ない。絶対に、関係なんかない。

　けれどもトキは走りつづけた。

　少し先にマユの姿がある。荷物を担いでいるトキよりも、足が速い。手に召しよう喚かん用の紐ひもを握っていた。

　その二人を引き離して、先頭を行くのはヒューゴだ。いつもの無反応が嘘うそみたいに、獰どう猛もうな獣の足取りで地を蹴けり、黒衣の裾すそをひるがえして斜面を駆け降りてゆく。どこへ、何のために行こうとしているのか、彼は正しく理解していた。――自分が戦場へむかっていることを。

　同じ方角から何度か、銃声が聞こえた。連続して空気を震わせ、そのあとまた沈黙する。

　もちろん罠わなだった。同行者である『千里眼』の身に異変があったことを知り、召喚師が助けに駆けつけて来ることを、カゲイ隊は見越していた。兵を一ヶ所に集めて待ち伏せていれば、お尋ね者を労せず処刑することができる。銃声はそのための誘導だ。

　ずいぶん、走った。

　ふいにマユが足をとめた。立ち竦すくむようなとまりかただった。足下ばかり見つめていたトキは、あやうく彼女にぶつかりそうになって、とっさにたたらを踏んだ。

　ぜいぜいと息を切らしながら、「な、なに……？」

　それきり言葉を呑のんだ。

　真っ先に目に入ったのは、ごつごつと太い枝を広げた大樹と、先にそこで立ち止まっていたヒューゴの黒い大きな背中。それから。

　樹の根元に流れ出た、おびただしい血。

「……嘘、だ……」

　全身に銃弾を浴びて顔の判別もつかないほど引き裂かれた骸むくろが、そこに転がっていた。

　それでも、それが誰なのかは一目でわかった。

「ルーイーさん」

　マユが震える声で呟つぶやく。

「そんな……どうして、だよ……!?」

　トキはずるずるとその場にへたり込んだ。

　どうして。

（自分で言ったんじゃないかっ）

　北には兵士がいるから行くなと。自分は心配いらないと、笑って言ったくせに。

　またいつか、と。

　そんな嘘を……！

　身体からだの底から震えが突き上げてきた。怖いからではない。トキは地面についた両手の拳こぶしをきつく握りしめた。

　無惨な死体を目の前にしても、いつものような目眩めまいや吐き気は襲ってこなかった。

　ただ、悲しかった。

　誰かの死がこれほど重い痛みであることを、トキはその時に初めて知った。



　座り込んでいたままのトキの傍かたわらで、空気がそっと動いた。マユが踵きびすを返したのだ。

（……マユ？）

　りん！

　少し場所を離れると、少女は軽やかに召しよう喚かんのための紐ひもを振った。一瞬で切り取られた空間が淡く光を放つ。そこに両腕を差し入れ、両足を踏ん張ると、黒光りする武器を取り出した。

　銃身が長くてやたらごつごつと突起がついているその銃のかたちに、見覚えがあった。

（えっと確か、ましん……マシンガンだっけ？）

「トキさん、隠れてください」

「え？」

「宣せん教きよう隊たいが来ます」

「――！」

　ヒューゴがマユに歩み寄ると、それまで手にしていたライフルを肩に背負い、マシンガンを軽々と腕に抱えた。そうしておいて、少女の身体をそっと押しやった。

「うん、わかってる。私もちゃんと隠れているから」

　マユは彼を見上げた。

　強い声で、言った。

「あの人たちを殺して、ヒューゴ」

　少女の怒りと憎悪に満ちたその一言で、ヒューゴは身をひるがえした。



　猛もう然ぜんと地を蹴けり、一足ごとに加速を加えて斜面を駆け下るヒューゴの前方、罠わなにかかった獲物を狩るべく姿を見せたカゲイ隊の兵士たちが、いっせいに発砲した。

　すでに遅かった。

　たかが部隊ひとつの人数で『死神』と対たい峙じしたことの愚に、兵士たちは気づく暇さえなかった。

　瞬時に地面に身を投げたヒューゴの腕の中で、マシンガンが火を噴いた。そのまま勢いを殺さず反転し、樹木を遮しや蔽へいにして照準もせずに引き金を絞りつづける。弾幕が銃口の前にあるものすべてを容よう赦しやなく引き裂き、薙なぎ払い、粉砕した。火薬の燃える臭におい。排出された薬やつ莢きようがばらばらと小石のように斜面を転がり落ちていく。

　最初の発砲からわずか五分足らずで、殺さつ戮りくは終わった。それは戦闘ですらなかった。

　カゲイ隊は全滅した。



　　　　　６



「くそ、なんということだ……化け物め！」

　呪のろいの言葉を吐きながら、隊長のカゲイはよろめくような足取りでヤツギの街をめざして山道をくだっていた。

　隊の最後尾で指揮を執っていたおかげで、彼一人が難を逃れた。それでも『死神』の反撃の途中で命の危険を感じて離脱しなければ、部下たちと同じ運命をたどっていたに違いない。運もよかったし、判断もよかった。おかげで生き延びることができた。

「許さんぞ。すぐに上に報告して、召しよう喚かん師ともども魔物なみの特定手配犯として申請してやる。……追討部隊を編制して、教団に特殊火器の使用を要請すれば……くそ、あの化け物、このままではすまさんからな。次は必ずなぶり殺しにしてやる。よくもこの私をここまでコケに……！」

　ガサッと前方で薮やぶの揺れる音を聞いて、カゲイはぎくりと足をとめた。『死神』が追ってきたのかと怖おそれたのだ。今や、狩られるのは彼のほうである。

　しかし視界にあらわれたのは見慣れた制服姿の人間だった。ホッと肩の緊張を緩めると同時に、カゲイは忌々しげに顔をしかめた。

　生意気な小娘め。部下もつれずに出迎えか。こちらの失態を笑いに来たか？

「兵を全員死なせて、指揮官が逃亡か」

　先からそこで待ちかまえていたとでもいうように、ナツキは悠ゆう然ぜんとカゲイに近づいた。

「『死神』をあなどるなと忠告したはずだ」

　相変わらずの無表情。だが声にはわずかに揶や揄ゆする響きがあって、それがカゲイの感情を逆なでした。

「なるほど、臆おく病びよう者ものほど長生きできるというわけか。ヤツらを追いながらいまだにたいした被害をこうむっていないところを見ると、君の部隊はよほど逃げ足が速いと見える。おおかた、『死神』の顔を見たら逃げるか隠れるかでもしているのだろう。その意味では確かに賢い。半端者がまともにやりあって勝てる相手ではないのだからな！」

「貴君の逃げっぷりほどではないがな」

　平然とナツキは応じた。

　カゲイは彼女を睨にらみつける。

「ほう、見ていたとでもいうのかね？」

「見ていた。近くにちょうどあの斜面を見下ろすことのできる高台があったのだが、気づかなかったのか？　あそこに何人か兵を配置して狙そ撃げきさせれば、状況も少しは変わっていただろうに」

　この女はどういう神経をしているのか、とカゲイは思った。

「その場にいたのならば、なぜ援護しなかった!?」

「手を出すなと言ったのは、貴君だ」

「――この異端者が」

　激げつ昂こうのあまり上品に取り繕うのも忘れて、カゲイは吐き捨てた。

「しょせんは愚劣な辺境あがりか。この一件はそちらの言動もあわせて報告しておく。上の判断によっては部下ともども処分は免れんぞ。覚悟しておくことだな」

　ふんと鼻を鳴らしてナツキの前を行き過ぎたカゲイは、しかしすぐにぎょっと足を竦すくませた。

　後頭部に食い込んだ固い金属の感触。銃口だと気づいて青ざめた。

「貴様……何のつもりだ？」

「残念だが、報告はあきらめてもらう」

「う、撃つつもりか!?　馬鹿な、こんなことをして……」

　がちゃりと、撃げき鉄てつを起こす音。

「待て！　わかった、今回のことはなかったことにしよう。我々は互いに面識がなかったことにする。だから報告はしない。……そ、それとも何かね？　私の言い方が悪かったのかもしれない。言葉がすぎたことは認めよう。本気で言ったわけではないのだよ。何しろ今私は、部下を失って動転していて……」

「そんなことはどうでもいい」

　背後から銃をつきつけたまま、ナツキは素っ気なく相手をさえぎった。

「あの召しよう喚かん師に死なれては困るんだ。あの娘は鍵かぎのひとつを持っているはずだからな」

「か、鍵!?」

「そうだ。――鍵は四つ。この世界に放たれた四匹の魔物の名前。四つがそろえば、『神』は機能を停止する」

「な……」

　カゲイの声が裏返った。

「何を言っている？　貴様どうかしているんじゃないのか？　……『神』が？　停止とは何だ。魔物が一体――!?」

「あの娘はおそらく魔物の名前を知っている。聞き出すまでは、殺させるわけにはいかない。おまえのような輩やからに騒ぎたてられて教団にいらぬ申請などされては、こちらの今まで苦労が台無しだ」

「……ま、まさか、貴様は!?　……いや、と、とにかく待て。話し合おう。こんなことが上にバレたら、貴様だってただではすまんだろう！」

　ナツキは口の端を引いた。冷ややかな微び笑しようだ。

「それと、もうひとつ。私の部下はおまえみたいな頭のイカレた殺人者より、よほどまともな人間だ。『神』の恵みを享きよう受じゆしながら、快楽を得るためだけに辺境での人間狩りを志願するような下げ衆すに、侮辱されるいわれはない」

「やめろ、う、撃つな！　頼む、撃たないでくれ!!」

　カゲイの悲鳴に、銃声が重なった。



　麓ふもとの街が見えるところまで来て、ナツキは足を止めた。

「よう、隊長」

　道端の岩に座っていたハルが、彼女に手を振って見せる。

「宿で待機していろと言ったはずだ」

「つれないねえ。山に一人で入っていった上官の身を案じるこの部下心。ちょっとはわかってくれてもいいんじゃない？」

「くだらないことを言うな」

　はいはいと応じて岩から立ち上がると、ハルは真顔になった。

「銃声が聞こえた。――また殺したのか」

「ああ」

「言ってくれりゃ、俺がやってやったのに。それくらい部下に命令しろって言っただろ」

「これは私が自分の責任において果たすべきことだ。おまえには関係はない」

　冷ややかに言って、ナツキは彼の前を通り過ぎる。それきり振り返りもしない隊長に従って歩きながら、ハルはかしかしと頭をかいた。

「……たまには甘えてくれってことなんだがな」

　返答は期待していなかった。いつも通りにきっぱりと無視されると思っていたので、返った声を聞いて驚いた。

「私を甘やかすな」

　低く、だがきっぱりとした声だった。

「――」

「甘える相手のいる人間は、弱くなる。私はここで弱くなるわけにはいかないんだ。だからおまえに甘えるつもりはない」

　そう言ったナツキの細い背中を、ハルは見つめた。

　ふと、思う。

（おまえは）

　それこそはけして答の返らない問いかけであることがわかっていたから、口にはしない。（なぜ、辺境へ戻って来たんだ？）

　あちらへ行くことが幸せなのだと思ったから、あの時何も言わずに見送ったのに。

　何もわからない。神の地へ行ってからのどんな事情も、かつて幼なじみであったこの女は語らない。

　ならば、彼は自分にできることをやるしかない。

　黙ってこの女について行く。

　この先も。たとえ、誰を敵に回してでも。



　村の焼け跡にたどり着いた時には、日はとうに暮れていた。

「やあ」

　女の子は前と同じ場所にいた。夜に見れば、輪りん郭かくはずっと鮮やかだ。首筋にかかるくらいの髪。くりっとした目。細い手足。履いている靴が妙にぶかぶかに見えるのは、誰かの貰い物だからだろうか。

　トキは白い花を片手に、幼い霊に近づいた。

「はい、これ。マツリノハナだよ」

　女の子は不思議そうにトキを見上げ、それから差し出された花を見た。

『とってきてくれたの？』

「うん。花をとってきてあげるって約束しただろう？」

『うわあ、ありがとう、ルーイーさん』

　たちまち、女の子は嬉うれしそうに笑った。トキを約束の相手だと思い込んでいる。

『あのね、私だけいつもお花をもらえなかったの。だから本当は寂しかったの』

「うん。知っていたよ。でも今年はこれでもう寂しくないね？」

　小さな手が、宝物に触れるみたいにそっと花を受け取った。そのまま大切そうに胸に抱く。



    

  
    
      



    

  
    
      『お祭りになったら、髪に挿さすの』

「きっと似合うよ」

『ありがとう。――あのね、お礼に教えてあげる。本当は内緒なの。村の外の人には言っちゃダメっておばあちゃんに言われていたけど、ルーイーさんには教えてあげる』

「うん」

『雪女のこと、知ってる？』

　トキは微笑ほほえんでうなずいた。

「昔ここに住んでいた人たちをマガモノから救った人のことだね」

『そう。とっても美しくて、優しい人だったの。だからね、この村の女の子は、みんなその人の名前をもらうんだよ。自分の名前の他に、雪女みたいに美しくて優しい娘になるようにって。お守りの名前なの。大きくなってお母さんになって、生まれた子供が女の子なら、その子にも同じ名前をあげるの』

「そうなんだ？」

　魔物に名前があるんだ、とトキは素直に感心した。

『でもそれは内緒なの。名前をよその人に言っちゃダメなの。ルーイーさんはお花をとってきてくれたから、お父さんみたいだから教えてあげる』

　女の子は花を抱いていないほうの手で口のまわりを囲うと、つま先立った。子供の内緒話のポーズだ。トキも身を屈かがめて、彼女のほうに耳を傾けた。

『アスラ』

「……アスラ？　素敵な名前だね」

　女の子ははにかんだように笑うと、急に不安そうにあたりを見回した。

『私、もう帰らなきゃ。おばあちゃんにお花を見せてあげるの』

　そうだね、とトキはうなずく。

「大丈夫、俺が送ってあげるよ。他の人たちも、きっとみんな待っているから」



　死界への扉が死者を送り出して閉ざされたあとも、トキはしばらくそこを動かなかった。

　動いたら、今胸の中に溜まっている何かが、あふれ出してしまいそうだった。

（しっかりしろ、俺。死者なんて今までいくらでも送ってきたじゃないか）

「トキさん。どうしたんですか？」

　少し離れた場所でトキの作業を見守っていたはずのマユが、すぐ後ろから心配そうに声をかけてきた。

（ああほら、マユが心配してるじゃないかっ）

「なんでもないなんでもないっ、終わったから、さあ行こう！」

　トキは手の甲で乱暴に顔をこすると、ニッコリと笑顔で振り返った。そのとたん、

　ぱふっ。

（え？）

　マユの両手が左右から彼の頬ほおをはさんだ。

「ななな、なに？」

「泣きそうな顔をしています」

「え、そんなことないよっ。ほら全然、元気元気！」

「悲しい時は我が慢まんしたらダメです」

　目の前に、大真面目まじめなマユの顔がある。

（……ずるいだろ、そんなの）

　自分は悲しい時も無理して笑っていたくせに。

「別に……泣きたくなんか」

　あの女の子を送り出すのが悲しかった。

　ルーイーが死んでしまったことが悲しかった。

　何日か前まで人が暮らしていたはずのこの村が、今はもう誰もいなくて、消し炭みたいになってこんなに静かなのが辛つらくて悲しかった。

　この数日のいろんなことが、胸に痛くて――痛くて。

「ふっ……」

　泣きたくなんかなかったのに。

　マユが泣かないのに。男で年上の自分が泣くのがみっともなくて、我慢していたのに。頬にそえられた手が暖かくて柔らかくて、涙がどうしてもとまらなかった。





　地面に白い花が落ちている。

　この世からいなくなった女の子が残していったその花は、小さく立った風にそっと花弁を震わせていた。



完　　



    

  
    
      
あとがき





　前回、一巻を書き終えたあとに担当氏が言いました。

担当「すみません。キィラの人物描写をもう少し詳しくお願いします」

私　「え、こ、これじゃ足りない？」

担当「ええ、ちょっと」

私　「たとえば？」

担当「たとえば……巨乳とか」

私　「……キィラはあからさまに胸がないと言っとろーが」

担当「だから、たとえばです」



　で今回、二巻を途中まで書いて担当氏に見せたところ、開口一番この一言が。

担当「すみません。ナツキの人物描写を（以下略）」

私　「……」



　ごめん、大おお喜き戸どさん。なんか私、その瞬間に君の心の声が思いっきり聞こえた気がするよ。

　好きなのかっ？　好きなんだなっ、巨乳がっっ！



担当「いえ僕はけして巨乳が好きというわけでわっ」

私　「いいや好きなんだ、君は絶対に乳のデカい女が好きなんだ！　私の脳内では君はすでに『巨乳好き』に認定、以降変更なし！　……ところで、どうしてここに巨乳を出す必然がっ？」

担当「必然はなくてもいいんですっ。胸が大きいと一行書き加えていただければっ」

私　「やっぱり好きなんじゃん」

担当「違いますって」

私　「だいたいさ、巨乳の設定にしたら、そのあとずっと肩が凝るとか胸が揺れて動きにくいとか、制服のオーダーが大変だとか銃を撃つのにジャマだとか、そういう描写をしなきゃいけないでしょーがっ。第一印象が『きれいな人』じゃなくて『巨乳な人』　ってどうなのよ？」

担当「いいんじゃないですか？」

私　「……。却下」

担当（深々とため息をついて）「わかりました。かくなるうえは、イラストレーターさんに巨乳指定をして、胸を増量してもらいます」

私　「うわあぁ、そのテがあったかあぁ――！」



　とまあ、気がつけば打ち合わせ場所の喫茶店で、周囲をはばかることなく「巨乳」「巨乳」と大声で連発していたわけで。さすが少年向けレーベル（だよね、ＭＦ文庫Ｊって？）は一味違うぜ。

　いやそれより、このあとがきだけで何回「巨乳」って言ってるんだ、私はっ。



　突然ですが、戦うおねーさんは好きですか。

　一巻のあとがきにも書きましたが、私の書く話に圧倒的に多いのが「戦う女」です。目的にむかってまっしぐら、好きな男がそのへんに倒れていても気づかず踏んでそのまま走っていってしまうようなタイプ。当然、それにくっついている男性キャラは不幸です。

　しかし毎回それというのもナンですので、この話のプロットをたてた時点では「今回はそのパターンはナシにしよう」と固く心に決めておりました。ええ、その時点では。

　……すみません。書いているうちにすっかり自分の決意を忘れてました。

　気がつけばキィラとか今回出てきたナツキとか、もろにそのパターン。どうしてもうちょっとこう、「とことん儚はかなげな女」とか「素直に男にすがっちゃう女」とか可愛い女性キャラが出てこないかな～。でなかったら、すっごい性格の悪い女王様キャラとか。

　で、とどめに担当氏のこの言葉。



担当「あのー、女言葉をしゃべっているキャラがものすごく少ないんですが」

私　「え、そうだっけ？　あ、でもいるじゃない、ほら、『斡あつ旋せん屋』のハゲマッチョ！」

担当「……（心の中で泣いている）」

　すみません。これからはなるべく担当編集を泣かさないよう、精進します。というか、せめて〆切は守らんとなー（遠い目）。



　とまあ、様々な紆余曲折を経て（経てないって）、どうにかこうして、二巻を出すことができました。

　イラストを描いてくださったギンカさん。今回もありがとう。

　過労と腹下しでフラフラになりながら、頑張ってくれた担当大おお喜き戸どさん。あとがきのネタにしてごめん。

　最大の感謝は、この本を手にとってくださった皆様に。

　本当にありがとうございます。

　願わくば、またお目にかかることができますよう。

霜島ケイ　　
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